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太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわずかな凹凸 が表情を際 立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

タイノレ一 枚 一枚がまるで、、意思をもっているかのように語りかけ てくる。

TOTOエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをこ'希望の方は、 干530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 f語新第一生命ビル東 館 東 陶 機 器附 大阪支社までご請求ください。念日6(364) 1181



平 成 7年 度

日 本 建 築 協 会 評 議 員 (敬称略)

平 成 7 年 度

日 本 建 築 協 会 役 員 会 務 分 掌 ( 仰)

( 管工部門)

弘 Wl ｲｾ 工業Ｉ

甲 子 雄 ( 扶 桑 管 工 業 )

洋 明 ( 朝 日 工 業 社 )

至 成 { 日 比 谷 総 合 設 備 )

( 建材部門)

信一郎{ コ

康 雄 { シ

晃 生 ( 加

祐 治 ( シ

一{ 建聾工房和泉届)

男{ サングロープ)

H召

敏

回

木

鶴議 長

副 議 長
cw: 畑 建 築 事 務 所 }

{ 日 越 設 計 )

( 安井 ill 築設剤事務所)

O!( 知l 建 築 事 務 所 )
弁

瀬

水

崎

臼

川

清

田

本 部 所 属 評 議 員

シ

ニ

又

一

( 東海支部)

金 之 ( 愛 知1 工 業 大 学 )

輝 勇 ( 丸 善 i菜 見 処 装 )

三 辰( 安井建築設計事務所)

壮 一 郎 ( 愛 知 工 業 大 学 )

宏 二 ( 大 和 建 築 事 務 所 )

英 一 ( 鴻 池 組 )

( 京都支部)

明 孝 ( 日 本 位 設 )

i台 ( 神 治 展 )

H月( 京都国際建築技術専門学校)

畠 次 ( 花 12 逃 図 )

( 和歌山支部)

真 哉( 井村長I ! 築設計事務所)

一 宏 ( 栄 建 工 業 )

( 中 国 支 部)
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松
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閣

奥
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清

明

信( 板倉建築研究所)

季 ( 鴻 池 組 )

節 ( ダ イ ダ ン)

兵 二 { 竹 中 工 務 応 )

秀 信 ( 戸 間 建 設 )

孝太郎( 原岡セメント化工)

利 為 { 大 林 組 )

朗 ( 斎 久 工 業 )

也 ( 清 水 処 設)

文( 伊藤建築孟計事務所)

隆

海

村

橋

岸

尾

勝 ( 三 起 総 合 設 備 )

男( 多弁建築研究所)

司 ( 熊 谷 組 )

之 ( フ ジ タ )

勝( 大阪市都市整備局)

夫( 住宅 ・都市獲備公団)

三 ( 藤 木 工 務 応 )

美 ( 大 成 建 設 )

次 ( 阪 急 電 鉄 )

ま 住 ( 近 畿 大 学 )

三 ( 大 阪 府 建 築 部 )

夫 ( 王 建 工 業 )

朗( 日本建築総合試験所)

( 編集) 10名

青 柳 司( 日柑鰍造技梢齢)

O荒 井 清( 束知i建築事務所)

荒 巻 恭 士 ( き ん で ん )

: J ' I 上 笠 ( 大 阪 大 学 )

O小 島 雄 ( 鹿 島 建 訟 )

ｏ 須賀好ｾＨ近畿大学ｽ

竹 中 鎌 一 ( 竹 中 工 務 庖 )

深 江 実 ( ア ス ワ ン )

O松 村 度 三 ( i 甫 辺 設 計 }

O講 和ｾ 宏至朗( 安井建築設計事務所}

( 会努) 12名

i菱 沼 禎 夫 (i 圭 沼 組 )

今 村 祐三 郎( 大阪建 設業協会)

常務理事

日 本 建 築 協 会 支 部 長 (敬称略)

文( 伊藤建築設計事務所)

己( 清和維築設計事務所)

t住 ( 小 池 組 )

秋 ( 日 興 )

稚
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康

俊

口

手

池
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森

井

小

平

東 海

京 都

和 歌 山

中 国

平 成 7 年 度

日 本 建 築 協 会 特 別 委 員 会 委 員 (納略)

上

監事 夫{ 松村組){変藤

淳

尾 f色 清 四 良rl( 三晃空調) ・伊

野

建築と社会 ・1995. 6

- 企画委員会

協会の今後の運営を検討、審議する。

委 員 長 片 倉 健 雄 ( 近 畿 大 学)

委 員 小 林 四 郎 ( 住 友 電 設 )

松 村 度 三 ( 浦 辺 設 計 )

三 木 敏 男 ( サ ン グ ロ ー プ )

村 上 秀 夫 ( 村 上 総 合 事 務 所 )

山 形 政 昭 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

和 田 克 朗 ( 日 本 感 築 総 合 試 験 所 )



平成 7 年 4 月26日 開 催 の 定 例 理 事 会 に お い て 、 下 記 の と お り各 常 設

委員を委嘱 いた しました。( 敬称略 。印委u長 O印刷委n長

A 印高1) 委n長代行および幹事 *  ｾＯｬ顧問 Ｑ 職場名は略称をmいました)

平 成 7 年 度

日本建築協会常設委員会委員

志( 西野J I l U属高校)

男 ( 布 施 工 業 向 校 )

宣: ( 今宮工業高校)

俊 (ll ill 設 計 )

三 ( 西野凶工業高校)

到 ( 尼 崎 工 業 尚 校 )

史( 場市立工業高校)

二 ( 愛知l 産 業 大 学 )

隆 ( 都 品 工 業 高 校 )

l'! 11( 安井建築設計事務所)

徹( 場市立工業高校)

男( 束知l建築事務所)

- 出版委員会

建築にl刻する図件の企l苅・編集 ・刊行r建築技

術選 ｻ ｾ ｆ J 特装版および 〈プロのノウハウ 〉の

企l市l ・刊行、ならびに講座の企同 ・実施

予f ;fgl) 英之( 1 ' ( 柳栴遊設計)

安 達英俊( 安逮英俊建築研究所)

荒 川 治 徳 ( テ ク ヰ 、 ッ ト)

井 上 まるみ( 住まいの研究室)

O上 原 正 行 ( 竹 中 工 務 /05)

川 崎 公 l i I E( 鹿 ね ムl! 設)

岸 閏 仁 ( 大 阪 府 娃 築 制!)

楠 本! l (i Ｙｾ＠ (昭 和 設 計 )

桑 田 和 明( 怯 村 組 )

志賀咲f . J . ¥( 航路短期大学)

下 l到 英 雄 ( 大 林 組 )

須 賀 好 広 ( 近 畿 大 学 )

谷 川 康 信( 大臣工量技桶専門 学校)

前 田 邦 江 ( 住 ま い の 実 技 講 座 )

松 本 克 服 ( 大 成 建 設 )

安 岡 孝 Wf 南 大 学 )

。 山 田 修 ( 修 建 築 事 務 所 )

- 建材委員会

建材コンサルタント・新生l ! 材の紹介

阿 部 修 ( 必 村 組 )

猪 野 達 雄 { 竹 中 _ [ 務庖)

井 上 手 ( 藤 木 工 務 庖 )

岡 山 信 ( 奥 村 組 )

斎 藤 玄 ( NT T 77シリティーズ)

小 勝義明( 1 J l i . 1. ， 建 設 )

奥 井 清 博 ( 大 阪 府 建 築 部 )

柿 本 正 和 ( 銭 日 組 )

小 谷 防 次 郎 ( 日 建 設 計 )

O近 藤 達 夫 { 大 日 本 上 木 )

阪 本 lli 信 ( 大 成 建 設 )

岡 本 昌 利 ( 住 宅 . M! 市獲備公団)

若 杉 三 紀 夫 ( 住 友 大 阪 セ メ ン ト )

竹 田 三 夫( 鴻 池 組 )

近 世章 一 弘( 日本建築総合試験所)

議 泰 輔 (i! 長 谷 組 )

西 川 純 一 (IIH 桐l 設 計 )

西 出 浩 ( 大 越 設 計 )

谷 口 英 武 ( 大 林 組 )

イ自 者 糾I (安井建築設計事務所)

* 堀 内 三 郎

松 原 義 美 ( 戸 間 建 設 )

松 本 章( 東側建築事務所)

宮 越 正 明 ( 消 水 建 設 )

O元 木 貞 次( 東洋紡エンジニアリング)

保 田 幸 ug( 近 畿 地 方 建 設 局 )

渡 辺 博( 新 H 本 製 鍛 )

。 和 田 克 朗 ( ll 本建築総合試験所)

。 荒 井 清( 束畑建築事務所)

* 来 孝 光 ( 大 阪 大 学)

・ 特集 小 委 員 会

計 画 系 分 科 会

(計画系)

伊 縫 慾

i悔 村 宏

小 j甫 久

鈴 木 克

問 中 直

松 川 敏

横 |刻 其

ム 吉 村 英

( 建築計画系)

荒 井 博( 汗f 水 建 設 )

磯 村 千 恵 子 ( 大 成 建 設 )

上 杉 秀 隆 (7- 0¥' トラスト上倣際研究所)

i工 MIJ 敏 史 ( 日 長 l ! 設 計 )

荻 径 仰 彦( 安井建築設計事務所)

菅 野 忠 司 ( 鹿 島 建 設 )

笹 村 欽 也 ( 東畑姥築事務所)

佐 藤 不 二 男 ( 大 阪 大 学 )

塚 本 史 郎 ( 鴻 池 組 )

刃 金 国 勢 ( 大 林 組 )

企 山 本 匡( 竹 中 工 務 庖 )

( インテリア・ 住宅系)

石 川 佳 子

岡 本 昭 子 (?: 11 ね 屋 )

加 藤 力{ 京都工芸繊維大学)

角 方 利 幸( 住宅 ・都市整備公団)

北 浦 か は る ( 大 阪 市 立 大 学 )

ム 小 梶 音 隆 ( 竹 中 工 務 応 )

ノj、お {呆 人 ( 新保留也アトリエ)

高 橋 文 吾 川 建 設 計 )

中 村 孝 之 ( 積 水 ハ ウ ス )

知| 康 之( 安井建聾設計事務所)

板 間 由 利 ( アトリエ・ドゥ・7 クダ)

松 田 隆 ( 7スペック鵬首計開所)

山 上 恭 子 ( 大 林 組 )

槍 造 分 科 会

太 問

西 郷

田 中

多 |羽

6. 長持! ' i

平 野 宮

北 線 稔

松 本 孝

宮 本 光

設 備 分 科 会

岩 本 登志努( 総合s : 備コンサルタント)

植 田 加 久 夫 ( 新 菱 冷 熱 工 業 )

迷 藤 進 ( き ん で ん )

梶 井 宏 修 ( 近 畿 大 学 )

河 津 隆 之 ( 河 i! t 隆之事務所)

6. 133 ノ:tI n 好 幸 ( 竹 中 工 務 J占)

西 岡 道 雄 { 大 阪 市 建 設 部 )

水 谷 昇 ( 大 阪 市 営 繕 部 )

村 上 幸 三郎 ( 東芝ライテリ研究所)

施 工 材 料 分 科 会

有 光 利 治 ( 鹿 島 建 設 )

他 国 実 ( 清 水 建 設 )

小 縦 八 重 敏 ( 積 水 ハ ウ ス )

志 水 史 典 ( 大 林 組 )

野 口 和 宏 ( 大 阪 府 建 築 部 )

消

育

正

稚

公

将

tft 

敏

和l

ム 徳 松

ム 三 宅

大 西

大 森

景 山

小 久 保

小 山

武 田

出 tft

永 向

山 岡

吉 井

中 烏 健 二 ( 藤 木 工 務 庖 )

松i l I i 剛 士 ( 清 水 建 設 )

三 木 隆 弘 ( 大 成 建 設 )

・ 広 報 小委 員 会

0 原 見 昌 志( 安井控聾設計事務所}

ム 奥 村 進( 束畑} ! 築事務所)

ム 門 川 清 行 ( 竹 中 工 務 / ; 5 )

ム4市 部 粥( 大阪市公 I剖協会)

ム川 村 !.!-.t. 次( ) 関西部市整備センター)

ム 酒 井 重 治 ( 野 村 建 設 工 業 )

ム 下 村 健 治( 修成雄設専門学校)

生 向 久 夫 ( 7 ジ タ )

伊 藤 武 夫 ( 大 林 組 )

小 笹 光 彦( ランテ ァク計同事務所)

紙 西 孝 彦 ( 昭 和 設 計 )

木 場 公 典 { 関 西 国 際 空 港 )

佐 藤 稔( 東知l 姥築事務所)

瀬 戸川 謀 ( )剥 西 電 力 )

竹 内 利 明 (i .聾 m 組)

谷 本 敏 和 ( き ん で ん )

閏 村 美喜男( 担冊子ピ噌Ul.:t 1;. 7Yング西日本l

中 間 稔( ホテルグランヴィ7 岡山)

三 上 不 二 夫 ( 銭 高 組)

宮 内 宏 ( 三 五 商 事 )

・ 若 い 会 員 の集 い 小 委 員 会

O杉 本 兵 一 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

ム 内 仲 毅 ( P P  1)  

ム 松 限 立 ( 竹 中 工 務 応 )

ム 山 田 和 弘( 赤松脂舗研究所)

芦 田 智 之 ( ll 建 設 計 )

有 国 吉弘{ 北大阪忽、行電鉄)

榊 間 隆 之 ( 清 水 建 設 )

阪 田 弘 一 ( 大 阪 大 学 )

佐 々 木 ｊｬ ￭ｾ Ｇ＠ 子( 大阪市監査事務局)

お 隆 男 彼 雄 割 倣 臨 研 究 所 )

瀬 藤 良 維 Ｈ［ｩ ｾＱＷ ール西日本コンサ吋 ンツ Ｉ

竹 田 芳 之 ( 久 米 設 計 )

育包 野 員長 利 ( 大 阪 市 市 長 室 )

問 中 itt ＺＡｊｬ ｾ Ｈ大林組Ｉ

問 中 1奈 ( ヘ ッ ズ )

田 畑 重 明 ( 坂 合 建 築 研 究 所 )

土 井 正 ( 大 阪 市 立 大 学 )

噌 田 昌 彦 { 戸 展 市 )

三 砂 隆 史 ( 大 建 設 計 )

宮 Ih奇 ひ ろ 志 { 兵庫品1立川自控の博物館)

廻 はるよ( 束剣建築事務所)

山 限 直 人

山 本勝彦Ｈ安井ｾ築設計事務所Ｉ

米 弁 党( 三割l 総合研究所)

吉 田 茂

法 令 分 科 会

乾 康雄( 京都府建築指導課)

ム 入 江 田 吉 仁( 神戸市建築部審査課)

律 問 攻( 京都市建築指導部)

城 戸 .a l'! 11( 兵Ni m建築指導課)

中 島 弘 志 ( 大 阪 市 建 築 指 導 部 )

中 西 孝 子 ( 大 阪 府 建 築 指 導 課 )

. 作 品 作 風 小 委 員 会

赤 木 隆 ( 8 挫 設 計 )

小 笠 原 絵 理 ( 1m 工 作 舎 )

小 野 正 人 { 清 水 建 設 )

尾 崎 久 純 ( 東 郷 } ! 築 事 務 所 )

川 上 比 茶子( 夙川学院短期大学)

念 測 家千子( 問中啓文韓合連聾研究所)

杉 原 繁 ( 大 阪 府 建 築 部 )

問 中 均 一 ( 兵庫県都市住宅部)

Od1 田 昌 義 ( 大 林 組 )

藤 城 義 丈( 草田l昌克服設計事務所)

ム 前 川 治 彦( ，ioi 川治彦建築研究所)

前 田 幸 宏 ( 大 建 設 計 )

増 岡 敬 彦 ( 住 友 信 託 銀 行 )

増 田 俊 哉 ( 竹 中 工 務 ! 苫)

松 田 義 弘O昭 和 設 計 )

宮 地 雄 一 郎 ( 安井建築設計事務所)

・ 会 員 企 画 小 委 員 会

伊 藤 郁 郎 ( "' 姥 殺 到 )

O稲 木 絡 子 ( 大 阪 建 設 専 門 学 校 )

糟 谷 浩 史 ( 押f 水 建 設 )

毛 谷 村 英 治 ( 京 都 大 学 )

小 板 橋 鉄 ｴ 佐Ｈｾ谷正コーポ ー ν ー ションＩ

ム 佐 伯 由紀子( 安井建築設計事務所)

佐 野 洋 ( 日 本 設 計 )

高 岡 伸 一 ( 大 阪 大 学 )

高 岡 光 雄 ( 京 都 大 学 )

高 橋 鹿 子( デザインオフィス・レイ)

塚 口 明 洋{ 域円明洋建築研究室)

増 治l 昌 幸1) (神 戸 市 交 通 局 )

松 石 千 秋 { 大 建 設 計 )

山 勾 章 子 { 紳 戸 市 営 繕 部 )

. 広 告 企 画 小 委 員 会

ム 池 洲 俊 男 ( タ ジ マ)

上 ぅ ｾ Ｚ善一Ｈ東洋シャッターＩ

勝 一 弘 ( 大 林 組 )

O河 原 正 雄 ( 竹 中 工 務 底 )

衣 川 徳 好 ( 清 水 建 設 )

菱 田 信 八 l ' ! 11(松 村 総 )

藤 田 孝 吉 ( 政 』 匂 建 設 )

山 下 修 司 ( 倒 閣 聾 設 計 事 務 所 )

二( 竹中_ [ 務/ ; 5 )
圃編集委員会

会Z志「主l ! 築と社会J の企Iml . 編集

幸 ( 日 建 設 計 )

尚( 大阪市計 jilij 部)

子 ( 大 阪 大 学 )

彦( 京都工芸繊維大学)

人( 神戸芸術工科大学)

正( 竹 中 工 務 l占)

紀 ( 積 水 ハ ウ ス )

祐 ( 大 阪 大 学 )

5 2 : ( 鴻池 t且)

慈 自市( 京創建築事務所)

耕太郎( 大 林 組}

元 英 ( 大 阪 大 学 )

正( 竹 中 工 務 fo5)

之 ( 日 建 設 計 )

則I( 北線建築情造研究所)

弘( 安# 往築設計事務所)

則 ( キンキ総合設計)

- 教育委員会

建築教育についての調査・研究、講習会の

企l而・実胞ならぴに工 t勾生デザインコンク ー

ルな E の企何lおよび文ー施

。 片 倉 健 維( 近

・ 講 習 会 小 委 員 会

O藤 井 孝 安 ( 大

ム 佐 賀 久(1Jl i .

ム 高 橋 憲 昭 (松

|期 川 詞 之 ( 大

問 中 克 治郎 (銭

武 田 健 (奥

南 部 幸 仁 ( 消

服 部 l勝 典( 鴻

松 井 攻( 竹

森 啓 亮 ( 浅

・ 工 高 生 教 育 小 委 員 会

0 和 図 版 由 ( 大阪市立工芸高校)

学)

才'" ま且)

島 建 設 )

村 組 )

l宜 建 設 )

同 t且)

村 組 )

水 建 設 )

池 組 )

中 工 務 庖 )

m 組)

大畿

会親

施

懇

実ぴ

-幽

よ

映

お
同

一
市

企

A

Q

玄

耐

印

ロ
貝

刈

な

委

引

ぷ

量

医

協

の

4

ウ

勝

以

事

・

会

:

t

、

-
u

軌

。 多 弁 幸 男 ( $ - 井 越 築 研 究 所 )

O三 好 成 ( 竹 中 工 務 庖 )

. 見 学 会 小 委 員 会

O南 次 郎

ム 伊 東 史 郎 (大 林 組 )

ム 徳 島 精 夫 ( 鹿 島 悠 設 )

6 . 福 家 敬( 大阪府住宅供給公社)

ム 森 田 芳 次( 安井建聾設計事務所)

伊 藤 博 ( 松 村 組 )

井 上 敬 一 ( 竹 中 工 務 応 )

問 1: 8 掌 之01 ( 畑建築事務所)

久 保 田 秀 男 ( 日 挫 設 計 )

瀧 本 高 茂 ( 鴻 池 組)

寺 田 恭 信 ( 大 阪 市 消 防 局 )
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r30's E Y E- 21"1!! 紀へのエスキス」をテーマ

に、 30代を '1
'
心に嫌々な分野でご前総の

Ｉｪ 々をゲス ト 税自 ｉｬ ｩ に 迎 え、 Ｑｾ 転の 却 ｉ ｉｩ賞会形式

と1.1.迷う「語り作、、官l報交換をrrうJ;j.! j J をつくり

たl'!: Aj λ ています。気経にご参1JIl 下凱 、。

制日本建築協会後援

久宝寺寺内町・

町家型建築設計

競技

日本 建 築 協 会

& 血

冨固

日 時 1995年 7月28日働

ＱＸＺＳＰｾＲＰＺＳＰ＠

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ピル21階

講 師 辻 本智子

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

朝 日 賀 会 員・学生 1，000円

一 般 2，000円

* 含、飲物・消費税

* 団体会員扱いは l社| 名

申 込 7月21 日幽 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

① 催し名 (30' sEYE)

②氏名

G冶 員・一一般の別

@ 満場名

⑤ 参加証郵送先

。 覇各先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を7月24 日明)に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1 干530

大 脇R前第3ピル21階

FAX. 348- 0634 TEし348- 0633

主 催 (紛日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主 担 田 中 康/ へ ッズ

大阪府八尾市久宝寺は、戦国時代に寺

内町として建設されたまちで、当時の

町割りは今もそのまま残されています。

しかし、江戸時代から明治、大正、昭

和の町家、環濠跡や道標、社寺など数

多くの歴史的文化遺産も、近年は家屋

の老朽化や世代交代などによって建て

替えや改造が進み、歴史的な町並みの

連続性が失われつつあります。

八尾市、久宝寺寺内町まちづくり推進

協議会、八尾すまい・まちづくり研究

会は、固有の町並みの連続性を引き継

ぎつつ優れた現代的デザインを創造し

ていくことで久宝寺寺内町の，舌性化を

図るべく、 I世話或性に立脚した21世紀型

町家の建築設計責殻支を行います。

課題久宝寺寺内町の ＲｾＳ 蜘也を設

定し、一定条併コもとに明代的

な町家」の提案を求める。

資格個人またはグループで、応募資

格は問わず。

受付 ・登録受付/ 1995年 7 月10日間

ｾＸ 月 ＳＱ 日同

・作品受付/ 1995年 9 月20日制

ｾＹ 月 ＳＰ 日 出

「花の万博」を契機に日本各地で花と

縁 の街づくりがさかんに行われてい

る。しかし、その花 ・緑の位置づけは単

なる街の装飾品のように扱われている

ようである。それどころか、何処も同じ

花で飾られる街は個性まて・も失ってし

まっているようだ。

r21世車己花と緑の街づくりはI也球を

救う j - { 見状の花と緑の街づくりを見

ていると、こんな言葉は程遠いように

思う人が多いのではないだろうか。

私は、花と緑カ(21世紀の街を更生させる

と信じている。なせ.ならば、これからの

街づくりに最も重要である環境観光

健康、絞育、コミュニテ イという 5Kの

いずれにも、花 ・緑が本質的に関わっ

ているからである。

昔、野辺に咲いていた花や緑は、私たち

の五感に自然のすばらしさを訴えてい

た。花を見つめてみると、その美しさよ

りも、巧妙さ、科学性に驚かされる。

花 ・縁に感動できる、花 ・緑 をじ っと見

つめる、人々の心に花を咲かす、そんな

スペースが今、都市に求められている。

(辻本智子)

応 募 A I 判のデザインボードに、趣

旨説明、配置図 ・平面図 ・立直図

( 2面以上) ・断面図 ・パースま

たは模型写真・面積表。皆別 ・用

途別) 、その他の説明を貼り付け

る。図面は 1/ 100の縮尺とする。

なお、市民にわかりやすい表現

の工夫を望む。

辻本智子( つじ b 1: U こ)

1952
i
l三生 まれ

76 大阪府立大学農学部l車l芸良' 何十花升

学研究室卒業

81 岡大' 抑止良' 予研究科緑地計画学教室

修士課程修了

82ーカリフォノν ニア大、Fパークレー校環

境対 l百r予剖i ランドスケ ープ学科大下

院儲 ' t

84 大阪府立大乍大学院J : l ' 下研究科tl'j: -I:

ｾ桜 中 退後、 ａａ ｐ 入社、都 ｔ ｨ プラン

ニングを '4' 心 としたプロジェク トを

手がける。

ＸＸＭ 松下危 器 産業労働組合 ユ ニ ト ピ Ｗｾ

きやま勤務 。れ 向 然 ｴ 人 ｉｉｕ の共ｾＢ砂を

テーマ に、プラン ニングからプロデ

ユースまで行 う。

91  II 本造l胡修長協会、下 山奨励.rt "受賞

95 辻本智子環境デザイン研究所設立。

イi'， .緑の街づ〈り、文化胞設計 l布j等を

行う 。

主な展示プロデユース・植栽デザイン

110の植物館カーニパルショーケース( 建築栗生明)

花の地旅館( 控聾. 大野秀敏)

住民参加の街づ{ り( 事日井市緑化植物園花町体且所)

現在燐わっている委員

兵庫県紋ゆたかな景観形成条例審議委員

大阪府緑化選考委員

神戸市総合基本;ri" iili l審議会委員

そのf血多数

市本町トト 1TEL  0729- 24- 3850)  

へ送付すること 。

審 査 遠 藤 剛 生 氏 (建築家)

高 田 昇氏 ( 都市計画家)

竹 山 聖 氏 ( 建 築 家 )

降幡慶信氏( 建築家)

安原秀氏( 建築家)

比λ上5氏による公開審査。

作品は、八尾市都市整備部都市 賞 金 最 優 秀 賞50万円、優秀賞20万円、

総務課都市剖函係( 干581 八尾 佳 作 5 万円ほか。

. 久宝寺寺内町の沿革

1470年、本願寺第八也

蓮如上入力酒乱寺 (後

に顕包寺に改称) を建

立 したこと に始まる。

街町万を中心にl"lf定永らが

集まり住むt ともに、

商工業者ー も集まっ て活

発な商業病動 的予われ

る力士江戸時代以降は

在卿 H して、また船

速の要所として栄λ る。

しかし1704年の大和川

の付り替 え 以 除 交通

の要衝の地は、八尾寺

内田Tへ移っていく 。
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( 初日本建築協会編

『建築設計者のため

の設備知識』

6月末に第2刷を

刊行

出版委員会企画・第14回

「プ口のノウハウ」講座

水にまつわるトラブルの

事例・解決策 一再渇

「建築編」

日本建築協会新入会者

ご斡旋のお願い

4  

(他日本建築協会の編著、側オーム社の

出版で r建築諒博のための設f献日議』

の第 2刷を、より新しい情報に差しか

えて刊行いたしました。

この著書は、本会機関誌「建築と社会」

ＱＹＹＰ 年 ｾＱＹＹＲ 年に Ｓ 回にわたり特集し

た内容をベースに、 1景智渇題にゆれる

社会状況を織り込み、最新の情報を盛

り込むべく新たに書き起こしたもので、

執筆には、東畑建築事務所、日建設計、

安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電

力の設備詩情が当たり、本会の編集

委員会で推鼓を重ねたものです。

第一線て活躍する設備諒暗爪実務

において、建築と設備のかかわりあう

場で直面した問題を掘り起こし、その

解決をiお尺肢て示した本容は、意匠設

計づ者のみならず、初歩の設備5宣言行首に

も好個の資料になるものと思います。

開催日時 1995年 7月25 日(刈

開場 17: 30

開会 18: 00→閉会20: 00

会 場 日 本 建 築 協 会 ・サロ ン

( 大阪駅前第3ピル・ 21階)

講 師 山下 勝氏

( 株式封土竹中工務庖設計部

次長 ・制作担当)

定 員 30名

会 費 会 員 4，000円

( 消費税を含む)

一般 5，000円

テキスト くプロのノウハウ >r水にまつ

わるトラブルの事例・解決策・

建築編J ( テキス卜代 l 部 特 価

3，900円〔消資税を含む〕にて

頒布。持参の方は不要)

「もう本当に予算がなくてねえ。雨露

さえ凌げれば、資沢なものはいりませ

んよ」。かなり前にこんなことを言う建

築主に出会った。

今までに建物の雨漏りて苦い経秀賞を

されたため言われたのか、それとも、

予算を越えるような建物を設計されて

は困るための牽惜l時 だったのカ¥今は

もう忘れてしま ったが、この雨露を; 愛

ぐという最僻良の条件の、いかに難し

いことか。貴方もこ常務賓がおありでし

本書は、 7 月から全国の讐庖庖頭に出

ていますが、本会でも図書の販売をい

たします。本会では特別価格て頒布し

ますので、お買い求め下さるようお願

い申し上げます。

詳細お問い合わせ、およひ購入申込は、

制 日本建築協会へお願いします。

編著者キ団法人日本建築協会

( 東畑建築事務所/ 坂田進 ・

城下善雄・弓崎幸治 ・中野格、

日建設計/ 藤岡茂・瀬戸良昭

・押田忠明、安井建築設計事

務所/ 日夜東治・水谷広治・

山根敏私大阪ヵ・ス/ 中村秀行 発行所( 油オームキ土

- 佐々木明美、関西電力/ 中 〒 101 東京都千代田区神田

村秀夫 ・大木俊郎) 錦町3- 1 TEL03- 3233- 0641 

干530 大阪市北区梅田1 - 1 -3 体 裁 B5判、 220頁、上製本

ー2100 TEL06- 348- 0635 定価5，000円

申込方法 本会事業課へ葉書かF AX、ま

たは電話にてお申込み下さい。

催し名 (r プロのノウハウ講座

14J )、氏名、会員 ・一般の種

別、職場名、朝日証垂惟先

i輸先電話番号をお知らせ願

います。

* 申込み先清般にて順次、受

講券をお送り致します。

申込み先 (他日本建築協会事業課 〒

530 大阪市北区梅田 1- 1

ょっ。

(大阪駅前第3ピル・ 21階)

FAX.  06- 348- 0634 

TEL.  06- 348- 0633 

古代より言われている治水という言葉

ほど大げさなことではありませんが、

日頃建物を設計したり、工事に関わっ

ている者にと っては、水文様は最重要

課題の一つです。

昨年、ゼネコ ン6社と設備関連会社そ

れぞれか取って置きのノ ウハウを結集

して 〈水にまつわるトラブルの事例 ・

解決策〉建築編 ・設備編を発刊し、皆

様の悩みの手助けとなっています。

山 下 勝 氏 { や ま し た 目 的

1938 ' P 長崎J { 住ま札 1962 ' 尚明細だ細工学繊 眼

科卒事甘え竹中工務信官邸倒iへ入社 関 怖倣骨iif長、

次長( 告別悦且当) を経て現在に至る.

さらに今回は恒i 9U(J ) rプ口のノウハウ」

講座として、このテーマを取り上げる

ことになりました。講師は同容編集委

員の竹中工務庖 ・山 下 勝 氏 で す。教

材はヒ・テ'オや OHPなと・をイ吏い、ヒ' ジユ

アルて・具体的なものです。出版物には

ない、この講座だけのものが聞き出せ

ると恩われます。このチャ ンス、ぜひ

こ参加下さい。

出版委員会委員・松本設搾/ 大成酒屋鋪枕崎肢1苫

本会は大正 6年 3 月詣IJ 立以来、建築法 会との結びつきを深めてまいりました。 事業活動を行っております。

規の法嗣lJ1t に努めたほか、わが国初の また、建築界の総合団体として常に建 これらの事業をますます発展させるた

住宅1専覧会の開催、四会連合工事請負 築関係各部門の連繋と調査に当たり、 め、会勢の伸展をはかりたく、入会者の

契約約款の制定など、今日に至るまで、 会誌「建築と社会」の発行や、各種見学 ご斡旋をお願い申し上げます。事務局

建築界をリードするとともに、一弥鈴土 会、講習会など実務に直結した諸種の は電話06- 348- 0635です。
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由甲

計 画 調 整 ・

関 西 学 院 施 設 部

設 計 監理 ・

日本 設 計

施 工 ・

竹 中 工 務l苫・大 林 組・熊 谷 組・浅 沼 組 共 同 企 業 体

神戸三田キャンパス

関西学院大学総合政策学部

関 西学院は、 1889年( 明治22年) に米国・南メソジスト監督教会により、神

戸 ・原聞の森( 現在の王子公闘附近) に創立され、 1929年( 昭和] 4 年) に

西 宮・上ヶ原キャンパスに移転し、咳胞にし、たってし、る伝統可変である。そして

本年の春に神戸国際公園都市に新しく「神戸三 田キャンノf ス」が開訟もれ

?こ。

ヰJjI戸三 回キャンノ f スのテ、、司戸川ンテーマは、「建築と自然」の共生であり、恕

まれた自然環境民主かした紘12かなキャンノ吹きを|閣の: f i lj造と、伝統に培わ

れた囲み型プランを採用して、上ヶj京キャンノマスのスノ f ニッシュ・ミッションス

タイルと11乎ばれる建築練武を継示することて. あった。

配置的には、将来を見すえた「キャンノ f スのノ f ックボーン」そつくることをさ

i恨とした。いうならば壁舎の- tij' j( こもある光の道ぶ、うような美 しL 、イメージ、の

「車 ｉｨ キんを考ぇ、その車曲線をなす針葉樹の並木道にそって、総合政策学音 ｲｾ の

主I!秒ifftf をクラスター状に配しキャンノ f スi二秩序をつけると共iこ12かな緑を

形成して ｌ 、 ＼￬ｬｪｾ をつくった ｚ ｊ ｪＺである 。 こ の 「取 ｨ 高泉」にそ って 将来の発展も展開し

てL Ｇ＼ ｚ ｪＺｾと期待してし、る 。 Ｈ 太田恭百 ｶ 日本 設計 ・ 関西支担Ｉ

所 在 地 一 一 一 一 兵 庫 県 三 田 市 学 園 2 - 1

敷地面積一一一一 351 ，OOOm'

建築面積一一一一 7 ，6 7 4 . 8 7 m'  

延 床 面 積 一 一一 14 ，057. 91m'

構 造 規 模 一 一 一 問 、 一 部S R C、 3F ( 4棟 + 附 属 建 物 )

工 期一一一 ＱＹＹＳ 年 Ｘ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R宝 塚 線 ・新 三 田 駅

織 影 一 一一 村 井 修

‘ 中 庭





由甲

建 築 設 計 ・建 築 監 理 ・

大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 ・大 阪 府 立 大 学 施 設 課

石 本 建 築 事 務 所

建 築 施工 ・

飛 鳥 ・今 西 共同 企 業 体

大 阪 府 立 大 学

先端科学研究所本館

大腕符立大学附属研気予斤は、学部 ・学年斗の枠を超えた、より一層の

学 際的な研究機関として、名称も「大阪府立大学先端科学研究所」

と改め られ、 この春、新し い一歩を踏み出した。

それに伴い、この「本館」は、研究部門の拡充 ・実 験施設の充実の

ために言村函され、クラス10のク リーン ・ノレー ム ( 無墜室) をはじめ

として、 基 礎科学 ・先端材料科学 ・応用生件等伴: の多岐多株にわた

る研究のための施設として、位置づけられている 。

3- 8階の基準階高 i立、4.5m! : して、天弁ふと ころ の配管 ・配線の

ためのスペースを「大きく 」石倒呆している。 これは、 研 究のテーマ

が、ごく短い期間て変 化し、そのつど、実験家具 ・移縁寺等の増設 ・

移設が行われる ことへの、「将来対応」のひとつとして考えられて い

る。

外観は、 学 内のほかの建物にも見られる 「単窓形式」や、旧本査官棟

の 「コ ンクリ ート打放し の 柱 ・梁による構成」、西南隣に位置する既

存 棟 (生物資源開発セ ンタ ー) の 明 壁 タ イノレの色合い ・風色、」

等を定摘 し、構内の景観との「調和」を考えるとともに、屋外排気

ファン等の 目隠しの機能を持つ 「株飾り」部分の表現等によって、

新しい組織のスタ ー トにふ さわしい「象 徴↑b をも目指 している 。

(石崎孝之/ 石本建築事務所)

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 府 堺 市 学 園 町 l 番 E 号 ( 大 阪 府 立 大 学 構 内 )

敷 地 面 積 474 ，785. 34m'  

建築面積一一一一 2 ，川 5. 28m'

延 床 面 積 10，658. 32m'  

構造規模一一一一一 SRC、8F、P2

工 期 一 一 一 平 成 5 年 3 月 ~ 平 成 7 年 2 月

最 寄 駅 一 一 一 一 南 海 高 野 線 ・ 白 鷺 駅

撮 影一一一一 前 田 誠 土 (伸 和)

‘ 北 西 面 外 観

竺門型凹

型' J 凹「

庁ヲ用

北 菌 見 上 げ

ク リ ー ン ルー ム 内 観

玄 関 ホ ー J レ・手前の金属彫刻は，青木九兵衛作 r探 手 J ( たんしゅ)

9  
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出甲

言3t 言十室主王室 園

田建 設 計

方包コニ ・

大 林 組 ・奥 村 組 ・ソ ネ ッ ク J V

三田市民病院

大筋侠ニュータワン開発による医 ＱＩ［ ｾ ＿ ｉ［Ｚｩｾ の地大と、高度医療、救急

医療、正月( 始社会に対応して移転改築された300床の総創部員一

男知也のお低差 を利用した 2 つの玄関を特徴とし、 2 階の駐車1坊主総

ブリッジと、バス停と車寄せのある 1階とを 3府吹抜けの中をエス

カレータて結んfご。

診i腕 111"1は、 受付から診察、 i防笠、投薬までをわかりやすく 1 フロ

ア (2 階) にまとめ、情報化とカルテのブロック保管により待ち時

間の短縮を図った。 ロビーからは中央公闘を一望でき、オ ープンな

中待と外待の問のプラン卜ボックスや分取配置した中庭が快適て、

ある 。

屋上には眺望を生かした展望浴室やレス トランなどを配鑑、また、

1  ｾｾを Ｕ 匂苫、 ｦ 木憩 コーナ一 、理容、 ｃ ｄ コーナー などのあるアメニテ

ィ〆ーンとした。 1 階のリハビリに続く広い庭園からは、遠〈有馬

;富士を望なことができ、忠者ーさんの散j ¥fill 各となる 。

外装は、 ｩｬｾｬ かみのあるベ ー ジュ色のタイルと清・澱惑のある 庄 ｬ いサ ッ

シとし、内装も l暖色系を中心に、木質の造作や照明の配慮など、や

さしいインテリアを目指した。 また、玄関前の彫刻やロビーのタペ

ストリーを始めとして、全病室に絵が掛けられている 。

所 在 地 一 一 一 一 兵 庫 県 三 田 市 け や き 台 シ ト |

敷地面積一一一一 58 ，747. 86m'

建築面積一一一- 6，449. 69m'  

延床面積一一一一 2 1  ，230. 35 m'  

構 造 規 模 一 一- SRC、 7F、 PI

工 期一一一一 Ｑ ＹＹＳ 年 Ｗ 月 ｾ ＱＹＹ Ｕ 年 Ｕ 月

( 小 北 武/ 日建設計)

最 寄 駅 一 一 一 ー J R福 知 山 線 ・新 三 田 駅 下 車 徒 歩 15介

撮 影一一一一黒田青巌、南原広明、 S S大 阪

電 気 設 備 住 友 電 設 ・きんでん ・栗原エ撲/ 衛生設備 ダイダン

空間設備: 高砂熱学工業/ 昇 降 機 設 備 菱 電 エ レ ベ ー タ施設

搬送設備. 日本シューター

最 上 階 の 外 来 食 堂

11 



中 庭 全 景

エ ン ト ラ ン ス
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幽閉

設 計 監王里 ・

兵 庫 県 都 市 住 宅 部営 繕 諜

施 工 ・

西 松 ・関 建 特 別 共同 企 業体

兵庫県立重度身体障害者更生援護施設

自立生活訓練センタ-

本施設は、リハ ビ リテ ー ション病院、職業能力開発施設、福F祉のま

ちづくり工学研究所な どの隣接施設とともに兵庫県立総合リハビ

リテ ー ションセ ンタ ーの一翼を担うもので、重度の身f材障害者が自

己の剤柏勺ハンテ川 キャップを克服し、 一弛社会における自立自舌

能力を身につける こ とができるよう、総合的ネ見点からその支援を図

ってゆく こと を目的として設立された。 ここ では、 f融斤の技術を導

入し、作業按法、理学療法など様々な言}I 臓 が実施されるが、岡崎= に

居住音11門を併設する こと によって、速やかな社会復帰に向けたフル

タイムの支援体制 が整えられている点に特色がある 。

施 設設計に際しては、 セ ンタ ー内各 関連施設との機能的過i携に重点

を置き、 エオ、ノレギー供給系統、 防災 監視体 tli lJの一元化 など、その効

率的運用を図ると ともに、施 設5利用者の特性に配慮‘ し緊急時 の 安全

i邸 1制 策 な どに特段の意を用いた。 さらに各施 設 内 外の 空間構成、

外来見については、それぞれのイ即|主を尊重 しつつ、総合 リハビリテー

ションセ ンタ ーとし ての全体 的調和 を失わぬよう留意した。特 に外

音111:仁ヒげ1こ[刻しては、 コンクリ ート 、石、タイノν、3ゲラス、アノレミ

など各施設に共通する基本索材 の使用によ っ て、外従見上の調和を得

ながらそれ らの構成形式に差 異をもたせ、 当該j庖設の個性を表現 し

た。 (判明 重 邦/ 兵庫県者日市住宅部包括諜)

所在地一一一一神戸市西区曙田J I070

敷地面積 12 ，031 . 40m'  

建築面積一一一一一 3 ，027 . 35 m'

延床面積 6 ，786 . 42m'  

構造規模一一一一 RC、3 F

工 期 ＱＹＹ Ｒ 年 Ｖ 月 ｾＱ ＹＹ Ｓ 年 Ｑ Ｑ 月

最寄釈一一一一 J R山陽本線明石駅、山陽電鉄明石駅

渇 影 ss大 阪

外 観 南 西 面



西 側 外 観 見 よ げ

全 景 西 側 屋 外 通 路
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作-E 璽 風

言ii 言十 ・ キ誇i宣言ii 言十 回

大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 平 田 建 築 構 造 研 究 所

皇主主里 ・

大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 ・大 阪 府 建 設 監 理 協 会 ・建 綜 研

施 工 園

高 松 建 設

大 阪 府 勤 労 者 憩 の 家

河 内 長 野 荘

旧大阪府勤労者恕の家河内長野司王は、 "I-I/J、企来の勤労哨とその家族が

保 護・会 議・研 修等 に利用で、きる純設として昭和 40年に建設されたが、 I)_[I

半世紀の臨& で老何化Lへ施説機能もl時代のニーズヒ対応しがたし、ものと

なったため、今回新しく建て替えたものである。

敷地はj手f1室長野公園の北イ!!I j ( こ隣被した線泣かな以境のなかに位世してL 、

るが、罪対也の形状は南北4こ尾恨状に車III 長〈、主任隆かつ;lt{J! Ij ( こ向かつて傾斜

しまた答塚とよばれる塚が残るなど、 ltil J約の多い条例ニてあった。計l百lにあた

っては、雄物を 3つの杉Rに分割lし、それらを敷地形状に沿って角度をもたせ

ながら線状につなぎ、さらにその結節点にカーテンワォーノレによる透明感の

ある ｼ 精段 室を設 けて分官官化を ｉ ｾ ゆ、 全 体 の ボ ｙ ュームＡＺｌｉ＼Ｚ射止 ｩ 成することにより

ｾｩ 境印刷 ｬ させることをな凶した 。

胞設桃成としては、現出也の百万低差を利用して 2 1府レベノレにエントランスホー

ノレを設けて利用者を上下l滑に振り分ける構成とし 2 階にはロビー ・レストラ

ン ・ 多目的室等を酉己した。 ｬ ｬ ｩｊＧｾには、駐車場 ・ 大 Ｑ Ｚ Ｑ Ｍ Ｑ 宴会場・サロン等を配

しその"1
1
央腕に主厨房: を設けてダムワェーターて烏繁ぐ‘ ことにより各|併での

サーヒヌ却J線の短縮を医lった。また、眺めのt
、
L

、
31滑には客室を配置し内

部はくつろぎとヨド日常的空間の演出ぞ意図した和(1勺なインテリアとした。

この施設 が、IEI に倍して広〈府民に親しまれることを期待して止まい、。

所 在 地 一 一 一 一 河 内 長 野 市 末 広 町3- 25

敷地面積一一一- 4 ，248m'

建 築 面 積 一 一 一 - 9 6 6 m'  

延床面積一一一一一 3 ，398m'

構造規模一一一一 R C、 3 F、 BI F

工 期一一一一平成 5 年 6 月 ~ 平 成 6 年 10月

( 大) 11和信基/ 大 腕 前

最 寄 駅 一 一 一 一 近 鉄 長 野 線 ・ 河 内 長 野 駅 、 南 海 高 聖 子 線 ・ 河 内 長 野 駅

撮 影一一ーー松村芳治

E Vホ ー ルBI F 砂
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2472 

2473 

2474 

1471 阿 南 ひ ま わ り 会 館

設 計 : 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 ; 熊 谷 組

a  徳島県阿南市街悶町北通り 30- 1

b.  4. 497 . 05m'  

c  1，368. 33m'  

d.  3，014. 03m'  

e  R C(一部S) 、3F、P1

f. 平 成5年9月~平成6年 10月

本会館は、市民の健康増進、女性や高齢

者の社会活動を中心に、Ｇ｜ｾ、れあ いの

場。を提供する施設である 。敷地は、市

域に豊かな自然をもっ阿南市の 中心に

あり、計画に当っては、会館が永〈‘ 市

民の心のよりどころ。になることを目

指した。優しいシルヱットの山並みを

背に様々な表情を見せながら市内を走

る那賀川の風景を建物構成のテーマと

し、高低のある切妻屋根、同系色を混合

した外装タイルと彫りの深い壁画に表

現した。

1473 河 野 樹 脂 工 業 側 役 員 社 宅

設 計 : 大 林 組

施 工 : 大 林 組

a. 12中市新千翠西町2- 16- 9

b.  285. 95m'  

c  114.  03m'  

d.  205. 56m'  

e  R C、 2F

f . 平 成5年 11月~平成6年 10月

街並は、プライパシーやセキュリテイ

を確保する見えそうで見えないセミオ

ー プン空間の連続で形成さ れ る も の で

はないだろうか。 ゲストハウスとして

多目的利用されるこの建物では、吹抜・

スキップフ ロア 等 で 変 化 あ る シ ン プル

クラシックなインテリアに、庭の緑を

取り込む窓を街路に面して廻らせた。

三層構成の重厚な外観には、アール状

の 列 柱 と 季 節 を 感 じ さ せ る 外 庭 を 配

し、道行く人も楽しめる場の提供を試

みた。

1474 妻 鹿 邸

5宣 言十 エス ・ノTイ・ヱル

施 工; ヱス ・パイ ・エル

a 神 戸市北 区藤原台3

b.  499.1m'  

c  218. 9m官

d.  356. 0m'  

e  1、2F木質パネ J レ、 Bl F R C打放し

f. 平 成5年2月~平成6年2月

趣味のゴルフとバードウォッチングの

ため、自宅医院とゴルフコースの中間

点に、中継地としての週末住宅である 。

また、リタイアした時の住宅としての

機能も併せ持つ。最小限の個室と、広い

吹抜を持つリビングを南に配し、プラ

ンの中央に採光、通風のためのパティ

オが、 縦に貫通している 。外 観 は 平 屋 風

に、外構は、可視、不可視、相互貫入と

いうキーワードをもとに環境の再術築

を意図したがー 。



2475 高 岡 市 美 術 館

設 計 内井目自蔵建築設計事務所 ・富

山県建築設計監理協同組合J V

J U列

施 工 清水 ・佐藤・塩谷・寺崎J V

a  Ｑｾ ［ ｉｬ ｉｖｉｾ 日間 市 Ｂ Ｑ リ ＱＱＱ Ｍ Ｑ Ｍ Ｓ Ｐ a 所在地

b.  13，000m'  

c  6，373m'  

b 敷I也llii ll'i 

d .  9，236m'  

e  R C、 BI F、2F、Pl

f. 平 成4年2月~平成6.i 1三3)' 1
C  建築而配(

2476 有 馬 温 泉 御 幸 荘 花 結 び

設 計 : 新 井 組

d 延! ぷ而- I l ' i

施 工 . 新 井 組

2475  - 園園1.，ヱーπ 百 官τ 百主三ll-t- -E1.- ょヨ
a 神 戸市北区有馬町1740- 12

e  .  hVi i主税絞

b .  1，025m'  

c  683m'  

d.  3，686m'  
f . D YJ  

e  R C、B lI士、 7F

f . 平 成5年7月~平成6年 11月

史 跡 広 島 城 跡 二 の 丸

平 倫 、 多 聞 櫓 、 太 宣 支 櫓

設 計 . 文化財建造物保存技術協会

施 工。砂原 ・大起・勝因建設工事J V

a 広島市中区法JI汀

b .  5，322. 64m' (二の丸敷地前秘)

c  529. 64m'  

d.  537.  13m'  

e 木造、 2F

f. 平 成3年12月~平成6
S
p8月

2478 ホ テ ル セ ン ト ノ ー ム 京 都

設 計 田 中 正 造 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 ・松 村・水 野J V

2477 
2478 

a  京都市南区東九条東山王 町19祷 J也

b.  2，793.82m'  

c  1，447.787m'  

d.  6，967. 47m'  

e  R C、s l F、6F、P l

f . 平 成5イJ'.7月 ~平成7.i JoJ 月

2479 ら ら ぽ ー と 守山

設 計 三 井 建 設 大 阪 支 広

施 工 三 井 建 設 大 阪 支 広

a 滋賀以守 IIrrlitlll}. f 寺田町185- 1

b.  36，848m'  

c  14 ，977. 03m'  

d.  41，293. 63m'  

e  S、4F

f.  :; p:/お5年12月 - :; P: /i 比6年9)1

2480 O e lくK Y401

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

2480 

施 工 清水建設 ・本 間 組・丸運建設

不二工務 后J V

a 新潟市 :J J 来品401番地

2479 b.  25，990. 52 m' 

c  17，495. 87m'  

d.  29 ，129.  92m'  

e  S RC、BI F、2F、 Pl

f. 平 成5年9月~平成6
i
l三9月

2482 

2481  富 山 県 立 呉 羽 高 校 セ ミ ナー ハ ウ ス

設 計 水 間 建 築 設 計 事 務 所

施 工 金 谷 工 務 広

a 出IJlj有呉羽 l町午寺 日12070-5

b. 58 ，166. 00m'  

c  379.62m'  

1111 d.  660. 18m'  

J曹

e . R C、2F

11 11 
f  .  :; P:/;X; 6年7) 1- 平fぷ7i pl ) 'j

111 1  

室 谷 本 社 ビ ル

s 園 設 計 ' 日本設計関西支社

1111 
E 圃

施 工・清水建設・金山工務l苫J V

a 大阪市中央区内淡路町1- 12

1111 
b.  658.50m'  

，:.  
c  431. 14m'  

1111 

ー-

d.  3，765. 98m'  

e  SRC、B2F、9F

f . 平 成5年7月~平成6年10月
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都市の風景]

1  ウ ミ ウ

3  カメ虫 ( またはレントゲン撮影)

海岸線の動物たち

2  宇宙人

4  遠くをみつめるキリン

20 建 築 と 社 会 ・1995. 6
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建築の歴史

藤井恵介/ 玉井哲雄著

伊東忠太一動物園

藤 森 照 信 編 ・文

増 田 彰 久 写 真

インテリア・デザインの美学
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スタン リー・ アパー クロンビー 著

芦 川 智 ・紀 子 訳

新・建築入門

ー思想と歴史

隈 研 吾 著

.  

中央公論社

1995 .3. 25干IJ

86変判 337頁
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筑摩書房
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本容は、「マンガ日本の歴史」に連載さ

れた、日本建築の通史をまとめて単行

本にしたものである 。 ということで、

、マンガ= 簡単に楽しく読める。と踏ん

で手に取ったのが、これが本格的な建

築史になっていてちょっと期待はずれ

であった。( 内容もマンガと思っていた

ら、ぎっしり文字と写真で埋まってい

た) 学校でも建築史を習ったが、歴史

的建築物の列挙や図版を眺めてという

感じで、あまり建築史という授業は面

白くなかった。歴史的背景や、その当

時の文化の特長を織り混ぜてでないと、

なぜそのような建築が生まれたのか、も

ひとつ姻めない。本曹はそういう点で

は、時代考証や各時代の建築物の解説

には非常に詳しい。特に、建築の専門

家向けではないようなので、もう少し

歴史を楽しみながら気軽に読める形式

にしてもらえたら良かったなと思う 。

(Y. I)  

伊東忠太といえば、法隆寺により 日本

建築史の道を聞き、また築地本願寺な

どいわば日本 ・アジア様式といった摩

詞不思議 エキ ゾチック風建物の作者と

して、その名を知られているが、実は

彼の興味と本領は妖怪 ・化け物にあっ

た、というのがこの本の内容である 。

彼は建物の各所に生き物を装飾として

描き彫り込んでいるが、そのどれもが

不思議動物ばかりである。 この本には、

屋根飾り、ガー ゴイルなど彼が建物に

取りいれた動物を紹介する「不思議動

物図鑑J 、彼自身の手になる「怪奇図案

集」、化け物について論じた「幻獣論集」

と、ついつい引き込まれてしまいそう

な面白い内容が盛りだくさん詰め込ま

れ、彼の ユニー クな人間性がよくわか

る。 それにしても、阪急梅田駅 コンコ

ー スの上部に彼の手により珍しい有翼

の獅子 ・鳳 恩 ・龍 ・馬の壁画が描かれ

ているのをご存知だろうか。探してみ

よう 。 (1.1)

iJ lJ 題を「インテリア ・デザイ ナーの哲

学のための覚書」としたかったという

著者。 ということで、本警の目的は、

決して「インテリ ア ・デザ イナーがそ

れぞれの仕事の中で独自な哲学が得ら

れ るよう、インテリア ・デザイ ンの諸

要素を見直す」 ことにある 。内容と し

ては、室内 ・窓 ・ドア等の構成要素か

勺、装飾性・色彩 ・音といった抽象的

な概念までも含めて、豊富な事例を示

しながら理論的な意見を展開している 。

面白いかと言われれば、訳書だという

ことも手伝って分かりにくいところも

あるが( 私の理解不足か? ) 、こういう考

え方もあるのかという発見も多い。建

築関係の哲学書が多いなか、インテ リ

アでの哲学という切り口も新鮮なため、

鮮度が落ちないうちに一 読しておくの

も手かもしれない。 (Y .I)

この数十年来、ポス トモ ダンという言

葉に代表された、「目見近代 ・近代主義の

否定 J の動きが全ての文化領域で始ま

り、今や建築 においても様式を初めと

する状況の混乱は極めて深刻となって

きた。r20世紀末の建築の混乱の背後に

あるのは建築 というひとつの制度自体

を否定し解体しようとする、抗 しがた

い時代のムーブメン 卜である 。 いかな

るムーブメントが、なにゆえに建築を

否定しようとするのか。建築という制

度のどの部分どの特質が否定されよう

としているのか。 それ を明らかにする

糸口をつかもうというのが、本讐の目

的である 。」と著者がいうように、ここ

では、古典主義からポストモダニズム

にいたる建築様式の変遷とその背景に

ある思想の流れを辿りながら、建築と

いう概念およびその裏 にある構築とい

う概念を検証している 。表題のとおり

現代建築の状況を解きあかす入門警と

して分かりやすい。 (1.1)

担当 会員企画小委員会/ 伊凝縮郎・稲木裕子

建築と社会 ・1995.622 



Report  

建築のオ、ットワーク

阪神大震災と建築の社会的貢献

菅 野 忠 司

鹿島建設建築設計部設計主査

緊 急 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム

阪和l' 大Eじ災は関西に未曾有の不幸ーをもたらし、

多くの財産を竜丸、去った。その多くが娃築の倒壊

に原因があった事実が、関西の建築家遠の使命感

に働きかけた。「何かをせねばJ と建築に携わる者

なら誰しもが考えたに違いない。このシンポジワ

ムのきっかけもそこにあった。建築家が今、有iJ 'it'

するべきかというテ ー? で、 |品|凶設音|者会議の中

で討論ぞ丞ね、「反災後に流れた誤った建築に l品l

する情報守正確な情報に是正する Zjo，: を目的」に

と、今回の企画力制1菌、 実行された。

・舘 脇 : 1刻酋設計者会議緊急、公開シンポ ジウム

・テ- ' ? ・「地良を考えた住まい一家づくりの

r.，:_首識J 'it' IU'j  ｾ、 ｩ 査す」

・11f. lfl li 日 1995年 4 月15日( 土) PM2・ 00- 5 :00

・内 容 : 桃 造 力学 術 英三郎。て阪大学 工

学部教授)

建築計1函 吉村英や(5 ( j ミ阪大学工学

昔日助教授)

住宅設計 三滞 文 子 ( Ms建築設言十

Zj W:iJ戸斤)

インテリア 加藤カ( 京都工芸級紙佐

大学助教授)

シンポジウム会場風景

都市計画 田中直人( ヰ'1'戸芸術 工 科

大学助教授)

コーディ4、ーター 佐野吉彦( 安井建築設計

事務所専務E附附文)

l時に、イ悶人のカの限界、コミュ ニケーションの大

事さも教えられた。

今後、またこのような事態が発生することは全

く 望 ま な い 玖 万一起こった場合の事を考える

11 高1沙正弘( 高砂建築:;;: j:c務 と、この震災を教訓に、今回ι . LI : J こスヒ。ーディ ー

F斤代表取締役) で、アクティブな活動がで、きる 、事前の準備が必

- 参加 人員 : 約130人

あ く ま で も プ ロ ロ ー グ

要とな ってきたように忠われる 。建築専門家同士

のより蛤いオ、ットワ ー クづくりがその一つにな

るだろう 。 それも、共通の土俵で、利害関係を超

偏った情報は、それを信用し実行した人| 問、及 越した集団によるオ、ットワ ークを。そのオ、ットワ

びその周りの全ての生命に、危険をもたらしかね ークを「ローカノレエリアオ、 ッ トワーク」と名付け

ない。震災後、 一般に流れた主I ! . 築、住宅の情報の てみた。

うち、誤っていたり、偏っていたりする情報も数 そのオ、ッ トワークを桃成する単位は、小スケ ー

多 い。 しかし、市民にはその真偽を計るプア法を持 ノレの集団てＢｾＡＧＮｆ，ければならない 。 なぜなら、生活者

っておらず、非常に耳司lでかつ危険な状態にある と同じ主見点て物事を思考する必要があるからだ。

と言 える 。我々2専門家は、社会的な武任として、 生活者は、建築仙報のうち、個人に必要な情報を

そのような状態の市民を救出し、正しい方向へ導 今回のｺＮｾえを教訓にして、まんべんなく ｬ 蜘 ｼ 又しだ

いていく必要があるのではないだろうか。 と思われる 。 そうすると、次に市民の求めてくる

今回のシンポジウムは、 5 人の専門家であるパ 内容は、自分を 中心とした、共有の封舌圏まで拡

オ、ラーにより、 ー吻生の市民にとって必要と思われ 大し、街に対する |刻心が一層高まることが予想さ

る、住宅に|到する正微な情報を、各方面か ら抗日共 れる 。

し、質疑に応答した。 これは瑚叶家と しての社会 そのことで、 iJ 二ほ、行政のみで進めている各被

的責任を果たす、とても有意義な一つの方向てあ 災地の復興計画が生活者的視点が全く抜け落ち

ったと思われる。 てしま っている現実 に、大きな不満を抱くことに

しかし、この震災て滑られてし、る情報は、 今日 なるだろう 。だから、出舌者の視点を理解で、き、

現在でも過程にすぎず、 このような情判封劇共の場 (行i改にしてみると、市民の安定した生活の為に

は、今後も主主々必要 t なってくる 。 それも定期的 いち皐〈決定する必要があ ったのであろうがー)

に、大局的内容だけではなく、各論としても 。 生活者に密着できる 小 スケーノレの集団である 必

今回のシンポジクムは、あくまでもプロロ ーグ 要があるのだ。 そして、その集団がえ、ッ トワーク

なのである 。 て結ばれ、情報の共有、援助が可能となる 。 それ

ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク

今回の震災では、建築系の各団体も、他の団体

と同じようにボランティア活動、情報伝達活動を

統けてきた。 その内容は、いうまでもなく、現実

的で実りの多いものTごったが、 j詞闘の我々には同

写其提供 日刊建設通信新1111祉

が「ロ ーカノレエリアヰ、ッ卜ワ ーク」である 。

このオ、ヅ卜ワ ークがあれば、生活者に対し、真

に必要な街のヴィジョン守短B明r: 1' 1て二非常' に具体

的な案としてアド、パイスが可能となり、行政の上

位 青I-j直1にも早期の段階で提案することが可能に

なるてA あろう 。

キ'1' 戸て刊被災し、 自邸主ナ失った友人は、同H寺に毎

週 日 眼 目に通っていた教会も失ってしまってい

る。倒域現場には、一本の樹が伐っていただけで

あった。が、その樹は、彼に今まで. 巡っていた教

会として安らぎを与えている 。そのような場所ぞ

誰もが持っており、先述の教会のように特定多数

が共通して持っているものもあれば、その街の住

民すべ、てが共有しているものもあるだろう 。この

ような、住民にとって本当に大事なものを迎fIJ ヰで

きる建築 ｾＡ ｬ 門 家の集団、ローカノレエリアオ、ァ トワ

ー クがあれば今までのように、住民不在の却敬図

的にしか考えていなかった、魅力の乏し L 、街も減

っていく Tごろう。

次世代への、街のコンテクストの継氷が卸表

的 に 、 か つ 確 実 に 行 わ れ て い く た め に も 是 非

とも構築を期待したい。

建築 と社 会 ・1995. 6 23 



N WD工法 銅製下地材無溶接工法

No Wel di ng Syst em 

建築中も不燃でありたし、。

砂従来の天井下地、間仕切壁の溶接使用部分

・照明器具、空調機器等の開口部下地補強部

・垂れ壁や梁型の段差加工部

・勾配天井、曲面天井

. 振止め用水平筋違、壁際筋違等

. 窓、出入口三方枠取付用下地補強部

・空調ダクト貫通部下地補強部

...... .Jh当主L

上記の各所に専用部昂の考案により無溶接施工が可能となりました。
一般天井

砂f NWD工法」では、一般天井、曲面天井、間仕切壁

等のいずれにも施工が可能です。特に曲面勾配天

井では、特殊吊ハンガーの考案によって、創造通り

の曲線が実現できます。

この f NWD工法」は、従来の天井下地、間仕切壁の

溶接使用部分に、オクジューの独創的な考案によ

る専用部品を使用することで、無溶接施工を可能

としたものです。

砂無溶接施工r NWD工法」の特長

無溶接工法ですから、火災の心配がありません。

1 . 有毒ガスの発生や感電事故など、作業環境の改善に役立てます0

2. 諸使用許可が不要です。

3. 使用電力の低減がはかれます。

4. 錆止処理が不要で、その部分の強度が落ちません。

5. ガラス・床面などの養生が不要になり、スマートな作業ができます0

3 メンテナンス時の部材回収率が良好です。

7. 銅製下地の美観が損なわれません。

B. 作業場からキャプタイヤーがなくなり、足元が安全です。

砂メーカーとしてのメリットを生かして、

o  KUJ U 

24 

作業現場での切断・加工も最小限におさえます。

f NWD工法」は、オクジューがメーカーとして、製造から施工まで

一貫して責任施工であるから、各部材も、製作所において切断・

加工し、作業現場内での切断を最小限にどどめる努力も進めて

おります。

スペースクリエイター

社

大 阪 市 北 区 西 天 満5丁目 3番 7号 干530

TEL (06l 312-4131 FAX (06l 312-7998 

東京・九州横浜名古屋仙台・宮崎・京都

株式会社 オクジュー
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日本建築協会建材委員会

⑥ ーイ吏用実績

この工法のいくつかの部品は、慨に多くの毛1J.場

て1史用されている 。

鋼製下地材 ｾＡｉｍ 州安工法として全体的に使 ｊｔ ｉ され

たのは、主に改造工ZfCが多いようだが、由主近てーは

新築工事におし、ても採用されてきている 。L 、ずれ

も火災等に対する，ム

る。

(6) メンテナンスH奇の昔11材 l亘1) 1又率』込灯

改治工 ｚ ｉＧ ｾ ｬＧ ｆ にお いても、ィ各依 等て Ｑ 司 主主されて ｌ 、

ると古11材を- I ; I JI析したり、火てV容カ・したりしなけれ

ばならなかったが、この工法ではピスをはずすと

いう行為て部材守主将ーIJ用する J JT も可能になる。

捨貼ボード貼付天井下地組付け状態

@- - - "N W D工 法かの強度面

この ｾＡ｜ｲｩｩｍ ｾ 工法の各クリップは、ワンタッチ式

やボノレトナット式で、核合昔11材をかしめたり挟み

込んだりしており、それのみでかなりの強度は符

られるが、リ昼リAEアップを言十るためM4ワンタッチ

ビスでそ の |こから固定している 。

よって強度的には、 M4ワンタッチピスのせん

1: J i J f カヵヨタドとな ってお り、オ加平O. 9mmて‘ 219kg とし、

うデータもある 。; . k . ! . l ! 対古来よりそれぞれのIlx付官日

品による安全強度は、変形等を考慮に入れて決め

られている 。

今までぽ吋安て。のl ll'合1; 1 : . 、点溶接がほとんどでか

つ吉弘反の詳対姿は技術的 l二葉f(¥しいこともあり、他実

に1災被できているか線認さ λ できなかったため

強度的にもノてラツキがあ ったようである。 この

法ではそのバラツキもなくなり、設が作業しでも

同様の強度が綿られる点て 強 度 的 な 安全性は待

らｾＢる 。

C i Hまじめに

建築引坊において火災による "J';; I&Iり'j J ヒは、制11心

の注訟をb包しでもなかなか銅色しいものである 。そ

の '1 'でも
lNz に内装ー工事を災施する段11'(' 1で溶桜す

る ｪｾｪｾ トがｉｬ Ｚ ｈｩｬｬ て、ある 。

内袋工事を実施する段階ては現場|ノヲにカヲス

や Ｑ Ｚｌ仁材等が納入されている さ ｉｔ も 多〈、 ｩ 然 Ｑｙｾ する

材料 (1却i'!l:NIJ のスタイロフォームやウレタン等)

もあり、 ｴｾ 二材の ｚ 民主宰え又は、火災や有 ＵＱｆ 方、スの

発生による J IT . 故にまで発展しかねない のが実情

である 。

ここでは今まで、内装工事において
I糾安されて

いた筒 ￯ｾ￭ 制Ａ日割安で胞工するとし、う工法につい

て紹介する 。

但〉イ淀来の溶接箇所

(1)  ＡＡ削 ｬ 部 共 ・ 空調機若 完 全 ｾￌ［ の ｉ ｊｦＮｬ ｮ 告 Ｑ Ｑ 下ＡＱＡＡＮＱ￭ ｉｆ［ Ａￌ ｬ 昔日

(2) 垂れ壁や梁型の段差加 工苦11

( 3) 勾配天井 ・[[[ 1而天井

(4)
振 れー11ニめm水平筋違 ・壁際筋述等

ＨＵ Ｉ 窓 ・ ｮ ｾ 人口 三 方粋取付け川下地中ｩｉ￬強古 ＱＱ

(6) 空訓ダクト貫通部下I也補強昔日

等で、 これら の 箇所制 Ａ ＧＮｆ， ｩ 相妾早川 ｪ 古 Ｑ Ｑ 品 ｾｊｔｉｌ 、て按

令している 。

関口部下地施工状態
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下がり 壁下地取付状態

(j ) -ーおわりに

その他この ｾＡｉＡ ，治・桜工法ミＧｉ Ｑ ｴ［進現場では昔 ＱＱ 材をお

速カヅターて九切断する| 療に生ずる火花について

も費えを配り、独向て 1m発した火花. 1&i ，; L防止装置の

イ史用を言湖' : i I づけようとして いる 。現場における火

に対する心配をで きる限り I収り除いていこうと

いう姿勢は、 f也諜5干豆においても広めてもらい、建

築現場全体のイヤ業環境向上に貢献することが期

待される (松 本 章/ 建材委員)

⑤ ー→鉄骨造対応、

あらかじめ判っている H寺は、アングノレ等の先行

金物を鉄-" 1工司王において取りやl ける司王になるが、

後付けとなる場令は、欽 Ｇｬｾｬ 専用の発身げ ｬ ち込み鋲

をイ史JTJ することになる 。

この苦闘，t打 ち 込み鋲に対しては、強度試験も行

なわれており、鉄"'1梁の凶庁自欠損に対する検討も

ほ ぼ川i磁のない数値であることからクリアされ

ている 。二兵.l' )'1 として、而;t J Y刊プレース の取付金将j

を鉄什梁フランジ"Jlι 20mmに打ち込んだーケースが

ある 。( 似し、鉄十l' 材質により典なるのであらかじ

めテストする必裂がある。)

告トホ
N W D

工 法砂の特長

者1M梢安工法なので火災の心配がi J }x滅する 。

ＨＱＩ平 Ｇｔ Ｍ ，Ｚｾ 方 、スや煙の発生防 止

|人
l
装一

I' !也材は、 全て 防長!j
処 :El II として浴品畑E鉛め

っき処理が施されて いる為、これ らの昔11材 の核合

/ 1キには、こ の盟強行めっきを幻U 、て能力、す必裂があ

る 。 しかしこの ｈ 寺に生ずるカヌや［腿はヰ ｬｾｾ で、狭

い部屋で大1止に使用すると酸素欠乏の危険もあ

り現場内も煙が立ちこめ、換気が必婆とされる

が、この織な心配が不安になる 。

(2) 制安による 火花の弼加、開不安

ＡｦＡｩＧに ｾＧＺ［ｮ 斤て、の裕樹 ｦ 喋 ｍｩＧ には、下却をｩＡＮ昼過する

人やカヲス主主等化革島切に火花が到ｾｬｘするので、養

生や後の託手桜カスのす汗仰が必要となるが、こ の 様

な対策も不安となる 。

(3) 作業の安全性

i芥桜アース、キャプタイヤ一等作業足場での

コード本数も減り、 つまづいたりしなくなり安全

性も日くなる 。 また、ＧｾｇＺ気使用誌のｻ邸成にもつな

力寄る 。

(4) 資絡不安

j本桜まを干作者でなければ桜令できなかった箇所

も →l鮒喋. L . l . で被令でき、手待ちも少なくなり、

殺でも同様の強度で接合できバラツキもなくな

る。

(5) 鈎止め処理不安

的技後の釘!j 止め処理カマミ要になり 、塗り忘れ与

もなくなり美観も :Wなわれな L 、。
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ミ ニ セ ン サ ー に よ る 腐 食 モ ニ タ リ ン グ

1 . は じ め に

材料約験室の自主研究のーっとして1982年から r コンクリ ート中

の鋼材の腐食に関する研ヲU を開始し、腐食モニ タリングの基礎石?

回めた。1993年からは腐食モニタリング手法を応用した 『コンクリ

ー卜構 造物の 補修性能 訓 而に関す る 研 ぬに取り組み 、 毛ｬｪｉ［在制齢ｾＧ￩ ｉ Ｚ ｉ Ｂ

である 。 これらの研 究目的は、建般后!司王立 ・診断において、コンク リ

ート rl"の鉄筋の腐食状態 を非破駿てす{主定し、構造物の耐 久性を正確

に割引Hすることにある 。本誌の' 92年 9 月号と ' 93年 8 月号で、コンク

リー卜構造物の耐久性第一次診断を紹介したが、この診断内容も研

究の進展に応じ、適宜改善 を図ってし、る 。

2  . 研 究 の 概 要

コンクリート中の塩化物イオン盆が過大な場合や、中性化が鉄筋

位置まで進行した場合には、鉄筋の腐食が促進され、構造物の耐久

性が約かされる 。 このためコンクリ ー卜中の鉄筋の腐食問題は、コ

ンクリー ト構造物の耐久性問題の中でも、特に重要な課題である 。

当試 i験所て1ま、非破壊て、、鉄筋腐食の状態や速度を定量的に推定す

る手法として、新たな電気化学 的手法を考案して特許を取得した。

これまでに発表 した論 文 ・報告 は30編余になる 。近年の下記 6編

の要約を、 2 . 1 お よび 2 . 2 に示す。

・腐食モニタリング手法を j羽L 、た鉄筋腐食調査、 1991年 9 月建築

学会大会( 東北) ( その 1 ーその 3)

. 実構造物の腐食モニタリング司Z例、 1992年 コンクリ ート 工学年

次 大宝生

. 鉄 筋j肉食遠隔監視システムの開発研究、 1994年 9 月建築学会 大

会( 東海)

・小型埋設センサー による鉄筋腐食モニタリング、 1994年コンク

リー卜 工学年 次 吠 会

2. 1  GB R C腐食モニ タリング装置

3 つの f [ 気化学 的 特I生値( 自然屯位 ・分極抵抗 ・液抵抗) を二極

プロープを用いて コンクリ ート 表 面 でiJll J定する方法である( 医ト1参

ｭｾＩ 。 米国では、融氷剤による塩 害 を 受 けた道路橋の鉄筋腐食を 言 ｒｾ べ

るため、自然f目立を測定して腐食の有無を判定する手法をがi!. l制 ヒし

ている ( A S T MC876)  0  ｇｂｒｃ 腐食モニタリング装置では、自然ＮｾｴＡＺ

位を iJll J定して腐食状 況を定性的に推定するのに加え、分極抵抗や液

抵抗も iJll J定して、腐食道U支を定量的に推定するものである 。

コンクリートが飽水状態の場合 には、かぶり コンクリ ー卜 の) } ( 矧1

がほとんどないため、精度の高い推定が可能で、ある 。 コンクリー卜

が気 吃状態の場合には、かぶりコンクリ ー卜 の京火葬を補正する必要

があり、精度の高い推定は難しい。 その葉ft#. を解決するため考案し

た 方法 が、次項てや述べるミ ニセ ンサーに よる労法てある 。
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二極プ ロープ

[… M ω  
対 筏( Pt)

';Ij:角平液 ( KCI飽和i五五j政)

腐 食 ｾｉ Ｇ

亡二二二二コ

図-1 鉄筋腐食モ ニタリ ングの概要

';lt 話 回線

写真ーl ミニセンサー



2.2  ミニ センサー による鉄筋腐食遠隔監視システム

小型 挫百貨センサー ( 以下、 ミニセ ンサーと呼ぶ) を、コンクリ ー

ト構造物の鉄筋近傍に埋設して、かぶりコンクリ ート の影響がほと

んどない屯気化学的待性値を計 ij[l J し、コンクリ ー ト中の鉄筋の腐食

状態 を長期間 ・夜爪青度に遠隔監視する手法を考案 した( 区卜2、写頃

- 1参 照) 。

考案したミ ニセ ンサーの特徴は、下記のとおりである 。

①自然屯位の他、分極抵抗 ・液抵 抗力{i W院 で き 、 腐食 状態の推定精

度が高い。

笹凄 ｭ Ｇ Ｎｾ 屯極 ・ 対極と し て金を 使用し てお り 、 耐 久性 カ す れ 、。従来 使

用されて い る銀 ・ 塩化 銀参照Ｄ極は、Ｎ［ｾ向仰をの漏 出 があり、鉄筋

腐食器切こ)f f 3 響を及ぼしたり、電解液の補充など耐久性に並ifto2，がある。

③ 直 径 1 c mと小型であるため 、新 設 ・既設構造物を 間 わず容易に設

置できる 。

@YJ、型であり、構造物の構造安全性 ・耐 久 性 に 郵1援響守及ぼさない。

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

3 . あ と が き

干565 吹田市藤 白台5-8- 1

T Eし06-872-0391 FAX. 06-872-0784 

業務時間 9: 00- 17・15( 土曜休業)

自主研究所副ならびに建秒蹴l査 ・診断の実務において、試行と改

良の繰り返しの結果、ミ ニセンサー を埋設するブア法で、鉄筋腐食モ

ニタリングの精度を高められる こ とが明らかとな った。ち説E、 ミニ

セ ンサ ー による鉄筋腐食遠隔脱税手法を複数の実相I 造 物 に 適用 す

るとともに、大; J ;JU英な室 内腐食笑験も実施 して、データを収集 中てや

める 。

材料・fii l協定室では、 コンクリ ート構造物の耐久性診断に 加 え、木

造構 造物につ いても 耐久性診断の ご依頼を受けやl けてお りま

す。詳しくは、おIli JL、合わせ下さ L、。

(材料試験室 永 山 勝)

〔訂 正〕

5  )-J  号 r GBRCニュース J nの"1"で「試験所庶務訪! ( 屯話 (jj'[ ) 06- 834- 4755) J とある

のを r( 屯務( 泊) 06-834-4775) J に、また、「若林覚口非主住築総合語悩釘oJi '長」 と

あるのを、「若林寅」と訂正し、 j読んでお詫びします。

建築物の質の向上と安全性の確保をめざして、

次のような試験・調査・研究を受託しています 。

¥ 

〆回、 財団法人

脚匂日本建築総合試験所

司__，. GE NE R AL  BUI LDI NG RE S E ARCH CORPORAT I ON 

- 建築材料の品 質 と 性 能

・構造物や構 造 部 材 の 力 学 的 性 状

- 土 の 物 性 や 力 学 的 性 状 な ら び に 基 礎 ・ 地 盤 の 耐 力

・建築物や地域 環 境 に 関 す る 空 気 力 学 的 性 状

・建築材料および部材の耐火・防 火 性 能

・ 壁 ・ 床 な ど の 音 響 お よ び 熱 に 関 す る 性 状

. 窓の気密 性 ・水 密 性

- 建 築 全 般 に 関 す る 調 査 ・ 診 断

本所 〒565 吹田市藤白台5-8-1 TEL(06)872-0391 FAX(06)872-0784 

分室 大淀 :TEL( 06)351 -7217 堺 :TEL(0722)44-3912 京都 :TEL(075)622-0713 加古川・ TEL( 0794)35-5811

FAX( 06)351 -7856 FAX(0722)47-0299 FAX(075)602- 1882 FAX(0794)37- 1907 
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被災地では、 ヲ長けた大地が姿を射した。 表土を争1] ，、だ楳形の地で

ある 。 ［ｦｾ品の職業は、白紙の 土 地に未来の相会、人々の動向を建築

的構造形式を有する 生 活 空Ii -¥J として 実 体化する事である 。今は、

ｾ策々に未来の姿がお古かれている 。

者11市をいかにコントロールするかは、丞裂な該当辺である 。 先日、

フランスの建築 ・美術評論家のフランソワ ・シャラン氏の話を 1111 <  

機会があった。 日本の街は外凡的には不定31死二 i毘沌としてし、る 。

しかし、者11市経常は構造化されているとのな見があった。機能的に

はコントローノレされているが、都市の尖{ 創立見いだしにくいとのこ

とである 。 ヨーロッ パ のi '，者11の古IJ き辿築学的記念抑的者11市カ可児イーにの

者11市の到達点となりにく L 、かもしれなし、。 しかし、集結回路のよう

な、都市の機能的コントローノレを第 ー とする技 ｾｩ 附斗学的 イ ｩｬｦｩ 値観に泉

付けられた者11市もまた、 歪劃到lリJi達童主!点t

ザザ‘ インの日庁出" 発のI地也イギリスのBAT Hの4街針は、ヴィクトリア朝スタイ

ノレの雄物で、満たされていた。

被災地においても細やかな西CJ ，&. とともに、実f本の都市として、人為

的な者11市空 間の操作を行って欲し し、と願って いる 。建築は都市の装

飾Hてーはない のTご。

池 上 俊 郎 京都市立芸術大学美術学部環境テ・ザイン研究室助教侵

長災から rl OO卜l までにi盛期fji斤生活の解消を」を令言

葉に、応急仮設住宅・を 中心 とした復旧活動を必死の思

L 、で続けてきたが、アッという 間 に100 日が過ぎ、今も

なお 3 万 人 も の 被 災 者 が 避 難 所 生 活 を 強 L 、られてい

る状況である 。 「似Ill j'.隙 J について、 r) j 旬を張れる状

況にな ｌ 、」心Ｎｲ［ｾであるが ＱＱ 寺ｊｬｊ ｬ ｦｬ 勺 一つ の節目となった 。

仮設住宅については、 4 月末に 4 万 戸 完 成 さ せ た

が、「宅前に不便である J r被災地を離れたくなし、」 等

の 理由 により宅き家にな っ て い る 郊 外 地 の 住2ともあ

り、逆践限刷糾j'i のための仮設住宅の戸数決定等声z汚夜に

苦臆している[ 11，今である 。 L 、ずれにしても、「復旧計

阿IJ か ら脱皮し、ホイf守的な「復興計画」の実践に取り

結l まなくてはならな L 、。

兵庫県では、 r'I&-ll"--!-J l-ji l Tl J として 、民災によ り失われ

た大誌の住宅ストックを l lLJ切に回復し、将来に向げて

災害に 怯〈、百万齢者等にやさしい安全、 快適で恒久的

な住宅供給を ｉ ｾ るため「ひょうご住宅復興 Ｓ ヶ年計

ji]IIJ を策定し、 3 ヶ年 ( H. 7- 9) で12万5000戸の住宅を

建設することとしている 。

言「問実現のための基本的方針は、被夕立l - ¥: : l 民のうち、

生活 性 ｬ 窮度 の Ｑ Ｑ ， ＡＮ Ｎｾｪ ｾ、被災者に対しては、災 害復興公営住

宅、災拝復興準公符住宅( 特定{ 五・良賃貸住宅) 等の公的

賃貸住宅の和極 的な ｩｾＡ と拾を図ることとし、土 ｉ 也所有者

については、自力て列E替 が|封鎖Lな被災者やまちづくり

に協力し荒Ir市ttf.t也~阪出する被災者を対象に、借入金

の利子キIIi 給等の仮辿11' .' :1
1
:置を郁ずることとしている 。

rl OO  ＱＺ Ｑ 目顔それぞ Ｇｮ に彫り ｧ ，ｾし」 官l可佳

ヰ土家 j告 兵庫県都市住宅部営繕螺長

ぱくのところのような小さな事務見ri ども、開設して

からすで、に 9 名の新人所見を受け入れている 。ぼくは

建 築 の 設 計 に 実 務 経 験 は そ れ ほ ど 重 要 な 姿 素 で は な

いと思って し、る 。 むしろ、部7十の初期の段階てやはマイ

ナス要因の方が大きいのではないかと忠う 。

学: 宅の子高?十を見る機会が$ < 、 20人に 1 人ぐらし、の

書IJ令いで、すばらしい可能性を持った案を見る 。確 か

にいろいろ liiJ 題点は多いが、それでも何んて素敵な案

だろうと思う 。 ぱくが伐念なのは、それほどすばらし

い 案 を 作って いた彼等が一体ど こへ消えてしまうの

かである 。 そこに事務所における娃築談会|教 育 の 問 題

点があるのではないだろうか。

| 色 彩 景 観 は 都 市 の 文 化 レ ベ ル ー.

最後に、ぼくの好きなフェリーニの言葉をヲ IJ Fl した

L 、。

「彩、たちは子イ共とは、ｩＱｔｩ ｅ が必ｾな訟り、 ｔ ごと考えて

いる 。だが、本当は、まるで自然の :;>: 1' 4 勿のように、私

たちが失ってしま った知識をまだ保持し、私たちが忘

れ た り 強 制 的 に 抹 殺 し た 多 く の こ と を 知 っ て い る 存

在だと考えるべ、きだ。

もし、子供を持っているなら、まずね、が子イ共から学

ぼうとするだろう。親はきまって反対の こと をする。

子 似たにば、カ Ｓ げた知識を抑し つ け、 子イｾｾ， こ ｊｬｲ｝ う こ とをし

ない。」フェデリコ ・フェリーニ 竹 山 博英 訳

塚 口 明 洋 1.*口明，羊建築研究室代表取締役
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臥沫の都市に 比較すると、 H本の者11市郊- 組は狭臨の上、斜主主主とし

た感じさえ与える 。 そのＺｅＱ ｲ ｉｩｊ Ｍ Ｑ の Ｑ つに色彩の Ｑｾｉｊ 題があろう 。

最近各地の景観粂例などに色彩に |刻する規制や指導条項が盛り

込まれはじめている 。f:Y'J えば、兵}! lU日て、は長I ! : 築色彩に彩J支に |刻する

規制を設け、大津市やが品¥(i l 1 などでは術に調和する色彩の誘導を行

うなどの努力が見られはじめた。が、まだ十分な成果までには至っ

ていな L 、。当然のことながら、者Ili li の色彩景観には建築物に| 保らず

道路や展外告物などに至るまで、あらゆる景観要素が|刻わ ってく

る。派手で、目立つことがt ll di のn辰わいであるとの誤認!があり、その

上、景観への無理解、F nJ岡m岐との色彩間柄] への無|刻心 などが騒色

や混乱を生み出すのであろう 。

京都、大阪、神戸と 3 者Ili li を比脱しでも、その都市をイメージす

る色彩やふさわし L 、色彩などは大きく相違する 。私も、閣の色研究

会 ・京 都 。 や 精 の 色 刊 す え る 会 ・ヰ'11戸。などの市民研 究グノレーフ。

に参l
百

lさせていただき、色彩11-制の実態制査や問題を討議するシン

ポジワムなどに参加してきた。都 市のもつ風土や歴史、生活などが

弘法l主に交安打し 、 その都 市の文イヒ凶|巴性1企七を色彩1対品

い毛を? 改めてi泌栄〈している 。

村上幸三郎 東芝ライテック株式会社研究所参与
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- 総論・

物の接合: 人の接合

本 多 昭 一

「釘を一本も使っていなしリというホメ言葉

建築技術において「接合J は、洋の東西を問わず、昔も今も、最

も重要なポイントであった。

組積造における石や練瓦の接合にも種々な工夫が見られるが、何

といっても木造建築の接合の歴史には興味をそそられる 。

わが国の建物についていえば、 「継手」ゃ 「仕口」は弥生時代から

見られる 。 これは鉄器が使われるようになり、複雑 ・精巧な加工が

可能になったからである。それ以前は、丸太を植物のツノレてや結束し

ていたわけであるが、高などの加工がて、きるようになれば、その方

法、つまり継手や仕口による方が{ 憂れた接合法であることが明らか

わたりあご

にな ったのであろう 。弥会式月の高倉には、相欠き .i.度服の仕口が見

やといほぞ ちぎり

られる。奈良時代になると、雇柄・千切なども用いられている。

仏教建築の技術とともに釘も伝来し、法隆寺にも大小 さまざまな

釘が使用されているが、中世以降、継手 ・仕口がさらに精妙に発達

して、釘を用いずに完全な接合が可能となった。「この建物は釘を一

本も使っていません」というのが古建築のホメ言葉になっているほ

どである 。 これは、精巧な継手・仕口を作れることこそが優秀な工

匠の条件であったことを物語るともいえるが、逆に、釘を一本も使

わないで木造建築を作ることは極めて困難であることも物語ってい

る。実際には、軸部材の接合はともかく、床・壁 ・屋根の板の取り

付け( 接合) も含めて一切釘を使わないて1斉ませることは不可能に

近い。

とはいえ、わが国の木造建築の構造材の篠合は、主として、部材

の切り欠きによる継手 ・仕口であったといえる。

構造材以外の接合

上記のような事情から、建築における接合い、えば、日本ではま

ずオ ｱｾ の継手 ・ 仕口を想起することが多いが、実は建築物はもっと

もっと多様な接合によって成立しているのである。

伝統的な土壁や屋根瓦は水てい練った土の粘着力を利用して「接合j

建木の家 ( 広瀬 鎌ニ 邸、 1983年) の根太の仮組み

釘を使わずに床板を張るために考案色れたディテーノν.

されている 。襖 ・障子などの建具は、敷居の溝に絞めることによっ

て建物に 「接合J される 。畳は一一畳もたじかに 「接合J されてい

るのだカし一一それ自体の弾力性も 利用してピッタリと敷き詰められ

る。糊や漆ぞ用いて貼るものもあるし、単にのせただけという 「接

合J もある。

これらの種々の接合を、物理的な原理て、分類すると、湿式と乾式

があり、乾式の中に、継手 ・仕口のように部材を複雑な形にして組

み合わせるタイプと、釘やボーノレトなどの宝物を用いるタイプがあ

ることカf わかる 。

また、接合を職人との関係、でみると、接合する双方の部分が同-

1蝦重によって製作されるケースと、別の月輔重によるケースとがある

ことにも気付したとえば軸部材の接合は前者であり、建具の( 敷

居への) 接合は後者である。

この後者のケ ース、つまり別の1糊重聞の接合は、かなり難しい問

題を含んでいる。大工が作った敷居に、建具職が作る障子をピッタ

リと接合するには、接合部分の寸法 ・形状 ・精度等が合わなければ

ならない。わが国の伝統的建築技術においては、こうした接合部分

の接合ノレーノレが、社会的に確立していたい、える。

工場生産された大型部昂の出現と接合の問題

伝統的建築構法の中にも上記のような複雑な問題が含まれていた

のであるが、それカ1 ' $ 1 i i 続的にスムーズに行なわれている限りでは、

とくに問題として意識されなかった。ところが、建築生産の工業化

が進展し、ノ材、ノレや立体ユニ ットい、った大型部品が出現すると、

新たな問題が起きてきた。

工場で、ある程度完成した大型部品は、現場で他の部品と合わな

いからといって、簡単に切ったり削ったりすることはで3 ない。た

t えば、フ。レハフ、、住宅の外壁ノ叶、ノレは、在来構法の下見板のように

簡単に切断できない。( 実際の歴史的経過でいえば、鉄骨枠のパえ、ノレ

やP Cノ叶、ノレは、材質の面からも簡単に切ったり削ったりするこ t

ができなかった。 しかし材質が硬いという問題だけではなヵ、った。

埴輸の家の接合部( 推定)

登呂で汗l いられた仕口を附いて埴輪家の締法を推定したもの.

写其中央の短い線大の小穴に床板( 合板) の端部をはめる。

根大の上而も床表而に現われる 。 弥生時代の接合部 ( 登目・ 高倉の板壁)
( 広瀬鎌二氏による 。『建築 t まちづくり J 1978年10月号よ り転載)
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完成度の高いプv ノf フゃ部品は、切断したらジョイント部が壊れてし

まうな Eで使用できなくなる 。たとえば、ノ f スユニ ットはプラスチ

ックス製て軟らかくても、寸法を縮めるために現場で肖IJ るわけには

ゆかない。)

したがって、大型部品を生産する場合は、予め接合方法 ・寸法 ・

精度等を詳しく定め、接合する双方の部分の生産者間てや合意してお

かな くてはならない。これは、単に接合部の形状の設計のみでなく、

それぞれの部品 ・構成材の生産工場の精度や現場施工の精度予測も

含む高度な計算を必要とする 。たとえば、呼び寸法が 2 メー トノレの

パオ、ノレやユニ ットの製作寸法をいくらにするか ( 1990mmにするか

1950mmにするか等) は、かなり難問である 。

わが国では、建築の工業化( ノ旬、ノレイL ユニ ット化) が、クロ ー

ズドシステムの 「プレハブ。住宅」という形で、つまりメ ーカーごと

に別々のタイフ。の住宅商品守出す形で始ったので、当初、接合の問

題は主 とし てメ ーカー内部の問題として処理された。 ( 終戦直後の

「工場生産住宅J もメ ーカー単位て、あったし、この時は、木造が多

かったので、精度があまり問題にならなかった。 1960年からの 「プ

レハフ、、住宅」は鉄骨系が主であったので精度が問題になったが、同

メーカー製のノ叶、ノレ E うしの接合なので、社内的問題であった。)

1970年ごろから、パスルームユニ ット 等の規格化が課題になっ

た。ホテノレやアパー トを佃別に設計してからパスユニ ットを特注す

るt か、特定のパスユニ ット商品に合わせて建物を設計するい、う

従来のやり方でなく、社会的にパスユニ ッ トを規格化しておき、ど

のアパート にも、どのメ ーカーの商品でも取り 付けられるようにし

ようということである 。パスノレームユニ ットをオ ープン部品にする

という課題であった。

改めて「接合J とは何か

パスユニ ットを規格4標準化して、どのアパー トにも入れられるよ

うにする こと、さらに、 ユニ ットが老朽化した時、 E のメ ーカーの

商品にも交換できるようにしたいと しづ謀題を研究していくと、

同
法隆寺西院東室の接合部

法険寺に伐る最も 古いタイプの仕口 。梁 と桁は

波 り際、で扱合されている 。柱の項剖iの丸納で桁

が来る t:' 1I で、制l物はまだ用い られていない。

種々の問題が出てきた。

ひとつは、パスユニットは工場生産品であるが、それを「接合J

すぺき建物は、必ずしも工業化されたものではなし、。フ。レハブノ守、

ノレの建物に入れる場合もあるが、 もっ と精度の低し、現場打ちコンク

リー トの建物の場合もある。双方の精度を合わせることは不可能で、

あり、 その場合の接合のノレーノレを考え出さなければならないとし、う

ことである 。

さらに、ジョイン 卜の形状を E のようにすぺきかい、う問題があ

った。 それも、パスユニット 全体を、構造的に、建物に接合する課

題の他に、カ、、ス管 ・水道管 ・排水管などの接合法も決めなければな

らない。管を接合するには、管の位置が合わなければならないし、

管の接合い、う極めて高い精度と信頼性を要する作業を誰が行うの

かも決めなければならなし、。

現場打ち R C造のアパー トにパスユニット念持ち込んだ場合、R

C壁画の内装仕上げとパスユニットの外装を、 E のように連続させ

るかいづ課題もあった 。 イ 土 ｴ げが晶続しなし士、住戸内装カｾｾＮ少な

ことになる 。

これはパスユニットに限らず、キッチンユニット 等大型 ・立体部

品では必ず起きる課題である 。 これを研究していくうちに、改めて、

建築部品の接合とは何かということを考えさせられることになった。

第一に、精度の異る部分がぶつからずに納まるためには、双方が

基準線( 商) 以内に納まらなければならない。つまり、部品はモデ

ューノレl呼び寸法より小さく製作しなければならなし、。

第二に、そうすると、部分 t 部分の聞にスキマができるから、そ

のスキ? を埋めなければならなし、。「埋める j ことの中には、 CD構造

的に接続する( たとえばボーノレ卜でつなくや) 、 ②エオ、ノレギーの管 をつ

ないて。、エオ、ノレギー ( ガス、*等) カZ流れるようにする、 @漣 築 空

聞をi車続させ、人間カf行き来できるようにする( 建築空間の内装を

也統させる) などのことが必要になる 。 これらのすべてを行うこと

が、建築における 「接合J ということだったのである。

構造的に( あるいは力学的に) 接合することし仕上げを也統さ

力強い木造建 築の接合部( 東大寺南大門)
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せることと は、別々の作業としてやってもかまわない。しかし、そ

の両方をしなければ、きちんと建築的に接合したことにはならない。

すきまぱめ( 隙間蔽) について

パオ、ノレや立体ユニットは、モデューノレ呼ぴ寸ー法より小さく製作し

なければならない。そうしないと、精度の悪い物は、少 し大き目に

できてしまった時に、録まらないことがある。予想される誤差の寸

法だけ小 さく製作するから、接合部にはスキマができる。このよう

に、常に隙聞を作るような接合を 「すきまばめJ い、う。建築部品

の接合はほとんどの場合、すきまばめである。

もっとも、伝統的榔去の中には、すきまばめ以外の接合もある。

たとえば、木造軸組の継手 ・仕口は、ほとん E 隙聞がなくピッタ リ

け内まるから 「すべりばめ」い、える。少しきついのを無理矢理は

める面もあるから「しまりばめj といってもよい。 また、室内に畳

を敷き詰めるときは、畳の弾力を利用して、しまりばめにしている。

鉄やコンクリ ート の部品は、すきまばめにせざるを得ない。練瓦

やブロックは、その隙聞にモルタルを入れて、つなやわけである 。

モルタルは、あまり薄くなると効かないから、隙聞は 10mm干呈度必

要である。 これはブロ ックの誤差が10mmあるからでなく、接合方法

によって心要となる隙聞である。

フ。レハフ。住宅の鉄骨材ν 切、ノレで、は隙聞はもっと大きい。 とし、うの

は、両面に面材( ボード) を貼ったノ叶、ノレ( ダイワハウスなどの外

壁ノ叶、ノレ) は、枠どうしを直接にボーノレトでつなくや ことはむずかし

いので、パオ、ノレとノ叶、ノレの聞に第三の部品( 鉄板のジョイナー) を

介して、 A のノf オ、ノレ枠とジョ イナーをボーノレトてやつなぎ、 そのジョ

イナー とB のパオ、ノレ枠をボーノレ卜でつなくやという方法をとった。こ

の方法では、 100mm手盟支の隙聞が必要となる 。これもノサ、ノレの精度で

はなく、接合作業のため 100mmの隙聞が必要になった。( たとえば、

1940年代末の 「工場生産住宅J のひとつである 「プレモスJ の外壁

パオ、ノレは小幅板張りだったので、ボーノレト接合部分のみを張らない

でおいた。そのためノサ、ノレ枠どうしを密着してボーノレ ト締めができ

屋銀詳細図

一
山

間

新 宮 川 原 家 の 解 体 可 能 な 接 合 部

l I ' 1 水するたびに短時1I 日で解体するために考案された核合部、川原家の集務は江戸11#代カ・らJ l B和布J

Jtl Iまで存続した。
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た。) この隙聞をふさや必要から 100mm札上の幅の目地カバーを外壁

に付ける必要が生 じた。( そのために、 意図 したことではなヵ、った

が、 60年代のプレハフゃ住宅の外壁は、ちょうど和風木造の真壁のよ

うな意匠になった。)

なお、 この点は、両面ボード貼りのノ叶、ノレていなく、フレームのみ

のパオ、ノレを用いたフ。レハブ住宅( たとえばセキ スイハウス B 型) で

は事情は違った。 フレームのみのノ叶、ノレは密差さ せてボーノレ 卜でと

めることが可能である 。ただし、この場合も、製作誤差を吸収する

だけの隙聞は必要で、ある 。( セキスイハウスてやは、この隙聞を利用し

て、外壁面のアルミパオ、ノレをとめるボーノレ 卜を固定している 。)

汎用の( オープン部品の) パスユニッ卜などは、かなり大きな隙

聞を作るように設計されている 。 これは現場打ち R Cの壁の問に セ

ッ トする場合等も考えて、減少イ直を大き目にとっているのである。

これらの事情で建築部品は 「超大すきまばめ」になり易いのであ

るが、そうなるとどうしても、その隙間を埋める作業も大きくなる 。

隙聞を誰が埋めるか、接合は誰の仕事か

部品と部品の聞に隙聞ができ、その隙聞はかなり大きい。となる

と誰かがその隙聞を埋めなければならない。 そうでないと隙間だら

けの建築になってしまう 。

t.: ! : . えば、パスユニットの壁面の仕上げの隙聞を誰が埋めるぺき

か。パス ユニ ッ ト自体に外装イ土上げ( 他室の内装になる イ土上げ) が

用意されている 。一方、他の現場打ち R C壁には、現場の内装職人

がイ土上げをする 。パス ユニ ット ! : . RC壁の聞の 100mm近くの隙聞は

どうしたらよいか。誰が仕上げるべきか。

第 l 案、パスユニッ ト側が埋めるべきである 。パスユニ ットは新

規参入てある 。 その隙聞の問題も、 ユニ ット導入によって起きる 。

だから ユニ ットのメ ーカーは、その隙聞を埋める材料も用意 し、そ

のための作業員も用意すべきである。

第 2案、現場の内装職人が埋めるぺきである 。パスユニッ トは量

産品である。量産の仕上げパネルは準。首できるが、毎回違った寸法

ｓ 蓄率ヰ ｉｾ 蕊等審ＫＯＮＱＧ
市＿＿をｾ

軍捕手

木造住築の敷居・鴨居と建具

Ｈ附 子 Ｉとは ｾｉｉ の職種によっ

て作られる 。特別の場合以外、

被合部の形状 ・寸法は、誤差の

吸収のしかたも含めて、全闘

がJ に統一 されている。

上関は" 月ド辛子の場合で、ふす

まの場合は、" 1"'ひ It たが 9 mm 

になる 。おき方向の誤差は、附

子の盟主枠の上端( ツノ) を 削る

こ t によ って吸収できる。

木 製 建 具 と 鴨 居 の 接 合



になる隙間のイ士上げには向いていなし、。一方、現場の職人は、融通

がきくのだから、隙聞を埋めるべきである。

第 3 案、双方とは別に、隙間埋め業者を作るべきてある。第 2 案

のような現場仕上げは、建物全体が工場生産部品になる t 必要がな

くなる。パスユニットにはそれの外装ノ叶、ノレが用意され、一般の壁

面にも量産された仕上げパオJ が用意される。隙間だけが残るのだ

から、隙間埋めの専門業者が必要である。

五L 七の 3案が考えられる 。もっ と整理すると、 二つ になる 。つま

り、接合する部品のどちらかがやるか、月 IJ の専門業者がやるか、で

ある。

E ちらか一方がやる場合、どちらに決めるかは、④後から作業を

する者がやる、またはe漂誇大な側がやる、のいずれかとなろう。

つまり、先に R C壁の内装が終っていて、後からパスユニットが

セッ卜されるのなら、パスユニ ッ ト側が隙間埋めもやるというのが

④の原則。

パスユニットは動童品で、その外装も規格品になっているのに対

して、 R C壁のイ土上げは在来構法なので自由がきくから、隙間埋め

もやるというのが@の原則である。

別の業者を育成するい、う案は大変なようだが、 もし建物が程々

の大型部品て》且み立てられることになれば、あちこちにジョイント

用の隙間ができるのだから、それら全体を埋める作業者を育成する

のは意味のあることである。

内装仕上げを例にあげたが、同じことは設古市配管 ・配線について

もいえることである。それに力学的な接合作業も含めれば、要する

に総合的な接合作業ということである。

在来構法はどうなっていたかというしたいてい、後から作業す

る側が後仕末をしていた。後から付ける部分をやる者が、後合を受

け持っていたのである。

それもひとつのやり方であるが、部品化が進み、部品交換も行な

われるようになれば、どちらが先かということは決められなくなる

から、接合専門技事情が居るのがよいのではないか。

↓ 「

ジョイナ-

i  

十一

物をつなぐ、人をつなぐ

以上のような考えると、接合は、部品と部品( つまり物と物) を

つなぐと 同時に、別々の二つの作 業 ( つまり作業者と作業者) をつ

なぐ ｦｾ を担っていることがわかる。

現場打ちの壁の作業者と、パスユニット製作の作業者とを結合し

て初めて建築は生きてくる。接合する者は、その双方の内容を知り

理解している者にしかできない。

接合の具体的方法は今後ますます多様に発展するであろう。今回

の各論にも種々な技術が紹介されている。したがって、ここでは総

論として、接合のもつ現代的意味を考えてみた。

おそらく 当面は、部品 ・部材の一方の側が接合もこなしてゆきな

がら、将来的には総合的な接合技付? 者を養成することを展望すべき

ではないかと考えているところである。

なお、蛇足てゃあるが、弥生時代の登呂追跡、の出土品を見ると、小

さな椅子の部材が柄差しになっているものや、高杯の束( 手でもつ

部分) に柄を造り出して、上の容器と下の台とに柄差しとしている。

これらの付常喜の昔日中村妥合は、建物の接合よりも一歩進んでし、たよう

である。イ暗号の接合技術が、建築にも応用されるい、う )1頃序だった

t 思われる 。 この例のみでなく、建築の技術い、うものは、他の分

野の新技術を導入する形で進歩したものが少くない。これからの接

合方法も、他分野の技術と積極的に交流しつつ発展するであろう。

その場合、物と物の接合法については他分野から教えられること

が多いのに対して、人と人の接合、つまり異なる主体どうしの、レ

ベノレ差のある作業を現場で接合して調整する面では、建築分野て1虫

自に研究しなければならないような気がする。それは言いかえれば、

建築分野から他分野に貢献できる可能性の大きい分野であるという

ことかも知れない。

( ほんだ しょういち / 京都府立大学生活科学部住居学科 教 授 ・工学博士)

パネ J レ(内装)

+  

、司 T  r: ι - ぷニムーL セキスイ ハ ウス A 型 の 外壁

接合部

「プ レモス」外壁 パネルの接 合

密約してポノレト締め( 当初は紡1ぃ目地

カノマーカ ! H l 、ていた。)

b ( 'τ' - l  I  

瓦↑ パネル( 外装)

目地カバー

60年 代 プレ，、7' 住宅の両面仕上げ済 み外周壁，¥才、J レの接合 部

仕上げ材が貼 って あるため、 i直接ポルトで接合すること

ができないので、彼合用のピース( ジョイナ ー) を介し

て桜合した。核合間i に幅広い隙/ 1日ができるので、目地カ

バーでかくした。

ワッシャー

主文字Tのフレームとノ守;j . j レ1，u'1に

製作されているのでフレーム E

内装パネルうしは密着ポールト締めができ

る。このタ イプでは竪の目地方

ノずーはご〈制くできる 。( このデ

ィテールは ｂ 型に基本 ｲｬｾＩ にはひ

きつがれている 。)
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TSG 構法

大 津

はじめに

建物の表情でもある外装材料 ・構法は、近年のデザインのi軸荒と

相候って技術的にも大きく変革している 。特にガラスを用いた外装

ファサードは、従来の開口部のみから建物外装全面への適用へと拡

大し、カ。ラスの取付け方( グレージング) も変化してきている。こ

のうち、主なグレージングの構法上国対統念を図 1 に示す。

“ →嫡法" は、 J ゲラスをサ ッシ構内にはめ込んで耳附ける方法

てや枠で区切られた不也統なガラス壁画が構成される。一方、ガラス

の魅力を強調したフラットな壁面をデザ、インしたいい、う設計者の

要望に応える方法が“ SSG (Structural  Sealant Glazing) 構法"

であり日本でも 1985年以降多くの実績が有る 。但し、 SSG構法は有

様続オ料てある構造シーラン卜の接者性によりガラスをアノレミニウム

製ホルダーに支持固定するもので、接着耐久性 ・信頼性 ・安全性等

に対する慎重な配慮が必要である 。“ エッジフレーム構法" は、 1985

年に当社が開発した取付け方てや、基本的には一般構法の延長紘ヒに

あるが、安全性に留意しながらサッシ枠の見付け幅を極力小さくす

ることにより SSG椴去に近い意匠| 主カ可能保でき、梅田センタ ー ク

リスタノレタワー ・新梅田シティ等の超高層ヒツレで‘ の実績がある 。一

方、 " TSG構法" は葬! 械化型シリコ ーンを用いた SSG格 詰 (Ther-

mosetti ng Structural Seal ant Gl azi ng :  T S G ! : . 称す) であり、

一般構法 S S G構: 法

，[苦

上述の SSG構法やエ ッジ フレーム構法の問題点を解決する為に

1990年に当社が開発した取付け方で、構造シーラン卜 t して繋肝硬化

型シリ コーンを用い、かつ 「くわえこむJ という機峨的接合により

ガラスを支持固定する全く新い、労法である。

以下に、グレージングの分野で「くわえこむJ いづ機械的な接

合を応用した T S G構法の概要を紹介する。

T S G構法の概念と特徴

TSG構法は、 SSG構法が程々の技術的な問題を内在したままデ

ザ、イン上の優位性のみが先行して実施されている状況下において

SSG構法と同様の設計自由度ぞ確保しながら、信頼性 ・安全性 ・生

産性等を向上 し、かつコストダウンを図ることを目的として開発し

たものである 。

TSG構法の概念と、本橋去による SSG構法の問題点の解決策を

図 2に示す。TSG構法の主な特徴は以下の通りである 。

1  ) 構造シーラントとアルミニウムとの機械的接合( くわえこむ)

SSG構法の特徴は、 図 1 に示した取イ寸け方のように従来のサッシ

枠が外部から見えず、フラットな外観が得られるい、うデザ、イン上

の優イ立性にある 。 この特徴を石倒呆する為に、ガラスとアノレミホノレダ

ーを構造シーラントにより接着している 。従って、 SSG構法が成立

する為には、構造シーラントとガラスやアルミ ニウムとの接着耐久

エッジフレーム構法 T S G梅 法

: 構造シーラン卜 仁二二二コ 防水用シ ーリ ング材

図 1 主なグレージングの構法比較概念

SSG構 j去の問題点 T S G構法による解決策 アルミホルダー

シーラントとアルミの接着性のパラっき

シーラントとアルミの機械的接合

シーラン卜の作業性

加圧注入による一体成型

力. ラス

シーラ ン卜の耐久性

硬化養生期間

熱硬化型シリ コーンの使用

図 2 TSG構i去の概念と特徴
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性が最も重要な課題である 。 しかし、 一散に構造シー ラン卜として

使用されるシリ コー ン系シー ラン卜は、カ、、ラス ( SSG構法で使用す

るカ、ラスの品種は高遮蔽性能熱線反射pゲラスや熱線反射ガラスが標

準) との接者性は良好であるものの、アノレミ ニウムとの接者 性はそ

の表面処理状態 (陽極酸化皮Ij英・塗装の処理方法 ・種類等) ，こより

大きなばらつきが有り、事前の接者性確認と施工後の点検 ・モニタ

リング等が必要 となるい、った信頼性・安全性の問題 ( SSG構法てや

は構造シー ラン卜による支持辺も含めてガラスの強度設計を行う為、

構造シー ラン トによる支持辺の接着 性が低下すると、ガラスの破

損 ・落 下等の危険性が生じる) がある 。

そこで、構造シー ラン 卜とアルミ ニ ウムとの接着性における不安

要素を解消する労法を種々検討した結果、 T S G構法では構造シー

ラン卜とアルミ ニウムとの接者 性に頼らない労法として図 2 に示す

形状を考案した。即ち、構造シー ラン卜とガラス t は従来通り接着

するものの、構造シー ラン トとアルミ ニ ウムとはアルミ ホル ダーの

形状を工夫 して、構造シー ラン 卜がアルミ側にくわえ こまれるよう

にした。従って、 T S G構法では構造シー ラン 卜とアル ミニ ウムを

「くわえこむ」 という樹糊切妾合で結合することにより更に強度を

上げ、通常の S S G構法の信頼性 ・安全性を向上した。

尚、構造シー ラントとアノレミホルダーの実際の断面形状選定に当

たっては、種々の形状による引張試験 ・シミュレー ション僻|斤等 に

注入ポンプ

アルミホルダー

哩

より、構造シー ラン卜がアルミホルダーか らヲ| き抜けることな く高

強度て、首部て、破断する合 理的かつ経済的な断面形状を決定 した。

2  ) 熱硬化型シリコーンを使用した加熱一体成型

S S G構法は、通常、工場にてガラスとアルミホルダ ーを構造シー

ラントで接着後一定期間養生 してカ、、ラス ユニ ッ トを製作し、現地搬

入後、ガラスユニ ッ トをマリオンに取付けるこ t により胞工さ れる 。

工場て。使用される構造シー ラン卜は、 1成分形または 2 成分形の常

温 硬化形シリ コー ン系シー ラントであり、所定の品質 (接着性) を

確保する為に温湿度管理された作業室で、作業員が手作業でシー ラ

ントを施工後その表面をきれいに仕上げる。その後、ガラスユニッ

トを出荷するには、シー ラン卜を硬化させる為に工場のスト ック ヤ

ー ドで 1- 2 週間養生する必要がある 。従って、接者性に頼 る S S G

構法は生産効率が悪〈、コストの高 い方式である 。

これに対し、 T S G構法では、 S S G構法の生産性のオ、 ックと なっ

てい る構造シー ラントの硬化 性を改善する為に種々のシリコーン系

シー ラン 卜を試験した結果、構造シー ラン卜として加熱により架橋

硬化 する努順化型シリ コー ンを採用した。この葬! ! 硬化型シリコ ー ン

は、建築分野以外てゆ用途を目的として開発された材料であり、短

時間の加熱でガラスユニ ッ トを出荷できる程度 まで硬化が進行する。

また、物性やガラスとの按着性は市販構造シー ラン 卜より優れてお

り、ヵーラスの品種の違いによる選才尺上の制限も少なく、 S S G構法よ

スベーサー

。| 沼芯11 c)  

セッテイング アルミホルダーにシーラン卜注入 加熱炉で硬化

図 3 T S G構法の工場生産方式

表 1 実大性能試験における試験項目・性能仕機・測定項目

試験頃目 性能仕様 測定項目

官i 容i .  2 等級線を下回 りかつ圧力差 1 kgf / m'  圧力差1・3・5・10kgf / m'時のiffi 気iit

性能試験 で弘通気f立がO. l m'/hr ' m'以下であること

*  

密 - 可m1J部最大風圧力 100kgf! m' 目視観察による漏水の有無及ひ・差圧測定

性能試験 - 一般部最大風圧力250kgf / m' で室内 fJ !l 1

にI属水のないこと 散水註41/ m" mi n

81/ m' ・mt n

面f 風 圧 .1詰大風圧力 ( +320、ー530kgf/ m') で主要 カーァンウォ - 1レ主要構成材 ・取付金物 ・

性能試験 機成材のたわみが1/ 150以下、かつ20mm以 シーラント ・ガラス等の変位立及び応力

下で有害な永久変形・破打1のないこと

国|人! 変形 -府JlJ I変位註1 / 300で、主要緋成材及び高1I資 カーァンウォ ＭＱ レ各部材・ ｉｲｾ 付金物 ・ シー

性能試験 材に何らtnft"lがないこと( : t 12.5mm) ラント等の変形及び破m悩所の有無

-府JI 日変位盆1 / 170で、シーリング材の補修

程度のtn傷であること( :t 22 .1mm)

. Ii-l l間変位盆1/85で、部分的な破損があっ

ても主要構成材の脱落のないこと( 士

44. 1mm)  
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戸

型

りも幅広く適用する事が出来るようになった。

一方、構造シー ラン卜として繋順化型シリコ ー ンを採用した事に

より、工場における生産方式も改善する事が出来た。 T S G構法の生

産方式を図 3 Iこ示す。即ち、予めガラスとの接着幅 ・厚引制呆する

為のスペーサー を接着したアノレミホルダー をガラスの所定位置にセ

ットし、アルミ ホノレダ一中央より索引硬化型シリ コー ンをポンプによ

り加圧注入する。この際、前述のスペーサーは堰として作用しアノレ

ミホルダ一両端に設置した堰板により注入状況を石儲忍する 。注入終

了後は、加熱炉てや紫L硬化型シリコ ー ンを架橋硬化し、ガラス ・シリ

コーン・アルミホルダ ー を- 1 本化する。以上により、 T S G構法によ

るガラスユニットの製作は完了する。

この様に、 T S G様結てやは構造シーラン卜として熱硬化型シリコ

ー ンを用い、加圧注入による短時間の加熱→本成型方式を採用する

事により通常の S S G構法より短期間で生産できかっストック ヤー

ドも縮小でき、生産性の向上 ・コ ストダウンを図る事が出来た。

T S G構法の実大性能試験

T S G構法を実用化するに 当た り、ガラスカーテンウオーノレ部材

としての性能羽鶴忍を目的として実大性能試験を実施した。その主な

試験項目 ・設定した性能仕様 . illl J定項目を表 1 に示す。

試験項目は、気密性能・水密性能 ・耐風圧性能及び面内変形性能

表 2 T S G構i去の耐久性試験例

試験項目 試験条件 試験体

促 • 80.C x 95% 

.  21・60・150 日 ・高遮蔽性能

進

高温市i昆劣化

- 引張試験により強度・仲ぴ・破 童九線反射ガラス

断状況を判断し評価 (実形状)

劣

- サンシャイ ンウェザメ タ

- フロートガラス

紫外線劣化

. 3，000・6，000・10，0001時間

Ｈｾ形状Ｉ化

- 引強試験により強度・仲ぴ・破

断状況を判断し評価

試験方法

- 周期 ; 2秒、 [聖位] i ｪ ｟ｾ｟｟｟ｷ ｟ ＮＮｊ｟ Ｎｾ ｼ＠
曲す

疲

高遮蔽性能熱線反射ガラス( 実形状)

労| ①初期

②促進劣化試験後

・80' C x 95% ;  21・100.150 日

性| ・サンシャイン ;3，000・6，000・10，00印時間

③屋外暴露試験後

- }j[京、 6 カ月 ・1・3・5・10年

試験条件

屋| ・暴露地，東京 ・大阪

| ・暴露期間; 6 カ月・ 1・3・5・10年

外| ・引張試験により強度・伸び・破断状

恭| 況を判断し評価

|  試験体

露| ・高遮蔽性能熱線反射ガラス( 実形状)

・フロートガラス( 実形状)

民験体廻り鮮嗣

試験方法
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とし、耐風圧性能では索引硬化型シリコ ー ン ・アノレミホルダーの変位

量及びガラスの発生応力や変位量を、また面内変形性能( 静的試験)

では熱硬化型シリ コー ンやアルミホルダ一変形量等も同時に測定し、

構造シーラントである紫; 硬化型シリコ ー ンの挙動や層間変位追f崩幾

構 の 挙 翻i簡忍を行った。

その結果、 T S G構法を用いたがヲスカーテンウオ ーノレは所定の

性能仕様をいずれも満足しており、層間変位追従機構の有効性を確

認するとともに紫噸化型シリ コー ンの挙動も把握 した。

T S G構法の耐久性

T S G 構法は、構造シ一 ラン卜てで守ある熱硬化型シリコ 一 ンとアノルレ

ミホノルレタダ、や」、一 とを 「れ〈わえこむJ てでoある i機機械f自i附切妾合て

f従廷つて、構法と しての耐久性は、熱硬化型シリコーン自身の耐久性

及び製材質化型シリコ ー ン t ガラスとの接着性に支配される 。 この

T S G構法の耐久性をF信忍する為に実施している試験例を表 2 に、

また試験状況を写 真 1 に示す。

耐久性試験は、 ]I S H 型試験体 (J I S A  5758 I建築用シー リング

材J に準拠したもの) と実形状副験体( 工場の生産ラインにて製造

された製品から採取 して所定の長さに切断したもの) を対象に、促

進劣化試 験 (熱 ・温 水・高温高湿 ・紫外線等) 、耐疲労|全試験( 初期 ・

促進劣化後 ・屋外暴露試験後) 、耐クリ ーア性試験( 初期 ・促 進 劣 化

引張試験 耐疲労性試験

載荷暴露試験

写真 1 T S G締法の耐久性確認試験状況



後 ・屋外暴露試験後) 及び屋外暴露試験倒的 ・載荷 : 東京 ・大阪)

等を実施している 。

現在までに得られている 主な結果 としては、 q湾/¥硬化型シリコー

ンの初期物性は市! 仮構造シーラン 卜より大きく、経時による物性変

化も少ない為、設計基準強度は S S G構法 より大きく設定できる②

S S G構法では使用できないフロートガラスとの按者性も良好であ

りS S G構法よりも 設計自 由度が高 い等てあり、 今後更に試験を継

続して T S G構法の耐久性を明確にしていく t ともに、設計基準の

詳K:l 1 I を検討してし、〈 予定である 。

おわりに

T S G構去は、構造シーラントとして熱硬化型シリコ ーンを用い、

アノレミ ニウムリ安着 しないで「くわえこむJ い、う機械的な接合に

よりカ、、ラスを支持固定するとともに、工場にて索』硬化型シリ コーン

を加圧注入して力開L硬化することにより、ガヲス t 構造シーラント

とアノレミ ニウムを一体成型する方式である 。従って、T S G構法は、

S S G構法 t 同等のフラッ トなガラスファサードが得ら れるという

設計自 由度を確保しなが ら、 SS G構法の信頼性 ・安全性 ・生産性等

における問題点を改善 し、かつコストダウンを図った方式であり、

適用範囲も S S G梓結より広いと位置付けて L、る 。

このような ｔｓｇ 構法の 実 施例を 写真 ＲｾＴ に 示す。 ｔｓｇ 構法

旦

を適用 した建物は、開発以来十数件に至り、今回の阪神大震災を被

災した建物も数多く有ったが、何れも 無被害の状況であ った。

今後、今回紹介した T S G構法の特徴を理解 して項き、更に多くの

建協に採用頂ければ幸いである 。

最後に、この T S G構法の開発と実施は、日本板硝子側・東芝シ リ

コーン鮒と共同てや行ったものであり、多大なご協力をT頁いた関係各

位に感謝の意を表 します。
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カーテンウオール取付け用ワンタッチファスナー

ーハイカッチャー-

敬

スナーにはフックに掛けるためのピン( 水平棒材) がある 。

パえ、ノレの取イヰりは、 パオ、ノレ{日IJ 上部 ファス ナーのピンを躯体{JIIJ の国

古 屋 則 之/ 佐 野

定フックに号 |掛けた後、ノ叶、ノレ側下部ファスナーのピンに コイ ノレパ

オ、のカを利用 して可動フ ックを落 し込むことによ って瞬世寺におこな

われる 。 (写真 1 )  

B 型ファスナー : パオ、ノレ形式および方立て形式のカ ーテ ンウォ ー

ノレを対象としたもので、重量のあるノ叶、ノレに対応するため、パオ、ノレ

従来のカ ーテ ンワオ ーノレ取付け工事は、パオ、ノレをクレーンで吊り

下げた状態でノ叶、ノレの位置を調整しながらファスナー ( 金具) をボ

ノレ 卜で仮締めし、その後、溶接で建物に固定する。 このため、①ク

レーンの拘束時聞が長い、②高所での作業となる、③j容接技能工が

必要となる等の理由てや、施工方法の改善が求められて いる 。

これらカ ーテ ンウオ ーノレ取付け工事の施工性向上のために、 図 1

はじめに

側フ ァスナーの取付け位置を コーナーから離し、躯体制IJ ファスナー

をノ f オ、ノレ l 枚に対して 2佃用いる。

躯体側ファスナーは上向きの固定フックと U字型の切込み部分か

に示す 2種類のファスナーを開発し、 実用化した。一方は、金属系

するタイプの ファスナーを、 3 t H室
パオ、ノレの取付けが短時間て、終

A 型ファス ナーと同様にプラケ ッ トを介 して所定の位
ら構成され、

度の重量の コンクリ ー卜 系ノ叶、ノレにも適用できるように改造したも

より重量のあるノ叶、 置にボルトで耳)( 1寸け られる。ノサ、ノレ側 上部ファス ナーはA 型 と同様
A 型ファスナーと称する 。他方は、のであり、

を施したボノレ卜と

ナットで構成される 。

パオ、ノレの取付け は、上部ファス ナー を躯体側の固定フックに引掛

であり、ノ叶、ノレ{J ! I J 下部ファスナーはオ、ジ切り加B型ファスナー と称する 。
ノレの取付けに適したファスナーであり、

ファスナーの形状と特徴

けると共に、下部ファスナーのボノレ 卜部分を U字型部分に落 し込ん

てやナッ トで固定する 。ノサ、ノレのそりに対する面外調整は、ナットの

締め込み位置により、容易にお こなうことがで3 る。( 写真 2)  

A 型ファスナー : パオ、ノレ形式のカ ーテ ンウオ ーノレを対象 t したも

4枚のノ叶、ノレのコーナーが集中する位置に建物躯体側のフアのて、

スナーを l 個取付ける方式である 。躯体側のファスナーには上向き

ファスナーの材質と強度

コイノレパオ、を内蔵した上下方向にスライドする下

向きの可動フックが各々 2 ケあり、佐世調整用長穴を設けたブラケ

ットを介して所定の位置にボノレ卜て取付けられる。ノ旬、ノレ側のフア

の固定フックと 、

ファスナーの開発に 当たっては、 表 1 に示すような条件で設計し

対象カーテンウオール取付け機構ファスナーの形状

A

型

フ

ァ

ス

ナ

ー

ヰ一一一一一一平可一一一一一一→E

対車①パネル形式会ーテンワ，，- ! I -

②パネル量量 311以下

対島 ①パネル形式カーテンウ" ール( 左}

且ぴ方立て形式カーテンヲ s ール{ 右}

②パ荷、ル量量 3- 6 ' 1

B

型

フ

ァ

ス

ナ

ー

ファスナーの形状と 機構図 1

建績と社会 ・1995.638 



同

た。パオ、ノレ重量、取付け高さ、パオ、ノレ面積は相互に関連し合うもの

で、重量やバオ、ノレ面積が小さければ取付け高さを高くすることもで

き、この条件は設計の目安として設けたものである 。

ファスナーの材質は、ダクタイノレ室騨失 U呼ばれる球| 犬黒童儲郁夫( 日

、I 金属製H N M材: ; 1' )であり、 FCD500 (]IS G  5502) 相当である( 表 2 )。

ファスナ- 性能試験

ファスナーの開発に 当たり、ファスナ一自身の強度やファスナー

に適したノ材、ノレ定着金物の強度、建物の揺れ変形に対するノ旬、ノレの

追随性について、 実験により性能を石儲悲した。

ファスナーおよび定着宝物の強度は、 表 1の設計条例二に従い加力

実験を実施したところ、各タイプとも高い安全性を有することを確

認した。

また、躯体の変形に対する パオ、ノレの追随性については、 図 2 に示

すように、層間変位角が::!:: 2. 5X 10-
3

の範囲では、スウェイし、それ

以上になるとロ ッキングしはじめた。実験は層間変位角が::!:: 10X

10-
3

の範囲でおこな ったが、可動フ ックおよび、ノ叶、ノレ側下部ファス

ナーは、ロッキングの動きに追随し、また固定フックの高さも充分

あるために、パオ、ノレイJlI J ファスナーがフックからはずれる危険性はま

ったくなかった。図はA 型ファスナーを使用した例であるが、 B型

についても同様の挙動をする 。

件

一

岨

肝

況

条

一

，r
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A

ア
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・

真

1

一

写

表

戸

施工性

本ファスナーを使用する場合は、 パえ、ノレ側ファスナーの定粁位置

や、躯体側ファスナーの取付け位置の事前の精度管理が重要ていある 。

しかし、ノ叶、ノレ取付け時には位置調整作業がほとんど発生しないた

めに、取付け全作業時聞は在来工法の約1/2"( '7斉む。クレーンの手放

れも 早 〈、 パオ、ノレ取付け枚数は在来の場合は 1 日10t文程度である

が、これ らのフ ァスナーを用いると 30枚以上の取付けが可能で、あ

る。 また、延べ作業人工も在来の約1/3て済む。

おわりに

パ オ、ノレ方式と方立方式のコンクリート系カーテンウオーノレの取付

けに適用できるワンタッチフ ァスナーを開発 し、性能実験により機

能や、安全性などを目街忍した。

また、施工性が大幅に向上するため、ファスナー単価は在来工法

より制高であるが、取付け賀が少なくて済むために、カーテンウオ

ーノレ工事全体としては在来 t 同等以下になる 。

なお、フ ァスナーの開発は、制り寸ホ組と (的ショ ックベトン ・ジ、ヤ

パ ン、目立金属側、目立機キポ附が共同て実 施した。

( ふ るや の りゆ きＯ 側 大 林 組 技怖術例 ｩｾｽ附町

さの た力かＮし Ｏ骨鮒制 大林 組 技 術 司研 ｦ う究， ｾ ａ所 庁』け Ｑハ ｌい、は ん な セ ンタ 一研 ， 究 ｩ以 Ｑ I  

〔参考文献〕

1  ) 内l世則 之、脇板達 也、国原安彦、佐野敬、「外壁カ ー テンウオーノレの干i )J 化 施

工 ( その l コンクリ ート パオ、ノレ府l ワンタッチ ファス ナー のl持m) J、n本企.I! 築

中会大会' 予術議i:P: W1! 概集、 1993年 9 丹、pp. 149- 150.  

2  ) 佐 野敬、 脇 坂 達也、古屋sIJ之、同1) ，11;(:彦、 「外壁カ ー テンウオールの省 ) J 化 胞

工 ( そ の ふ ワ ン タ ッ チ ファスナ ーの' * 施工へのi血HJ)J 、日本主主築学会大会. ' 主

計 ｩ［ 講 ｩ ｲｲｪ 梗概ｾ 、 ＱＹＹ Ｓ Ｎ￭ ｦＭ 9 月、 pp. 151- 152。

3  Ｉ古 屋 ｕｉｊ 之 、 ｲ ￱ ｴＡ ｩｬＺ物 の ＱＱ ｾ ＱＭ ｊ け にも 耐 λ る ワンタッチファスナ ー ｊ 、応 Ａｬ ｊ 機 械 工

''(;、 No. 411、1994.1'f、 pp. 130- 135。

4  Ｉ内 ｪ 丞 ｊｬｩ ｊ 之 、佐 野 敬 、国 ｬ 京安彦、 「 カ ー テン ウ オ ー ノレ ｊｪ ｾ 付け ｈｊ ワンタッチフア ス
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表 2 フ ァ ス ナ ー の 材 質

球状黒鉛鋳鉄(RNI! 50)

耐 カ 340N/mm

2

以上

引張り強 さ : 500N/mm

2

以上

4申 び :  8%以上

か た さ :  170- 235H8 

疲れ強さ :  250- 300N/mm

2  
1  

弾性係数 。16.7 x  Ｑ Ｐｾｎ Ｏ ｭｭＲ＠

句.

写真 2 B 型フ ァスナー使用状況

*HNMは目立金属側の登録商標でJ 1S G. 5502相当

B 型

3t 以下 6t 以下

躯体側

層間変形角 ( x 10-' )  

10 

230 x  260 x  1l 0mm I  320 x  180 x  100mm I  350 x  180 x  101mm 

15. 5  Kg  I  9. 7  Kg I  11. 8  Kg 

l 上 I 120 x  170 x  70mm I 上 I 155X 210X 77mm 

145 X  160 x  70mm I 部 I 3.3 Kg  I 部 I 6. 1  Kg 

3.4 Kg  1下 1120X  170 X  15加ml 下 1150X  200 X  1印 刷

部 I 3.9 Kg  I 部 I 6.0 Kg 

3t 以下 I  6t 以下

4. 0  X  2. 4  X  O. 16m I  4. 5  X  3. 2  X  O. 21 m 

60m I  100m 

正圧1 . 0，負庄1 . 5  I 正圧 1.0，負圧1 . 5

水平1 . OG，上下 O. 5GI水平: 1. OG，上下 O.5G

ファスナー

重量 ・寸法

，ｾネ ｪ レ租 リ

ファスナー

パネル重量 3t 以下

パネル寸法 4.0 X  2. 5  X  O. 15m 

60m 

風力係数 正圧1 . 0，負圧: 1. 5  

地震時加速度 水平: 1. OG，上下 O.5G

ー10

図 2 層 間 変 位 角 と パ ネ ル 回転 角 と の 関 係
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メタルカーテンウォ} ル、ユニット工法

岡 松 武 文

メタルカーテンウオールを貼る

貼るというテーマから建築の外装用語で連想されるのはサィデイ

ング、クラッデイング、カ ーテンウオ ーノレ等でありその コンポーオ、

ン卜として、 コンクリー卜系、メタノレ系、窯業系と大別される多種

多様なノサ、ノレ材がある 。

その中で、特にメタノレカ ーテンウオ ーノレは、近年の建築物の高層

化に伴ない、新しい工法、高い性能、独創的なデザインに対応すぺ

〈、次々と新製品が開発されている 。本稿てやは、 そのメタノレカ ーテ

ンウオ ーノレに着目し、かつ「貼る」というイメ ージの中て特に、 ユ

ニットタイプのメタノレカ ーテンワォ ーノレ( 以下ユニ ット工法と呼ぶ)

について、概要伝説明、紹介してみたい。

ユニット工法の特徴

メタノレカーテンウオ ーノレには、大きく分けると、下の 2 タイプの

工法がある 。

・ノ ックダウン工法… ・・…部材カヲ子解された状態で工場から出荷さ

れ現場で子且立て、取付けを行なう 。

・ユニット工法 .... ..・ ・・・・あらかじめ工場てや部材を組立てておいて、

枠組み した状態で工場出荷、パオ、ノレとして取付を行なう。

ユニット工法しノックダウン工法を比較すると、 ユニ ット工法

は現場での施工時や、工場の生産時で下記の様な利点がある 。

の見場取付部品を少なくする 事により、工期の短縮、安全の硝札

⑫也震力に対して、ユニットのがヲス商内てや方、ラスグレージ、ングの

シーノレに応力が生じない様叩慎システムの設計がし易い。

③一般に無足場の施工法を考える時、 ユニ ット工法は施工法を検討

し易い。

④ユニ ットご t のガラスの反身棚げ象の精度を確保できる 。

⑤ S S G構法を採用する際、デリケー 卜なシーノレの品質管理ができ

る。

生産者側の立場てや見ると、 ユニ ット工法は、品質保証の面で矛IJ 点
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があり、又施工者側の立場では、工期の短縮の面での利点が大きい

と言 える 。 しかし、高直設計をする上で、必ずしも ユニ ット工法が

完全であるとは限らない、それはユニ ット工法を採用する際、次の

様な条件を考慮する必要があるからである。

①ユニ ットを吊込む函が単純な商である事。( 外観ファサー ドが同じ

パタ ーンの連続である事。)

②ユニ ットを保管するス トックヤー ドカ可制呆できる事。

③ある程度の数のボリュームがある事。(ユニ ット数が少ないと 一枚

当りのユニ ット単価は高くなっていく 。)

上記の 3項目はかなり寸量的な事ではあるが、建築仕様によって

は高性能の面:展システムのためにユニ ット工法を採用している場合

や、高い7 . 1 < 密性能のため又施工上の理由によるものなど、様々なケ

ースでユニ ット工法が採用されている 。 しかし、逆に、 ユニ ット工

法とする事が建築仕様や施工粂件によっては事直でない場合もある 。

現実て、、起こる様々な条件に対してそれらを十分考慮して、 ユニ ット

工法の特徴を十分引出す様、検討が必要である 。

ユニット工法の例

ユニ ット工法の中でも、それぞれの建築物の特徴にあわせて、そ

の施工法を選択していく必要があるが、この項目では、施工的に異

なる 2 つの例を上げて、それぞれの概要をまとめてみた。

〔例ー 1 )  方立間( 無自問) ユニット工法

図 1 は、まず無目をノックダウンで施工した後、その無目と次の

段の無目との聞にユニット化された枠を吊り込んでいく工法である 。

無目はフロア聞を分割して、取付けるので、ユニットのH サイズは

比較的あつかい易いサイズとなり、輸送や、現場内での揚重、ふり

廻しがし易い。図 1 は無目をノックダウンとした形のものであるが、

もちろん方立をノックダウン t してユニ ットを積み上げて施工して

いく芳法も同じ考え方てある 。

〔例-2) フロア間ユニット工法

図 2 は、フロア間てやユニ ットの分割をせず、 1枚のユニ ットで構

w  E  図 1 無目問ユニット工法



成されている。この工法は、ユニ ットの枚数を無目間ユニ ッ ト工法

と比較すると減らす事ができるので、取付の手聞が少なく、工期を

短縮させる事が出来る。ただし、 l 枚ごとのサイズや重量が大きく

なるので、施工方法については、特にユニットの扱いについて注意

を必要とする 。又、市提訴誇造を考える時ユニ ットのH サイズがフロ

ア聞と同じサイズなので、層間変位量がそのまま ユニ ッ トの動きの

幅になる事を設計上考慮する必要がある 。

ユニット工法のディテール

前項てやは、ユニット工法を施工法的な側面から考えてみたが、次

に、ジョイン卜部分のディテーノレでユニ ット工法を分類してみたい。

分類の方法としては下の系統で、分けてみる。

ｾ＠ ( 駄目) 作業無し

環状ガスケットタイプ

ふさぎ式，----，--M型ガスケ ッ ト

」シー リング

( 駄目) 作業有り

等圧式のシステムの気密ラインで、 エンドレスになった気密材( ワ

インドノ f リア) をイ史用するタイプ。のもので、ある。ウインドノ f リアは、

等圧の漏気をおさえるものであるから、あらかじめ コーナ一部をコ

ーナー型て溶着して枠にはめ込む場合が多 L、。一般にウインドバリ

アの材質としては、シリ コン系の発泡ゴムが使用されている。 図 1

はその一例でもある、レインノ f リアとして使用しているゴムは、

E P DMの硬度60度程のゴムを使用しているケ ースが一般的である。

インターロックタイプ

ユニ ット枠をあらかじめ、面内方向にギャップをもっ仕掛けがあ

り、一種エキスパンション的な形の枠形状にしておき、施工上ユニ

ットごとの面外方向のアジ、ヤス 卜を不用としたものである。 ーづ般に

形材同志のスライド部分にはヒレコーム等てや気密する様な形となって

いる。またその部分はアノレミ形材の精度をシビアに見る必要がある。

図 2 フロア間ユニ ット工法

@J 

.  

施工上、ユニットの位置は合わせ易くなるが、ユニツ卜の全体割f付付司寸

カがf 先に確実に行なわれていなしい、とL、形材同若志、のはめ合いをを? 基本とす

るインタ 一ロ ツクシステムて

点に注意をを? 要するι 。図 3 Iはまその一→イ伊刊例F抑列lリ陀てて、あるム。

M型ガスケットタイプ

ユニ ット枠聞を、 2 mm程度の厚みのゴF ムをはめ込む事でつないで

目地の水密性を石街呆するものである 。ユニ ッ トはそれぞれ別々に施

工されるので、 このM型ガスケ ットは現場でのはめ込みとなる 。 ク

ロス目地部からの漏水を防ぐために、このM型ガスケットにク ロス

部の特殊成型ゴムを使用したり、材質を熱可塑性エラストマーを使

用して、現場でジョイン卜部分を溶着する労法も検討する必要があ

る。又環状万、スケットを併用して、より高い* 密' 性能を得る事 も可

能である。

シーリングタイプ

単純にユニ ットの枠聞の目地ぞシー リングするタイプのものであ

るが、シー リングの劣化にともない漏水の可能性がある。断面設計

上、侵入してきた水に対して排水経路引制呆する必要がある 。耐 震

設計上は目地r ! 1にある程度の限界があるので、建築仕様により、等

圧式のオ ープンジョイン卜と使い分ける必要がある。

おわりに

ユニ ット工法は、ガラスカーテンウオ ーノレだけで1まない、アルミ

パオ、ノレや石材を同じ考え方で施工できる点も特徴の 1 つであると 言

える。建築仕上を 「貼る J い、う施工方法で行なう時、ユニット工

法で様々な材料の仕上が可能となる 。今後、建築作業のプレファブ

化に対して、ユニ ット二口法は様々な分野で発展していくと考えられ

るが、近い将来、建築現場の工期短縮や安全のためロボッ卜化が進

められるとすれば、このユニット工法は超々高層建築の夢に向けて、

今後新い、工法の開発が瑚待される 。

( おかまったけふみ/Y K K 7 ーキ テクチュラ ノレプロダクツ(仰ヒソレ建材設計部)

図 3 インターロ ックタイプ
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鉄筋コブ定着法

村 井 和 雄/ 宮 下 昭 広

はじめに

鉄筋コンクリ ー 卜系構造物の梁主筋の柱梁接合部への定着は、一

般に L 型アンカ ーが用いられている 。 この場合、直行方向の梁主筋

や柱主筋が錯綜し、キ主制妥合音11内への配筋施工が困難カ Bつコンクリ

ー卜 の知良性が悪くなる場合がある。鉄筋コブ定着法は、これらの

問題点を解決することを目的として開発された定着 法である 。鉄筋

コブの形状を図 1 に示す。木工法は、 図 2 に示すように梁主筋の柱

期妥合部への定着以外に最上附主頭部の柱主筋の定着 ( 開発中) 、小

梁主筋の大梁への定着( 開発済み) 等に用いられることが考えられ

るが、本稿では建築センターの一般評価を取得 ( BCJ -C167 4) した

半島制妾合部に定着 した梁主筋を対象とした鉄筋コフe定着法につ いて

述ぺる 。

工法概要

木工法は、鉄筋 コブ形成装置を用いて鉄筋を加熱、加圧する方法

により鉄筋端部にコブを形成させ、これを先端として柱主樹委合部内

に必要定着長 さを水平にのみ込ませ、コブ部分の支圧力と水平定着

部分の鉄筋の付着 力によ って梁主筋の定者 性能を確保するものであ

る。鉄筋 コブ定着機構の概要を図 3 に示す。

使用材料

使用する コンクリー 卜は、普通コンクリ ー トとし( 軽量 コンクリ

ー卜 は不可) 、設寄付見準強度は 210- 360kgf/ cm
2

とする 。

鉄筋は異形鉄筋とし、その種別は SD295A， SD295B， SD345， 

SD390の 4種類、太さは呼び径で D16 - D35の範囲とする 。

⑧知商酷

no=A: n/Ar = 3 or 4 

鉄筋コプ

図 1 鉄筋コブの形状

柱

大梁主筋

大梁主筋の柱梁

接合節への定着
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大梁

愚上階柱頭部

の柱主筋定着

大梁

柱主筋

図 2 鉄筋コブ定着j去の適用箇所

| 大梁 小梁

」一一一- - - ' 小梁主筋

小梁主筋の

大梁への定着

設計法

鉄筋 コブの大きさは、その直径が鉄筋呼び径のr 4倍 (S 4タイ

プ) またはr 5倍 ( S 5 タイプ) の 2酪買とし、 設計粂f牛から S 4  

または S 5 を選択する 。鉄筋が引抜かれる時のコブ支圧面積 ( AI1)

の鉄筋断面積 (Aο に対する 比 110 (= AI1/  Ar) は、 S 4 タイプで

110= 3、 S 5 タイプ。て、、 11
0
= 4 となる 。

鉄筋 コブ厚さは、鉄筋の引張り l待において降伏応力度に到達した

時に鉄筋 コブに作用する コンクリ ー 卜支圧応力に対してコブの根元

(  < びれ位置) 部分で降イ幻志力度以下となるように設計する 。

梁主筋定着長さの算定は、許容応力度型と終局強度型の 2段階てい

行っている。

許容応力度型設計: 図 3 に示すような定着メ カニズムを想定し、

鉄筋 コフ溜分の コンクリ ー 卜支圧力と水平定着部分の鉄筋のイ寸着力

の累加カ喋主筋の許容引張力以上で、 引抜き量が紹{ 月設計レベソレてボ

0.35mm以下 となる条件を満足するように設計する 。

終局強度型設計: 梁主筋力f 引抜かれる時の破壊形式は、 ①梁主筋

の 破 断 @ 准m接合部内の コー ン蹴破壕@ 激筋コブ部分のコンク

リー ト 支 国 臓 任 准淵 妾 合 部 内 の せ ん 腕 臓 の 4 タイプが考えら

れる。この内、④の接合部せん断設計は定着法に関係なく行われる

ため、木工法に対する 設計は① ~③を対象に行うことになる 。す な

わち架構全体のバランスの t れた靭性能力を確保するために、梁の

雌lげ終局強度時において② コー ン状破壊 ③ コンクリ ー卜 支田政壌

が生 じないように設計する 。実際には、 コンクリ ー卜 支圧破壊強度

の方がコー ン状破壊強度より大きくなることから コー ン状破換に対

して検討することとなる 。一般にコブ径が大きし、ほど梁主筋の定着

長 さは短 くなる 。

梁主筋 し ま語主筋

/  r  支三卜 Etf t EI 乙4

同百寄り厚さ ¥鉄筋コプ

引抜き の場合 1甲紘吉の場合

図 3 鉄筋コブ定着機構の概要

背面のかぶり 側面のかぶり

図 4 鉄筋コブ最小かぶり厚さ
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会の受講が鋭利ーけられている 。鉄筋コブの形成は、品質の確保、

作業効率の向上を計 るため、 予備形成を行って適正な諸粂刊二( 加圧

力、加繋抑高、加熱l寺IIIJ 、結み註等) を設定した後、本形成を行うこ

とになる 。鉄筋コプ形成作業手順の概略フローを図 6 に示す。

また、鉄筋 コブの圧縮鉄筋による背面押抜き破壊に対する検討が

義務付けられている 。実験により、終局強度時において圧縮側の鉄

筋には最大600μ の歪しか発生しないため、梁主筋の公称、降伏強度

の0. 4倍の押抜き力に対してコ ーン状背面押抜き破壊が生じないこ

とを検討する 。

上記設計方法以外にこの工法に対する構造規定を設けている 。 そ

検査

鉄筋コフ ＧＱｾ 成後の製品検査は、ふくらみの形状、表面割れ等の外

掛険査とコブ径、 j早さ、偏心註等の寸法検査の 2種類である 。力学

性能を確認するための引張り 3鵡会は、露協定が単純でないため省略し

の主なものとして

､ 激 筋コブの最小カ｜ＮＩ ｾ り厚Ｚ 梁主筋の押抜き破壊および側梁の外端

主筋に対す る側面破壊を防止するためのもので図 4 に示すように

ている 。 しかし、 実験においては D16- D35の鉄筋48本の引張り試

験を行い、全ての鉄筋において母材破断を布陣忍し、 ]IS G3112で規

定されている最大引張強さを満足する結果を得ている。このことか

ら外観J検査 ・寸法検査が令4ちしたものについては引張強度も保証さ

背面、似耐とも 100mmιL上t 規定している 。

q激 筋コブの使用箇所の制限 : 鉄筋コブの定者性能をP制来するには

周囲に充分な コンクリ ー卜 が存在することが不可欠であり、 ilxJ :

階の大染上端筋や基礎大梁の下端筋などはこの条f牛を満たしてい

施工例

鉄筋 コンクリ ート構造および鉄骨鉄筋コンクリ ー卜構造の適用事

れるものと思われる 。ないためこの工法を使用することができない。

③最小定着長さ: 柱紺妾合部における充分な定着耐力や架構として

の靭性剖倒呆するために柱成の2/3以上とする 。

任激筋コブ相互のあき寸法 : 15mm以上

等がある 。設計手順の概略フロ ーを図 5 に示す。 例を写真 1 に示す。

ナ ットを耳R

おわりに

本工法は、 主 としてプレキャスト 工法の柱淵妾合昔11内への梁主筋

の定着法として開発されたものであるが、在来工法においても適用

可能である。鉄筋コブ定着法の他にも同類の走者法として鉄筋端情日

にプレート計容接 したものや、鉄筋端部にオ、ジを切り、

り付けたものなどがあるが、いずれも在来の L 型アンカーに変わる

定着法 t して今後、利用される機会が多くなるもの t 思われる。

(むら L かずお/ ( ，附竹中工務駄阪本，g技術部 、
みやした あきひろ Ｏ 鮒竹 中 工 務前東 ｨｾ 本山設 ｊ 十郎 Ｏ

木工法を用いる場合、鉄筋コブの製作前に施工計画書に基づいた

鉄筋 コブ製作要領書を作成しなくてはならない。

鉄筋コブの製作は、カ、、ス圧接工法に| 掬する充分な知識と経験を有

し、 ]I S G3881 iガス圧接技術検定におりる試験方法および判定規

準J に基づいた資格を有する技祈靖カ言行わなければならない。形成

技術者は、初めて形成作業を行う場合、鉄筋コブ定着法の原理、形

状寸法および許容値、形成上の注意点 等 ｾｾｾ Ｎ知させるため作 難問

製作
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SRC 構造への適用例 炉

写真 1 適用事例

血 R C 構造への適用例

本

形

成

作

業

鉄筋 コブ形成手順の概略フ ロー図 B設計手順の概略フロー図 5



合成スラブデッキフOレート取付工法

ーデ、ッキング工法-

星 野 好 孝

はじめに

昭和50年 (1975) に開発されたコンクリー卜とデッキフ。レートと

の合成スラブは、昭和61年 (1986) に建設大臣より通則的耐火構造

の指定を取得し、本格的に鉄骨造建築物の床に採用されるようにな

った。昭和61年にはわずか100万m' であった合成スラブは、その 3年

後の平成元年 (1989) には 1，000万耐を越え、平成 4年 (1992) に

は、さらに 2.2倍の2，200万げに拡大してし、る 。これは、合成スラプ

が建築現場での作業の安全化、合理化及び省力化の要求に即した工

法であるからである 。 そしてこれらの要因は、合成スラブの製品と

施工の両者の品質を確保するための建設各社 ・工業会の努力に裏づ

けられてきたことは、 言 うまでもない。

本論て1ま阪神大震災を機に、施工の信頼性の観点から特にデッキ

プレート の鉄骨梁への接合工法における、従来のj容按工法とヒノレテ

イネ土が開発した発射打ち込みびょう工法を比較し紹介する 。

施工工法の要領

合成スラブと梁との接合は、地震H寺または台風時に合成スラブに

働く面内せん断力を梁に伝達させる構造上重要な施工工程である 。

3つの施工方法

現在合成スラブと梁との接合には、 3つのブデ法がある( 図 1 )。

①頭付きスタッ ドの施工は、日本建築学会 「鉄骨工著討対附旨針 ・工

事見場施工編」と 「各種合成講造設計指針 ・同解説」に従い、巣鋼

材の表面にスタッドを直に直接j劉妾するか、言明主i容按で布陣思後デッ

キ貫通溶接を行うかであり、施工の信頼性からは問題は少なし、。

②焼抜き栓j割安の施工は、 ]I S 23841における基本級の有資格j割安

工による 。 またj割安には、手動と自動の 2種があり、いずれも大屯

流による溶接アークによってデッキプレー トに孔を聞けてj割安する 。

特に手動の焼抜き栓溶接の場合は、作業条件によってj容接部に欠陥

を生じ、耐力に景雑草するので、注意が必要である 。 また施工者だけで

は解決できない項目もあり、現場管理者の判断も要求される 。

③ヒノレティびょうの施工は、建設大臣の構造認定( 建設省東伯旨発

第291号、平成 4年 6月25日) より日本ヒノレティ社による作業者資格

認定制度に基つf < 施工技術の習得作業員による 。

許容耐力

①頭付きスタッドの許容耐力は、同指針第 l 編 合 成 ば り 構 造 設 計

指針より計算される 。

②焼抜き栓j容按および. ③ ヒノレティびょうの許容耐力は、種々の実験

により決められた。短期許容耐力を下表に示す ;

表 1 許容耐力

短期許容耐力

( kgf) 

焼抜き栓溶接

ヒノレテ ィぴょう

デ ッキプ レート の板l写 (mm)

1 2  I  1. 6  

750 I  1，050 

510 I  6ω 

最大せん断耐; J J

に対する安全率

4  - 5  

3 - 4  

焼抜き栓j容接および ヒノレティびょうは、計算結果のいかんにかかわ

らず、最小本数および位置は決められている。床面積に依るが、接

合は平均的にはおよそ 3 ケ所/ m'である。

ヒルティびょう工法の特徴

ヒノレティびようによるデッキプレー トの梁鋼材への接合には、溶

接による工法にはない{憂れた特徴がある 。下記には接合の信頼性の

在且点から特徴をあげる;

①施工品質が一定であり、品質管理が容易である 0

0 作業者による品質のバラツキがない。

。梁鋼材およびテV キプレー トの塗装 ・表面処理( メッ キ) による

景縄1がな い。

① 頭 付 ス タ ッ ド ② 焼抜き栓溶接 ③ ヒルティぴょう

H形鋼 アランジ厚壬 32mm

図 1 合成スラブと梁の接合方法
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。専用の検査用測定ゲージで、びょうのL 仁がり長さをiRlj り検査判

定ができる。

同時に安全性の観点からも;

の見場での安全性カ雅保できる。

。火気の管理、火の粉養生が不要で、ある 。

0 有毒方、スの発生がなし、。

。 コード、ケーフツレの敷設がない。

さらに省力化の義足Ｎｾから［

③施工時間カ海〈、工期の短縮が期待できる 。

。打ぴょうは瞬時で、しかも確実に接合できる 。

0 大容盆の電源は、必要ない。

。気候 ・天候に左右されにくい。

ヒルティびょうのデータ

ヒノレテ ィびようによる接合工法は、上記のよう に建設大臣の構造

認定を取得しているが、技術者は下記の点に留意する ;

梁鋼材への影響

[断面欠損]

梁鋼材にび ょうを打込むことによ って、いわゆる断面欠損を生じ、

鋼材の強度低下が考えられる。しかし、建設大臣の構造認定書の 5

項適用範囲 3) にて 『梁の設計には、「ヒノレティ」びようによる断面

欠損を考慮しなくてもよい。H 記載されている 。裏づけるデータと

して、ノルウェ一国 N V船級協会およびドイツ国 Darmst adt 工科

大学の実島鮮民告で、鋼材に与える影響力主少ないと判定されている。

また国内で建材試験センターによる梁材の引張り試験で、び ょう打

ち梁材と梁素材に差がなかったと報告されている 。

{疲労強度]

ドイツ匡IDar mstadt 工科大学の発射打込みびょうを使用した場合

団

配

の鋼材疲労試験の報告で、部分的にボノレ卜をj割安した鋼板( スタッ

ド溶接) より疲労強度に影響が少な いと報告されてし、る 。

騒音

ヒノレティびょう工法は、騒音規制法の規則を受けていないが、 JI S

28731 (騒音レベル測定方法) による測定結果では、 事知也の境界線で

平均 83. 5dB ( A) と報告されている 。

施工コスト

施工面積1，200m" 接合箇所3，600箇所で検討するし焼抜き栓i割安

とヒノレティび ょうの材工費は、 I. t.ぽ同等で￥ 31. 2万円となる 。

おわりに

急速に採用された合成スラブは、市場のニーズにより今後も鉄骨

造建築物の床に拡大するであろう 。 しかしその際地震時などのせん

断力を梁に確実に伝達する接合方法の信頼性が、 最も重要な条件に

なるであろう 。 そしてヒノレティぴょう工法は、このニーズに最も適

した工法である 。

( ほしの ょしたか/ rI 本ヒルティ附建築 ・土木 S B U' FSE)  

〔参考文献〕

1  ) 合成スラブ工業会、合成スラプの設計 ・胞エマニュアノレ( 平成 6 年10月)

2)  Det  Norske  Ueri t as、‘ ・ヒノレティ D X 核合の試験，. (1984年 11月)

3)  Der  ｓｔａｈｌｂａｕ 、・・鉄橋周鋼材に防音材を耳 ｾｦＮｪ けるために発射打込ぴょう

を使用した場合の鋼材疲労試験. . (1975年 1 月)

写真 1 打 ぴ ょ う 作業 写真 2 ヒルティぴょうの接合断 面 写真 3 検 査作 業
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改修工事における外壁剥落防止

- G Nスーパーピンネット工法一

全国ビルリフォーム協同組合連合会

はじめに

1965年( 昭和40年) 代の高度経済成長時代からの、建築物が補修・

改修の時期を迎えている 。 このような品自寺保全としてのリフォ ーム

需要は主要な対象となり、建築物に対する耐久性の向上はもとより

資産価値の向上、生活環境の向上等にf鰭 IJ をしめ、社会的にもみと

められ、定着してきている。

鉄筋コンクリ ー ト構造な E に対し、建築物の外壁は、意匠|宝、安

全性、耐久性が要求されるが、外壁に塗り付けられたモルタル仕上

げ層が年数が経過するにしたがって劣化が進行し品質が低下し老朽

化していく 。 このような状況を放置すると鉄筋コンクリ ー 卜構造体

に塗り付けている外担割土上材のモノレタノパ土上げ層、タイノレイ土上げ材

などの余IJ離、来IJ 落につながることになる。現状の建築物の外壁は、

補修 ・改修時の症状は様々であり、調査 ・診断 ・補 修 ・改修は多様

な症状に適切な対応が必要となる。そこで外装仕上げ材の劣化、ひ

びわれ、モルタルの浮きなどの補修 ・改修を信頼性のある安全で市在

実な工法カ深められている 。 品丘、外壁改修工法に繊キ断、ットとア

ンカ ー ピンを併用した工法が開発されてし、る 。 この工法の特長は、

繊品断、ットにより既存のモノレタノレ出二げ層やタイノレ仕上げ! 習をポリ

マーモルタルてやおおい、壁面を商的なつながりをもたせるとともに、

さらにアンカーピンにより、繊維オ、ッ 卜の上から鉄筋 コンクリ ー 卜

躯体に固定することでーィ本化することである。

このように倒Eモルタルイ土上げ層は接着力のみによっていた仕上

げが、枇維ネッ トとアンカ ー ピンの複合的な組合せにより、績妹佐オ、

ツ卜は接着力で機能し、アンカーピンは機械的に機能し外壁に対し

て、化学的な結合と機械的な結合で複合的にコンクリ ー 卜躯体と モ

ノレタノレイ土上げ層の外壁に対して接合したといえる。

G Nスーパーピンネット工法の概要

鉄筋 コンクリ ー ト構造物などの、既存外壁面に対し、モルタル仕

上げ面及び陶磁器質タイノレ員占り面の上から、プライマ ー (表 1) を

施し、ポリマーセ メン 卜下地調整塗材であるフィラ ー (表 2 ) を塗

り付け、ビニロ ン 繊 維 ( 表 3 ) の三車111オ、ッ卜をフィラ ーの中に埋め

込み、外壁面に対して面的なつながりをもたせ、三刺lオ、ッ 卜の上か

らアンカ ー ピンを打ち込む。

アンカ ー ピン( ステンレスーSUS304) はドリノレて、干しをあけたのち、

4本/ m'を躯体に打込み固定する 。つ まり機械的に固定することで、

モルタル仕上げ材と躯体とをーイ本化することにより補強し、耐久性

をもたせ、余IJ 務防止を施し、安全性の碓保につながる工法てある。

工法の施工

既存の外壁面に対し、 モルタル仕上げ面、タイノレ貼り面の上から

ポリマーセメントフィラー塗り付け繊維ネットを埋込む ポリマーセメントフィラーに繊維オぃy トを埋め込み、その アンカーピンを打込んだ状況

( 下地・小口平タイル) 上からアンカーピンを打込む アンカーピンの座金て'繊維ネットを押さえている

表 1 G NS プライマーの物性 表 2 G NS フィラーの各種物性 表 3 ビニロン繊維物性 ( G N S ヰット)

rJX. 分 エチレン昨西支ヒ、ニノレ ( EVA) エマノレション 試 験 項 目 試験結: ¥1ミ J IS  A  6916 品質基準 繊針長後 ( μ) 13 

外 鋭 乳白色i夜f本
軟 度 変 化 ( % ) 1. 1  15- 15  引絞強度 ( kgf /mm') 161 

全Il ' ! I 形 分 45士1%
i>!";j' i強さ| 標準養生時 12. 7 10 .0以上

( MPa)  1580 

P  H  6  :t 1  
(kgf /耐) I低温養生時 10. 2  7. 0以上

やl'皮( %) 7. 2 

料l 度 1000士200cp

ｩ 止 ｦ 止造 Ｑ 日ｩＡ ｾｬ 度 0・c

凍結安定性 - 10'C ( 5 サイクル)

干T
寸回足

'性 なし

耐 ひ ぴ 時11 れ 性 w状なし ひぴ型11れが発生しないこと

市，t 術 聖書 性 災J 犬なし 書11れおよびはがれないこと

"且
ァド 五i (g) 1. 0  1. 0J:F F  

耐 久 性 災状なし 書11れ、ふくれおよびはがれがなく、付着

〔付着強さ ( kgf /crn') ) (14. 1)  強さが 10. 0 kgf  /  cm' 以上であること

ヤング率 ( kgf/mm' ) 3700 

( GPa)  36. 3 

節度 (g/ml) 1. 30 

平衡水分率( %) 3. 0 

融 点 ('C) 240 

試 験 方 法 : J1S  A  6916 ( セメント系下地調整塗材) による。

GNS フィラーの調合，粉体 ・i艮痢1i 夜・市水 =100: 10: 20 ( 重量比)

46  建築と社会 ・l蜘 6



働維オ、ットとアンカーピンを併用し、被合的につなぎ留めることで、

躯体とモルタル仕上げ層をーイ本化することで新しい下地を形成する 、

施工フロ ーを図 1 に示す。

モノレタノレイ土上げ面の工法の施工断面を図 2 に、タイノレ面の工法施

工断面を図 3 に示す。

おわりに

鉄筋コンクリー 卜構造物などの、既存外壁改修工法には乾式工法

としてノ材、ノレによる全面カバー工法と繊維オ、ットとアンカ ーピンを

併用した、ポリマーセメントフィラ ーの塗り付け工法とがある、本

工法はこれにあてはまる湿式工法である。品丘では、外壁の補修 ・

改修工法と して 繊維オ、ッ トと アンカ ー ピンを Ｑ ｾｪ 用した工法が注目さ

れるようになっている。建物の各部位、部材に劣化が進行し、建物

の耐久性が者しく低下した場合に、耐久性を回復させる機能がある。

特に、列壁面の大庇、小庇、鼻先部位、尾ダレ部位、パラペット等

に車断佐え、ットとアンカーピンを施すことで壁面の恭IJ離、来1] 落の防止

となる。

1. 既存の外壁面にそノレタノ叶土上げ百及び、タイノレ面のひびわれ、鉄

筋の露出部、欠損、浮きなどの従来の補修方法で、単にポリマーセ

メントフィラーを塗り イ寸 けた ｦ ごけてやは、タイノレ目地やひびわれ布前 ｉｾ

の痕跡が透けて見えるが、本工法は繊維オ、ッ 卜がポリマーセ メント

フィラ ーの中に埋め込まれることにより、既存下地の不陸が表面に

( ポリマーセメント系)

( ビニロン繊維三割lネット)

下塗り

切

表われず、平滑となりきれいな仕上げ面となる。

2. 既存の外壁と新たに形成した下地層 t のーイ本化により、下地層

のひびわれを分散させてひびわれの幅の拡大を防ぎ、外壁落下に対

する予防保全を行うとともに耐久性能を確保することができる。

3. 既存の仕上げ面の劣化損傷のはげしい箇所以外は除去せずその

まま残すことにより、廃材の発生を抑制 し、工期の樹宿を図ること

ができる。

4. 本工法を適切に施工するにあたり、技術指導、研修を行L、施工

ｦ 本制をｦｊｾ足立している 。

このように、木工法は補修・改修工法のひ t っとして鉄筋 コンク

リート構造物の外壁面の上から働制、ットとアンカーピンを併用す

ることで、躯体と仕上げ層をーイ本化することにより、既存の外壁 面

に生じている恭IJ 離、来IJ 落の防止につながること は、建築物の安全性、

耐久性向上に期待される工法である 。 ( 文' i ' { 伊藤広l境/ 日本化成(鮒)

〔参考文献〕

1. i複合補修工法に l刻する研究J 研究委只会報告 「材料・工法に| 刻する i坑往の試

験結来J 日本主I ! 築仕上学会 Sep.  1992. 5P 

2.  i建築物等の保全技術・技術審査証明報告書J i審査証明の詳細川建設大臣認定

機 関 財 団 法 人 円 本 建 築 七 ン タ ー 財 団 法 人 建 築 保 全 セ ン タ ー December

1993年 4P

ネット張り 一一ーネット張り

( 材質 ・三軸ビニロ ン) ( 材質 ・三軸ビニロン)

ネットおさえ塗り ネ ッ トおさえ塗り

¥ 仕上げ塗り ¥ 仕上げ塗リ

タイ Jレ

GNS ピン
GNS ピン

ヰット止め周 ネット止め用

フランジ フランジ

¥ 浮 き部充てん( エポキシ樹脂)

ｾ＠

¥ 浮き部充てん( エポキシ樹脂)

図 1 施工フロー 図 2 モ ル タ ル 仕 上 げ 函 図 3 タイル面
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面ファスナー

面ファスナー

- クイックロン-

久 野 昭 彦

面ファスナーとは、面と面の接着で開閉するもので、その他 に織

平日ファスナ一、 HOOK &L OOP F AS T E NE R， T OUC H& 

CL OS E  F AS T E NE R /::1呼ばれることもある。

面ファスナーの起源は、 1948年にスイス人ジョノレジ、ュ ・デ ・メス

トラ ノレ氏が猟に出かけた時、山ごぼうの実が、猟犬の毛や自分の衣

服 lこくっついてなかなか離れないことにヒントをf尋て考え出したの

が始まりである 。

面フアスナ一は、 2本の織( 編) テ一プてで、や、一方の表商 lにこノ小j卜、さな鈎

でで、覆われているフツク面( オス) とL、 もう一方は極めて小 さな輪てで

o  

覆われているノルレ一フ。官商 (μメス刈) カかB らてでやヨきており札、 この二面を重ね合

わすと核着し、一方を引け

の留め具い、えるι 。( 図 1参照)

発明から約50年、近年では、この商で楼着するという方法が幅広い

用途で使用されるようになり、顧客の要望に合った形で、アパレノレ

から鞄 ・靴 ・インテリア ・医療器具 ・車輔 ・航空機、そして産業資

材に L、たるまでイ吏用されている 。

種類と用途

面ファスナーは、基本的にはフックテープとノレープテープの 2 つ

の組合わせてＢあるが、様々な用途に合った商品をイｾｾ合するため、現

在では多くの商品群を揃えている。

大別すると、繊維製品の織( 編) タイプと樹脂成型品て、ある そー

ノレドタイプの 2f重要買に分けられる。更に係合部の形状でも分けられ、

図 1 函 フ ァ ス ナ ー
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- ヵギ7 " J ? ? イプ

織 (編) タイプ

す一

- シ吋イ豆

モールドタイプ

. 射出タイプ

(Qロッ7 川)

. 浬続射出タイプ

(Qパワ 1M) 

図 2 係合別分類図

豆

豆

図 2 のように分類される。

また、最近ではフックとノレーフ。が同一面に混在したオス、メス区

別のないタイプや、表面がオス裏面がメスで貼合わされイ本となっ

たものなど新しいタイプの面ファスナー も開発されている 。

用途は、樹脂成型品である モーノレドタイプができたことにより更

に大きく広がり、これ迄の織 (編) タイプてやは使用できなかった分

野にも十分対応することが可能となり、作業の簡素化、効率化に京

献している 。

面ファスナーの素材は、ナイ ロンが中心であるが、町村長性、 岡:惨!f

性、面'17)<'1宝、耐薬品性を要する際には、ポリ エステノレ製も可能であ

る。また、モーノレドタイプにおいては、用途に合った、より多くの

樹脂材料の選択が可能である 。

接着強度は、 JI S 規格において璃断強度と剥離強度の 2種類が数

値化されている 。(JI S-L-3416- 1988に準ずる) この強度は、各タイ

プの組合わせにより強弱を容易に変えることができるが、参考まで

に標準的な組合わせていの強度を表 1 にて示してみる 。接着強度と耐

久性は反比例の関係にあり、強度が強くなれば耐久性が劣ることは

否めい、。

建築分野での用途を考えると、強度は当然必要となるが、着11見の

回数は上国交的少ないと思われることから、初期強度を重視した商品

の選定で問題ないものてあろう。

取付方法

面ファスナーは、オスとメスの接着以前に必ず被新本への取付が

必要である。その主な取イ寸方法として、以下の方法が挙げられる。

表 1 面 フ ァ ス ナ ー 接 着 強 度 と 強 度 試 験 方 法

I Ti i ファスナー50m/m 版 初 JIII 被者強度 耐久1000問後

フック& ループタイプ 明断 20kg 以上 耐久11

'

1の95%

最IJ 自11: 390 g 以J-. 以上

モールドタイプ 切断 40kg 以上 耐久前の85%

争IJ 由IE: 450 g 以上 以上

マッシユルームタイプ 明断 44kg 以上 耐久i I I iの60%

最11雌 900 g 以上 以上

(実勢lil0

- 勢断強度試験 . 剥鍛強度試験

道ヲド
‘ つ力、み



縫 製: アパレノレから産業資材にいたる幅広い用途てや用いられ、

商ファスナー取付の主流である 。

ウエノレダー : 高周波 ・超音波による接着。

アイロ刈奏着: アイロン等の熱による繊維製品への押圧接着。

粘 着 剤 : 被着体の素材に合った粘着剤密商ファスナーの裏面に

施し、ワンタッチて耳財寸ける 。

接着剤: 接着剤を塗ることで強固な本接着が可能となる 。

は め 込 み : 主に樹脂成型品であるそーノレドタイプで採られる方法

である 。被着体へのはめ込み( 埋込み) をスム ーズに

するため、面ファスナーの裏面及び周辺部の形状を被

着体に合わせることができる 。強固て市雀実な取付が可

能である 。

ιLとのように面ファスナーは、素材( 馳維・皮革・プラスチック ・

3ゲラス ・金属 ・オサ4など) 、用途に応じて、 それぞれに合った取付方

法が可能で、製品のイ土上がりも美しく、また作業性の向上にもつな

がり、合理化の- i 投担ってし、る 。

具体的使用事例

①土木シー ト施工の使用事例

土木工事の中で、軟弱地盤の補強や提防の吸い出し防止にジオテ

キスタイノレと呼ばれる土木資材が使用されてし、る 。 その種類として、

手抜布 ・不総持ト網状のプラスチックがあるが、その中て、多くの機能

を持ち販売量を拡大してきているのが不結怖である 。 この不織布は、

1枚の幅が2 m又は 4m、長さは最大5 0 m程の大きさで、現場て、、接続

し敷設される 。接続の方法としては、ピン止め、制容着、縫製など

があるが、事丘では商ファスナー も使用されている 。不織布自体を

ノレーフ.O{P' lj として機能させ、フックテープで様着する ことでワンタッ

チでの接続が可能となり、現場での作業を効率的なものとしている 。

ｾ＠

②トンオ、ノレ工事用防水シー ト施工の使用事例

トンオ、ノレ工事てやは、トンえ、ノレ掘削後、 E V A製の防水シート を張る

のに、その接続方法として面ファスナーが使用されている 。壁面に

釘打ちされた不絡怖をノレーフ澗として機能させ、フックテープを取

付けた防水シー トを面ファスナーの機能て張り付げている 。展張用

機械で半自動的に張れ、防水シー トに穴を聞けることもなく、施工

人員の削減と 高速化が可能となっている 。 (写真 1 ・図 3参照)

③カーテン ・メンテナンス ・システムでの使用事例

動丘、病院など 医療施設では院内感染が問題となり、抗菌カ ーテ

ンの使用とそのメンテナンスが重要視されている 。 そのためカ ーテ

ンの洗濯カf頻繁に行なわれ、取付、耳妙トし作業1: 1 : 枚数も多く非常に

時聞がかかっている 。 この作業を省力化、効率化するために新しい

システムとして、面ファスナ一機能を付加した樹脂製のカーテンフ

ックを開発した。カーテン側にノレーフ。テーフ。を縫い付けたものを使

用することで、ワンタ ッチて耳又付、取外しが可能となり、従来の方

法と 比べて、飛躍的に作業時間の迅速化が可能とな った。(写真 2)  

おわりに

J;l l 、面フ ァスナーの概要と使用事例について述べてきましたが

建築の分野に限って見ると商フ ァスナーは、まだまだ浸透していな

いのが実状です。 しかし樹脂成型商フ ァスナーが加わ ったことで、

より広範囲な用途に対応可能となり、今後この分野で、商フ ァスナ

ーの機能が十分に効果を発揮し、施工の迅速化、作業の合理化に役

立つ留め具 t して広がりをみせるものと期待しております。

最後になりますが、この拙文により建築業界の方々が、面ファス

ナーを接合部材のーっとしてご認識T貢げれば幸いであります。

( ひきの あさひ こ / YKK側面フ ァスナ一事業部)

コンクリー卜釘

ワッシャー

シート

/  

/  

面ファスナー

写真 1 トンネル工事用防水シート施工 図 3 トンネル工事周防水シート施工図 写真 2 樹脂製 カーテンフ ック ( 面フ ァスナ一機能付)
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大形タイルの施工法

綿 田

はじめに

タイノレは美観上や耐久性等の面から優れた外壁イ土上げ材であり、

近年話題になっている既存建物のリ ニューアノレい、った面から前司聞

すると、メンテナンス経費が少ないメリ ッ卜により トータノレ コスト

の面から経済的にも卓越している素材である。

しかし、タイノレ1 : L Uf ' は上記の優れた性質がある反面、従来のモ

ルタノレ施工においては、安全性は施工の影響を強〈受けていた こと

は事実である 。 そして これを克服し、より安全性を高めるために、

表 1 に示されるように新しい施工労法の開発も行われてきた。 また

同時にタイノレ製造技術の大きな発展が、この工法開発の一端を支え

ても来た。 その一例が今回紹介する大形タイ ノレの施工法である 。

大型タイル施工法の考え方

外壁に大形タイノレを施工する場合、従来のタイノレに比ぺ大きく異

なるサイズ ・重量であることから、様々な評価 ・検討がなされなけ

ればならない。特に従来のモルタルにより施工する場合には以下の

問題点を回避する必要がある 。

・タイノレの熱j膨張及び下地の収縮などの原因により、タイノレと下

地が巽なる動きをすることが予測される 。接着面積の大き い大

形タイノレて、は、この動きに対する追従が困難となり、最終的に

クラックや永1] 離を引き起 こす。

・ヴィブラー 卜などで振動を加 えても、圧締が十分に行われずタ

イノレ謀而へのモルタルの充填が難い、。必然的にタイノレと下地

聞に空隙が生 じやすくなり、施工不良となる可能性があり白華、

恭IJ 離や凍害の原因となり得る 。

このような背景と様々な試験の蓄積から、 当社としては犬形タイ

表 1 タイル施工法と開発年代 ( 船全国タイル業協会)

工 海 タ イ J レ 昭和初年代以前| 20年代 |  30'1'代 ' 0年代

摘上げ強リ

内
庄' 強り

手強。j 工法 内 装 タ イ ル

接着剤彊り

壁

パネル工法 内 義 タ イ ル
パネル工法

柵上げ強り

圧苅積り ・

外 接 タ イ ル 敬良禍上げ強り

外

手彊り工法
改良圧膚彊り

モ ザ イ ク モザイクダイル強リ

タ イ

'" 

マスク工法

先付吋 型 枠 大 型 タ イ ル 植 木4去

工洛 先付吋 外 接 タ イ ル タイ J レシート，去

モ ザ イ ク タ イ ル 園地ます法

外 装 タ イ ル

PC. 版 外 装 タ イ ル タイル単体津

聾
先付け モ ザ イ ク タ イ ル タイルン ト法

大 型 タ イ ル

乾式工洛

j前

ノレの施工について、以下のような基本的な考え方を打ち出している。

①タ イノレサイズが600角を越えるものについては乾式工法とする 。

( P C 板についてはt色主義工法とする 。)

②i盟主に工法を用いる際には、来IJ 落防止措置をとる 。( P C板につい

ては除< )

このような基オ場正念に基ずいた大形タイノレの施工ー加去の中で、代

表的な工法である、 i毘式マスク張りと乾式工法であるスリットファ

スナ一工法( 以下S F工法と呼ぶ) について紹介する。

大形タイルの施工方法

大形タイルの特性

、"社の大形タイノレであるアガトス( ソワ ・セ夕、コライ ユ) 及び

テクノプレー トは、外装材として必要な性質 l封筒しており、普遍的

に利用されている石材( 花崩岩) と比較しでも問題のない素才オであ

る。 そして色 ・柄及び面状の自 由度が高〈、耐火勲性に優れるな E

タイノレならではの{釘立性も有している 。 また石材に上回佼して機械的

強度に優れていることから、材厚は乾式工法では標準仕様で16- 20

mmと重量的にも利点がある。

湿式マスク張り

モルタル下地を作製し、専用マスクとヴィブラ ー トを併用して張

り付けて い く工法である 。前述した施工不良を防止するために、下

地精度は :t 2mm/2m以内と し、十分にモルタルを圧締する必要があ

る。 また、万ーの事態に備えて争IJ 落防止措置を設けることを付帯条

件としている 。 この余IJ 落防止にはタイノレ裏足部になましステンレス

線をエポキシ樹脂系機着剤で固定する方式( 図 1参照) と、タイノレ

装商に穴加工を施こしこれに渦状に加工したノ叶、材を埋め込む方式

(図 2参照) とがある 。共にタイノレを躯体を機械的に留め付ける安

5岬 代 |  60' 手代( 平成)

ー・ .. . . .  

マスク工法

曹漕強り

タイル単体法

パネル工法 図 1 i霊式マスク張り

外 装 タ イ ル

タイル単体法 ・ー

( なましステンレス線使用)
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全性の高い工法であるが、後者はより安全性を高めて開発された工

法で、今後急速に普及することカ湖待される 。前者はこれまで主体

として中小現場て利用されているものである。

S F工法

本工法は、上下コノ t百に幅4mm・深さ 12mmのスリッ卜加工を施した

タイノレを、専用のステンレス製ファスナーと蹄性接着剤を用いて下

地へ取り付ける乾式工法である 。 その松隈を図 3 に模式的に示す。

施工手順は以下のように進められる 。

①足場・施工用受台設置

②下地チェック ・修正

③ ( 基準〉 墨出し

④アンカーボルト 墨出 し

⑤アンカーボノレ卜穴あけ ・打ち込み

@- 一次アングノレの取り 付け( 仮固定)

⑦最下段一次アングノレ+二次プレートの固定

③ 仕 切 可 糸 の引き通し

⑨二段目二次プレートの取り付け

⑮最下段+ 二段目二次フ。レートへ蹄性接着剤の塗布

⑪一段目タイノレの取り 付け

⑫二段目一次アングノレ+ 二次フ。レートの固定

⑬水抜きの挿入

⑪一段固と 同じ要領で二段目以降のタイル施工

⑬仕上が りの石儲志

⑬目地シーリング工事

⑪清掃 ・養生

本工法は上記の手順で理解してT貫けるように、原則的には乾式石

張り施工に類似したものであるが、特徴としては以下の点が挙げ、ら

コンクリートビス また 1;1. オー Jレアンカー

下地モルタル 0'1途)

図 2 湿式マスク 張 り

( 巻きパネ使用)

出

れる 。

①タイノレ一枚一枚の重量がファスナー支持されているので、下段

のタイルに上段のタイノレの自重が作用しなし、。従って、 一 日の

作業量の制約がなく、乾式工法としては施工能率が高い。

②スリッ 卜を介してフ ァスナーに支持する ことか ら、位置決めが

容易である 。 またコパ商に連続的にスリッ卜加工が施されてい

るために、現場での縦方向の切断や角切り欠きが可能である 。

③スライ ド式構造日制1生接着剤の使用により、層間変位追能性能

に優れている 。

④幅広金具で支持 しているために、市抑守地些性に優れている。

⑤上下の位置決めを同一金具てや行うことから、 シーノレ切れの心配

が少ない。

⑥裳商にモノレタノレを使用せず、材厚も石林等に比ぺて薄 L、ことか

ら重量が蛭〈、同時に臼華発生の必配がなし、。

⑦タイノレ裏面には ゴム化アスフ アノレ トシートを張っていることか

ら、万一の破損に対しでも剥落の危険性がない。

⑧ スリッ卜内に砕性嬢着剤が入らない工法で¥且つ水抜き機能を

付与 している ので、凍結による )R縄守防止できる。

まとめ

今後更に新たな安全性及び主封斉性を高めた工法を紹介出来るよう

に現在開発を進めている 。 その結果として、大形タイノレの焼物にし

かなし、素材感や表現力を生かし、ヨーロッパ等の 「石の文化 j に基

ずく都市建築に対して、我国独自の「焼秒Jの文化J ヵZ都市に花聞く

ことを、ここに切望する 。

( わただ みつる/ 側 INA X ill 材事業本部施工抜術研究所)

図 3 S  F 工法概略図

川

出
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あと施工アンカー工法

住 田 好 史

はじめに

我が国における 「あと b包工アンカー」の歴史は、長いものではな

い。それは我が国の建築物がく木の文化〉から生じていることや、

勝択のく石の文化〉の影響を受けた後も、先代の投手f < 渚たちの 「始

めに、きちんと設計図書に記載する J 気質 t 無関係で、はない。しか

し今 日の社会て1ま、ありとあ らゆる建築物の様々な用途に、多種多

量のあと施工アンカ ーカ叩l用されている 。 これは、やはり使えば便

利が良いことの現れてあるが、他方でこれだけ多量 (1992年度の金

属拡張アンカーの生産本数は、約 4億 5百万本) に使用されていな

がら、 I確実に接合する J 技術として信頼されているかと問うと、答

はたぶん i NO.J であろう 。

阪神大震災の直後に、被害に遭われた建造物を調査したが、そこ

でもたくさんのあと施工アンカーが使用されていた。残念ながら、

そこで見られた実態は上記の i NO. J につながる現実であった。今

後さらにアジア諸国より、安価で無規格なコピー製品が貿易障壁の

撤廃の名のもとに輸入されると、あと施工アンカーの信頼性の失落

を助長しかねない。

本来く石の文化〉である臥州で生まれ育った種々のあと施工アン

カーは、時代と共にその機能改良や開発が行われ、現代てやは技紳渚

に i YES. J 1: 言われる製品がある 。本稿では、そのような最新のあ
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と施工アンカーを紹介し、読者の見識を高めていただくものである。

あと施工アンカーの分類

現在、我が国で使用されているあと施工アンカーを考えるには、

日本建築あと施工アンカー協会( 以下、 J C A A 1: ffl 各) の分類を参照

するとよい。これていはあと施工アンカ ーを、まず 3種に分類し表 1

に示す。「その他のアンカ 一類j とは、金属拡張アンカ ー及び接着系

アンカ ー以外のもので、 コンクリ ー 卜等の母材に片側より取付け物

の取付け施工ができる構造を有するアンカ 一類である 。

金属拡張アンカ ー( 表 2 )は、 最も汎用性のあるあ と施工アンカー

である。特に下記の 4種類の打込み式金属拡張アンカ ーは、全体の

99%を占めている

ｃｄｾｾ 柊主 打込みエ Ｑ

②内部コーン打込み式

③本体打込み式

④スリ ーブ打込み式

接着系アンカーは、カプセル型と注入型の 2種類があり、用途に

より使い分けられている。( 表 3)  

あと施工アンカ ーにはこの分類に入らないが、市場て多量に使用

されている差し筋用く彫込みアンカ ー〉や、近年開発され頭付きス

タッドと同等の性能のある くアンダーカットアンカ 一> 等もあり、

表 2 金属拡張アンカーの分類 (J C A A技術資料)

「芯棒打込み式

「拡張子打込み型ーイ
I  " - - - ，， ， - ，ｾ＠ L _内部コーン打込み t

打 込 み 式 →

I  .. __ ... ._._ _  _.. r - 本体打込み式

」拡張部打込み型→

」 スリープ打込み式

金属拡張アンカー

一仁コ ーンナット式

テーノf ーボノレ卜式

「一端拡張型

耐，付け方式→

」平行拡張型

一仁ダブルコ ーン式

ウエッジ式

表 3 接着系アンカーの分類 (J C A A技術資料)

「 ポリエステノレ系

「有機系ートエポキシアクリ ν ー卜系

カプ 刑_j L _エポキ シ系

セノレ且→

r - セメント系

」無機系→

」その他

接着系アンカー

「現場調合

j主 入 型 →

」カー トリ ヅジ



現状は商品認定制度または規格化の早急な整備が望まれる 。

あと施工アンカーに関する設計規準

前述したように建設現場では、多種多様のあと施工アンカ ーが使

用され、 これらは各設計段階でその強度を設計規準に照らし合わせ、

仕様が決められている 。 ここでは、代表的 4 規準について紹介する

表 4 の規準 NO. l - 3てやは、 コー ン状破壊での引張 り耐力算定式

を、 コンクリ ー卜 の圧縮強度の0. 5釆と破壊 コー ンの角度45度の有

効j甥 5面積の積に比例するとするアメリカ コンクリ ー ト協会 ( ACI)

の原理を取り入れている。

規準 N O.4では、アンカ ー に作用する荷重 とアンカ ーの耐力のそ

れぞれに対して部分安全係数の概念を導入した限界状態設計法であ

り、将来我が国の構造設計の体系が限界状態設計法に移行する 際 に

は、あと施工アンカ ーの設計す旨針 t なる可能性がある 。圏内でも、

日本 コンク リート 工学lhJi会の報告書 ( 参考文献 N o.7 ) で同様な試

みが行われている。

あと施工アン力一の作動と機能

あと施工アンカ ー を論じる場合、その強度性能の側面と施工の機

能性の側面がある 。つ まり前述の規準を満たす前提条件がある 。

あと施工アンカ ーの強度性能は、

表 4 あと施工アンカーの設計基準

No. 設計基準 発行

1  日本建築学会 「各種合成椛造設計指針 ・同解説j 1985. 2  

2  日本建築センタ ー 「懸垂物安全指針J 1990. 3  

日本建築防災協会

31 r既存鉄筋コンクリート建築物の耐震改修設計指針・問解説」

1990. 12  

欧洲コンクリー卜委員会 (CEB)

4 1f鉄筋コンクリート及び積層部材のフアスニング・最新報告書J

1991. 8  

写真 1 拡張不足のアンカー ( 阪神大震災にて)

喧

。 アンカ ー 自体の材質や加工精度等

。 アンカ ーの作封劇詩( 定着原理)

O コンクリ ー 卜等母材の性状や強度

。施工時の削孔径 u奈さの精度

さらに、 O施工時の削子l臓の性能やピッ トの摩耗度

の要因に左右される 。 したがって、ア ンカーの 作 蹴 憐 や 施 工 時 の

諸条件の理解な しにその選定をすることは、危険で、さえある 。

特にアンカ ーの作重加財務について注目してみる と、金属拡張アン

カーの99%を占める 4穫の打込み式アンカ ーにも欠点がある 。 ここ

では最も強度性能に影響のある欠点を表 5 に示す。

新しい考えのあと施工アンカー

設計段階では、規準に準じた仕様てや選定されたあ t 施工アンカ ー

でありながら、施工手]1頂の誤りや工具の不具合などでその性能力主発

揮されなければ、あと施工アンカ ーが 日産実に接合する 』技俳? であ

ると信頼されない。あと施工アンカーの機能改良や開発では、 『誰 が

施工しでも、同じ程度の性能が得ら れる 。』ためのト ータノレな技術が

要求される。以下に紹介する 3種のあと施工アンカーは、ヒノレティ

社 が トータノレフアス ニングメ ーカーの立場で 日在実 に接合する j を

実現するため開発した製品である 。

表 5 代表的なあと施工アンカーの作動上の欠点

No. アンカ ーの種類 作動上の欠点

1  I  ; 芯棒打込み式 M1 6以上では、芯棒の打込みが困難

2  内部コーン打込み式 打設の1度合いの磁認ができない

3  本体打込み式 自IJ 孔i采きに拡張が左右される

4  スリープ打込み式 削孔i菜きに拡張が左右される

5  カプセノレ型機者系 主剤 ・ 硬化 ｾｊ の俊衿に強度が左右される

6  I  i主人型接着系 注入量に強度が左右される

写真 2 撹鉾不良のアンカー ( 阪神大混災にて)
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明

ｌ ｾ 部コーン打込み式アンカー ｛ｈｋ ト ｓ 】 ｟ｪ
く概略仕様>

型 式 : 雌ねじ式打込みアンカ ー

呼び径: M6 - M2 0、3/8"

材 質 : 9S Mn  Pb 28K ( DIN1651)  

( 快削鋼 S UM24L 改良材( J IS G4804) )  

許容安全荷重 :ヲ |張り: 2.4- 16. 0kN 

せん断: 2. 0- 19. 5kN 

く特 徴> (注) → 。機能、← 利点)

拡張マーク →拡張マ ークが刻印されるまで打設すると完全に拡

張する 。

←拡張マ ークで拡張の管理が容易に出来る 。

ステップコ ーン→拡張用内部コ ーンがコンクリートの強度 に応じて

拡張を自動的に調節する 。

←母材の強度に拡張が左右されない。

多用途リップ→自IJJU*さに関係なく、コンクリ ート 表面と面ーの

施工が出来る 。

←イ土仁がりが一定で、取付け作業の邪魔にならない。

く用 途>

天井に ;・ 天井ボードの吊りボノレト用

・ケーブルラックの吊りボノレ 卜用

- 排7 ] " < パイプリングの吊りボルト用

壁面に; ・電気配線のダクトのブラケット用

床面に; ・床の大引き固定用

54 

|  ウエッジ式アンカー [ HSA- K] I  

く概略仕機>

型 式 : 雄ねじ式締付けアンカ ー

呼び径 : Mト M16

材 質 : 強度区分6. 8 ( M6- M12)  

4. 8 ( M16)  

許容安全荷重 :ヲ |張り: 1 . 9- 8. 0k N

せん断: 2. 4- 14. 5kN 

く特 徴>

短 い埋込みi奈さ →ウエッジ式の定着方式なので、その支圧力で埋

め込み深さが短くても、十分な強度が得られる 。

←コンクリ ー卜 のかぶり中で、打設で、きるのてい鉄

筋に 当たらない。

締付けトノレク管理→締付けるだけで拡張するので、打込み作業が不

要。

←所定卜ノレクが懸かれば、所定の強度が得られる 。

容易な管理てや安心。

現物合わせ施工 →呼び径と削孔径が同じなので、現物合わせの取

付・けカfてやきる 。

く用 途>

←取り付け位置が自由になり、作業の簡素化が出

来る 。

←仮設時の取付けに墨出しが不要。

天井に; ・電気設備の吊り下げプラケットの固定ポ、ノレ 卜用

・温水 ・冷媒配管のブラケットの吊りポノレ卜用

- 空調用ダクトのブラケットの吊りボ、ノレト用

- 案内盤の吊りボ、ノレ卜用

壁面に; ・温水・冷媒配管のブラケ ッ トの固定ボ、ノレ卜用

- 電気制各11盤の固定ボルト用

床面に; ・電気設備の固定ボルト用

- f 調機器の固定ボルト用

. 作動号台の固定ボノレ卜用

. 仮設機器の据付け用

0 0  



L ー ア ン ダ ー ヵ y トアンカー [ HS C- A] I  

く概略仕機〉

型式: 雄ねじ式アンダーカットアンカー

11乎び径: M8 - M1 2  

材 質 : 強度区分8. 8 ( M6 - M12)  

許容安全荷重: 号| 張り: 6.5- 11 .5 k N 

せん断: 8. 0- 16. 1kN 

く特 徴>

アンダーカットアンカー→削孔内のアンダーカッ卜部に支圧で定着

する。

短い埋込み深さ

セルフカ ット方式

打設システム

く用 途>

← コンクリー卜内に作用する応力が小さい

ので、母材に優・しく端寄せ距離やアンカ

ーピ ッチを小さくできる 。

→アンダーカット式の定着方式なので、そ

の到王力て浬め込みi奈さが短くても、高

い強度が得られる。

←コンクリ ート のかぶり中で、打設できる

ので達夫筋に当たらない。

→アンダーカ ッ卜部を自穿孔する方式なの

てや、開刺乍業・工具が不要。

←容易にアンダーカ ットア ンカ ーを利用で

きる。

→ハンマ ードリル、削干しピ ッ ト、拡張ツー

ノレが打設システム化されている。

←信頼性ぞ要求される用途で、誰でも同じ

程度に打設できるので、管理が容易。

天井に; ・天井歩廊のブラケットの吊りボルト用

・電気設備の吊り下げブラケットの固定ボ、ノレト用

・温水・冷媒配管のブラケットの吊りボノレト用

壁面に; ・作業ステージ、の固定ボルト用

・温水 ・冷媒配管のブラケットの固定ボノレ 卜用

床面に; ・作斜里台の固定ボ、ノレト用

・電気設備の固定ボノレ卜用

. 空調機器の固定ボノレ 卜用

喧

おわりに

阪神大箆足のような不幸な事態が生じた場合、それまで少しなお

ざりにされてきた様々な技術を再度見直す機運を出てくる。 『とめつ

ける j 技併号であるあと施工アンカーも、この際トータノレ面て、信頼を

得られる様、メーカーの立場から私も微力ながら努力する所存てあ

る 。 ( す み た よしふみ/ 日本ヒルティ側建築・土木 S B U キーアカウント)

〔参考文献〕

1 . 円本建築あと胞工アンカー協会. あ t 施工アンカ ー技術資料、 1990

2 . 日:本雄築学会 各種合成構造設計指針、 1985. 2

3.  FI 本建築センター: ! 懸垂物安全指針、 1990. 3

4. 日本建築防災協会. 既存鉄筋コンクリート処築物の耐震改修設計指針 ・同解

説、 1990. 12

5  欧州コンクリート委品会 ( CEB) 鉄筋コンクリ ー ト及び積層部材のフアス

ニング ・最新報告性、 1991. 8  ( Fasteni ngs to Rei nforced Concret e and 

Masonar y Structures.  State-of - the-art Report )  

6. アメリカコンクリート協会 ( ACI) : コ ンクリ ート構造物に| 刻する原子力安全

コード349-85、1985( Code requi rements for nucl ear safety rel ated concrete 

structures.  ACI 349-85) 

7.  R本コンクリート工学協会・コンクリート用フアスニング技術研究委員会報

告柱、 1994. 4

8.  日本ヒノレティ: Speci fi ers Gui de.  1992. 6 
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郊外型大型ショッピンク‘ センターの構造設計

前 野 敏 元 まえのとしもと

附竹中工務后大阪本后設計部情造課

建物は、長辺約 ＳＰＰｭ 、短辺約 ＱＰＰｭ 、 ［［ＺＡｪｾ 約 ＲＰ

m で、 1階から 3 際が唐古l I i 、 4 、 5 、 R 階が駐車

場の大型ショッピンクeセ ン タ ー で あ る ( 写 真 1 ) 。

図 2 に示すように庖f ; il i I 併はユニット桃造、駐車場

階は方杖を用いた大スパン構造とした。

邸 紅 事 で は 、 邸 齢 数 が 半 減 し 、 fi V財務造に

比べてコストダウンが達成できた。 さらに作業或

が各ユニ ットごとに完結しており、作業員の投入

が符易であることや、工事車両が{ 忙お或に近接で

きるため施工効率も大幅に向上した( 写真 2 )。

鉄骨聾極t封印財芯造で設計ーした場合と上t淳史すれ

ば、ほぼ同じ重量ながら溶接や梁貫通補強等の加

工工数が減少するため、コストダウンができた。

また、梁の正伊ド数は従来柿造と同じだが、同肘妾梁

が減って取り付け容易なピン接梁が多くなり、施

性は而Uニした( 写真 3 )。木工事ては8 ，320 t の

鉄骨建方をわずか 3 カ月て完了できた。

今回用いたユニ ット構造では、市長友梨怖を ロ字

型で Ｑ スパンおきに配遺したが、建物 ｊ の形状、ｉｬＧｴｾ

数、用途に応じて他の様々なユニ ット桃成や配置

パタ ー ンぞ選定し、広〈適用力可I能である 。

4 本の柱とこれにロ字型に同財妾した大梁て‘ 構成す

るユニットがI也民力を負担する。 このロ字型大梁

は十分大きな梁成とし、それι汐十の梁は地震力を

負担しない梁成の小さなピ ン接合の小梁とする 。

小梁下だけをダクトスペースとして階おを低くし、

躯件竣経孟や仕上面鞘を少なくする。 また込弔tt は独

立基忍Eで ロ字型に基礎梁を設け、 ユニ ット以外の

部分には圭勾怒誌を設けな L、。

ユニ ッ ト椛走には以下のような コスト低i成 工

期短縮となる利点がある 。

- 必要な天井高さとダクトスペースを百悩呆しつつ、

階高を低くできる。

- 却魁定工事立を減少できる 。

・ 基破古梁のな い 音 ｉ ｾ 分に丞機が釆り入れられるので、

工事が安全かつ能率よく行える 。

・ 同Ａ日射三梁が減り、鉄 Ｇ ｉ ｾ 建方が容易となる 。

.  i割安、スリーブ等の鉄骨加工が減少する 。

一方、ダク トスペースの平面範囲が限られるた

め、 ー判 tflに設備ノレー卜 を設定する必要がある 。

者11市生活の拠点とい、える郊外型大型ショッピ

ングセンタ ーの建設が各地でみられるが、昨今の

経1淳 ]J'情により、高品質かつロ ー コストの建物を

短工期のうちにお撤する ことが望 ま れ て L、る 。

大型ショッピンクーセンタ ーの特色をあげる 。

・庖舗部はj : t ! ! . _上 3 階程度て二平面的 l こ広L、。

- 同一用途の面積が大きく、空間が均一。

・拶卜雄、空調などの紘系統設備ダクトが長 L 、。

今回、大型ショッピンク、セ ンターに適した鉄骨・

造の新架構システム( ユニ ット構造と称する) を

開発した。

従来の構造て、は、建物全域にわたって各柱問縦

横方向に岡肘妾した大梁を架設している 。 この構造

形式では大梁が地震力をほぼ均一 に負担し、建物

会主主で大きな大梁l求が必要となる 。 そのため、梁

下において必要なダク トスペー スと天井? 拐さを確

保するには階高が大きくなる 。

一方、ユニ ッ ト緋造では、而指主架椛としての大

梁をl車「統的に配置している 。図 1 に示すように、

ユニット精造とは

ill 築 地 11: 路 ili 1ll!il野区紺l江520

I  if.知也Tfiifi! 63  .  926m'  

住築I仰向 29. 384m'  

崎正I剛! 106. 407耐

構 造 S造
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近年、オフィスビノレのあらゆる設備前面でのイン

テリジェント化が進むなか、オフィスを「生活の

;場J と考えるようになり、オフィスワーカーの快

適環境への要求問ｾくな っ てきて ｌ 必 。

しかし、 l沈存ヒツレの調査によると、これまで. の

設備システムでは、高度化する快適性に対する要

求に十分応えられていないことは明らかである 。

とくに空調に| 刻しては、 O A機器の地加に起閃す

る内部負荷の噌大と遍在によるもののほか、例人

の! i L l < ; 党による差も大きいと考えられるが、寒すぎ、

暑すぎ、 ドラフ卜感、空気政および空気のよどみ

などの不満が数多〈報告されている 。

こうした状況に対応するために、線・々 な生澗方

式が試みられているが、パーソナノレ空調への対応

として、アンダーフロア盟問システムがi:1三目され

てきた。 しかしながら、 一方では昨今の: t tl 民 間3岐

jl : J j 起に端を発する総合的なエオ、ノレギ- i l 'jP.H![J :li IJの

必要性力需討議されるに至り、 一層の干Tエオ、ノレギー

化，ｾ求により、 ヒツレの述也管迎段 ｼ 併でＮのぞ｛エｾ、ノレ

ギーイヒが必要となってきている 。

. アンダーフロア空間

. 天井空間

図 1 空調方式概念図

表 1 アンダーフロア空調 システムの特徴

天井空調

パーソナル空調を実現する

アンダーフロア空調システム

一ノ瀬浩一

こうした背去を踏まえて、パーソ ナノレ環境と全

体環: . tJl の協調i ! l IJ 御を行うことにより、快適性と省

エオ、ノレギーの両立を図り、 ピノレオーナー( 管理者)

とオフィスワーカー( 居f主者) の双方に満足をも

たらすアンダーフロア自問システムを紹介する。

アンダーフロア空調とは

情 報 ・通信l ' i e線の桜射針ヒから、フリーアクセス

フロア U二げI末) の採用が急速にーづ自主化しつつあ

る。そこで、このフリーアクセスフロアの設術d内

特性を生かし、床下空Il I J をサプライチャンパとし

て、室内に空制空気を Ｑｾｬ ，Ｊ合する空調方式がアンダ

ーフロア空間である。

(1) 天井空鯛 との違 い

図 1 に、アンダーフロア自制と ーづ般の天井空間

を上回交した概念Ｚ｛習を示す 。ｾ ｝ からも分かるように、

アンダーフロア空間は、天井空[u司に対し、 3 つの

てきな特徴を持っている。

① さ左前空気の流れ方向

天井笠郡H;I:.天井面の1lJ;.:/i' ，し口から 空間空気を室

. 77 ンユニット式 床下静圧 o  mmAq 

床吹出しユニット( ファン付き) 、フリーアクセスフロア

. プレッシャ一式( グリル吹出し) 床下静圧 プラス圧

♀ 

床吹出しグリル ( 71' ンなし) 、フリーアクセスフロア

図 2 アンダーフロア空調方式

アンダーフロア空鯛

内に供給し、再び天 う ＱＱＧ リターン口からｾ気する。

これに対し、アンダーフロア空調は床面の吹出し

口から給気し天う11' 面から選気する 。 このため、ア

ンダーフロア空調の室内知和主、常に上向き気ilit

となり、室内の汚れた空気を効率よく排出できる。

② ダ ク トレス空 調

天井空調で1立、天'11' 議にサプライダクトとリタ

ーンダクトが必要なのに対 し、 アンタ守一フロア空

司司て、は、 フリーアクセスフロアの局そ下空間をサプ

ライチャンパとして、天井誠空間をリターンチャ

ンノ ｱ こ 利用するため、タ ･ ク ト ν スのｾｩ￬ｊ司システム

となる 。

③ 居住減空調

ヲ芝ヲl'富市司では、三主ー内全体が混合気i荒城となり、

室内全体を空調対象域と考えるのに対し、アンダ

ーフロア空調では、オフィスワーカーのいる居住

域( 高さ 1700- 180伽 mまで) t.ごりを空間対象域と

考える居住城空調である。

(2) 給気方 式

アンダーフロア主主調の主的1方式には、 図 2 Iこ示

すように、大きく 2 つの方式がある。

① ファンユニット式

この方式は床面の11大出し口にファンが付ーいてい

る方式で、床下静庄は Om叫がこなるように空調機

の風誌をインノ f ータ等て‘ コントローノレする。 この

方式の特徴は、各床11大1 : 1 : ' ，しユニットの風誌を、ワ

イヤレスリモコンにより個人の希望) ! l i ¥: ! l l : に調節す

ることが可能であるとともに、述]Srf! itA¥¥作て制御す

ることもできる。

② プレッシヤ一式

この方式はファンなしの床吹出しグリノレを使用

しており、空語琳幾が床下に空関空気を事1
1
し込むこ

とにより、床11大出しグリノレから室内に空間空気を

1
1ft ，':!:'，する。 そのため床下内の静圧はプラス圧にす

る必婆がある。この方式の特徴は、機操コストが

安価ですむことにあるが、反I師、i ! l IJ笹]11主に劣る こ

とや、フリーアクセスフロアからの空間空気の漏

気に注} 1 : 、を姿する。

----------
( V A V 方式)

ファンユニット式 プレッシャ一式 システムの特徴
(3) 特徴

快適性 ノ守一ソナノレ性 ム
。

温熱環境
。 。

熱負荷の処理 6  
。

空気質( タノ守コ煙の拡散) 6  
。

拡張性 部屋の間仕切変更 6  
。

レイアウト変更
。 。

制御性 空調の部分運転
。 。

個別操作 6  
。

経済性 イニシャルコスト
。 。

フンニングコスト
。 。

保守管理 調整 ・メンテの容易性 6  
。

更新工事 ・相談 6  
。

ム - 風量を個人の好みで

。 調整できる。

- 機器の発熱、タバコ

。 煙、盛挨等の室内払・

散を防ぎ、天井から

。
効率よく排出できる。

。 - 人や O A機器の増減、

。
配線変更等に柔軟に

対応可能。

1:> 
- 機著書ごとのマニュア

。
J レ制御、ゾーンごと

の自動制御が可能。

。 - ダクト工事が削減で

。
きる。( フリーフロア

があるという前提)

。 - 機擦が床面にあるた

。
めに、作業が容易とな

る。

アンタeーフロア空間システムは、フレキシピリ

ティ性、快適性、制御性、経済性、メンテ性等に

おいて、多くの特徴を持っている 。

a  J.末l次出しユニットの移動が容易であるため、

レイアウト変更や ｏａ 機終等の発鍔ゆ Ｇ ｪＧｾ の移動に際

して、 フレキシフツレな対J応力可T能である 。

b . 床 I! 大出しユニットごとに) ! l i ¥i，IlnIJ街lカ可I能な

ため、きめ車 Ｑ ＱｉやかなｾＡＺｴｦｴ制御や個人の好みに合っ

たパ- ; / ナノレな空調が実現て. きる。

c 空間空気を床面より吹き出し、夫弁而より

巡気するため、タバコの燈や粉鹿の拡散が少なく、

快適な空'l'H和党を実現て、きる。
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い か ? J い づ質問をよくされるが、 表 2 に示す

ように、従来の天井空調より粉盛立は少なくなる

傾向にある 。 これは、上向き気ii T E の流れによって、

効率良〈、室内の汚れた空気を天井面から排出す

るためと考えられる 。

(4) イニシャルコスト

イニシヤノレコストについては、建築構造体等と

の関係もあって、簡単にキ訴命づけはできないもの

の、 図 E に示すように、同じ階高て¥同じフリ ー

アクセスフロアを訟オ置するという前提条例二のもと

では、ダクト工ZJJ の大幅削減により、アンダーフ

ロア空調のほう力主天井空調( エアハン方式) より

者千安くなると考えられる。

かる。 これらのことから、吹出し口と人との距離

を、約80cm程度まで近づけることが可能となり、

かつ居位或内をむらなく さ捌することができる 。

(2) 室内温度分布

・冷房時

3000 ーーー 天井吹出し: 方式

一一一アンダーフロア方式

段定値26'C

J

i

-

-

』

。

2000 

d . ダクトレス空調であるため、ダクト工事が

不要となり、省施工である 。

巴. 機能部材が床にあるため、保守噌: 理1が容易

である 。

f. 床吹出しであるため、空間空気をパーティ

ションやその他のイ刊号に導入し吹き出すことカ可I

能となり、より 一層パーソナノレな空間が実現て、き

る。

表 1 は、天井吹出しの従来空調システムとアン

ダー フロア空間システムの特徴を一覧表にまとめ

たものである 。 表からも分かるように、アンダー

フロア空調には多くのメリッ卜があり、これから

の時代に即応したシステムい、えよう 。

1000 

高

さ

mm 
101% 23 

28 

天井吹出し方式

アンダーフロア方式

(ファンなしの場合)

アンダーフロア方式

( ファン付きの場合)

30 室温 ( "C)

ーーー 天井吹出し:方式

一一ーアンダーフロア方式

j  

ノ

/  

ーーー-. . . . 一目』ー一ー一一一ーーメー一ー一一ー一一ー

//// t  

/ 居

' 住

f 空

，， J 間

d' 'T 

'" 

28 26 

0  

22 

. 暖房時

段定値24・c

24 

3000 

2000 

1000 

高

さ

冊n

アンダーフロア空調の特性

(1) 吹出し託荒

吹出し気流の性状 l阜、 室内の温度王様境等に最も

大きな最先手を与える要因であるため、その性状が

アンダー フロア空調の成否を決定するとし、 つでも

過言ではない。図 3 に示すように、松下精工(仰の

吹出しグリノレは独自な構造により、適度な旋囲気

流を発生させ、周囲の空気 を誘引しつつドラフト

を押さえ、 空調空気を室内にすばやく拡散させる

ことができる 。 また、 l次出し角度可変プレートに

より、冷 ・温 風l侍やl次出し口と人とのE開 IEに応じ

て、旋回気J涜の立ち上がり角度を変更することが

可能で、あり、状況に即した快適環境を提供て、き る。

(5) ランニングコスト

ランニンクーコスト 上t二車交も、 まTごー|プ分なf巴t!l1はな

されていな L 、。 ただ、アンダーフロア空調の; 場合、

室 内の照明負荷や ｏａ 機おの ｾｉ 執負荷の大部分が

ヲドより効率良〈排出されるため、居住1或で、の室

内負荷が経滅され、必要空間風立が節減される 。

さらに、タ守ク トレ ス空調で‘ あるためタ。ク卜 tlfむIが

軽減されることもあり、空調空気の挽鉱丞動力とい

う点においては、天井空調より約2 0 %干割支省エヰ、

になると考えられる 。

室内垂直温度分布( 当社実験データ )

図 5 に室 内の垂直温度分布を示 す。図から分か

るように、アンダーフロア空調では、冷 ・暖房時

ともに、居住空間] において室内上下温度差が小さ

い。 特に暖房1時には、天井空間でよく問題となる

i ii J t l 熱足軍事」が解決できる。また、アンダーフロ

ア空調でよく心配される足もとの冷えもほとんど

|官官辺とならな L 、。

(3) 室内粉塵量

「アンダーフ ロア空前による室内粉際問題はな

床工事

イニシャルコスト此較( 当社民算)

アンダーフロア空調の制御

アンダーフ ロア空調には、パー ソナノレ空調査? 実

現するための様々な制御システムが用なされてお

り、用途 ・目的に応じてシステムが返封尺できる。

(1) 床吹出しユニットの制御タイプ

アンダーフロ ア空調の制御システムは、床l次出

しユニ ッ トのタイプ選択によって決まる。床I次出

しユニ ッ トの制 御方法としては、ワイヤレス リモ

コ ン や機総スイッチて Ｇ ｾｔ う単体での手動ｩｦ［ ｉｊ 笹 ｰ (操

作) のほか、 空間機に搭餓した D D C ( エアハン

コン トローラ) との通信等 による自動制御がある 。

一 方、空間機の ｊＡｍ ｬｬＺ ｩｬｩ ｉｊ 御は 、床 下静庄ｪＡｩ ＱＱ ｾ ｐ 方式と

床l次出しユニットの風五t un-}: によるj ! i IJ 御方式の 2

在鴎 Ｑ がある。 表 Ｓ はタイプ別の ｭ ｬｊ ｾｪｬ システムを一

覧表にまとめたものである 。

(2) 制御システム例

アンダーフロア空調のi ! i IJ 街lシス テムのーイ列とし

て、床吹出しユニ ッ トとして C タイプを用いた、

松下屯器産 業情報通信シ ステムセンター( 東京・

空調設備工事

図 6

30 室温 ('C)

表 2 室内粉塵量比較データ( 個/ t  )  ( 当社実験データ)

静岡毒

床吹出し空間時

非喫煙時 喫 煙 時

0. 3 154. 576 499. 189 

0.5  51.297 277. 689 

l. 0  3.611 39. 983 

3. 0 83 90 

5.0  2  2  

10. 0 
。 。

開ヰ

天井吹出し空調時

非喫煙時 喫 煙 時

0. 3 179. 898 526.299 

0. 5 62 .947 344. 077 

l. 0  4. 298 77. 658 

3.0 149 112  

5.0  4  9  

10 .0  1  2  

注 1 ) 測定点は、床上 l l OOmm高さ

注 1 ) 床吹出し空調時風量300CMH

28 26 24 

0  

22 

図 5

床吹出しグリルの特徴( 当社製品による)

事 露出しグ j

犠 ! ) 調 抑

制 出 し グ J ル

図 3

.5・c

図 4

吹出し気流の風速分布

( 当社実験データ)

図 4 において、吹出し気流の風速分布を示す。

A S H R A E による友季知而風速の推奨値0 . 2 5 m/

s の風速域が、 l次出し口より約80cm内にお さまっ

ている 。また、風速0 .25m/ s の気流が居住城市さ

1700- 180伽 mまで市雀実 に到達していることが分

58 

1000 

( 吹出口)

X- Di st ance mm 

・条件

吹出し風量 30CMH 

室内温度ー吹出し温度

目角度最小

1500 500 



タイプ別制御システム

項 自 H  C  B  Z  S  Y  

給気方式 ファンユニ、y ト式
。。 。 。 。

プレッシャ一式
。

風量切り替え ワイヤレスリモコン
。。 。

無 無 無

(手動操作)
機器スイッチ

。 。 。O (ロータリー) 無 無

風量可変ダンパ
。

自動制御 通信 (MAX 1 6ゾーン)
。。

( ゾーン制御)

A C24 V有電圧信号
。

空調機の風1立制御 ユニットの風: ! i l : 積算
。 。

床下静圧検知
。 。 。 。

空調機との 通信
。 。

インターロック
A C24 V有m圧信号

。

電源の入切
。 。 。 。

表 3
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巨空E

｟ｪＡｾＭＭＭＭー ＭＭｦ

巨包↓ 守 一一一一一一γ - f

巨田

混湿度センサー

Q ワイヤレスリモコン

:  j-， 、「 床吹出しユニット ・

i  いｲＭ一一ｾ 空調パーティシヨンなど

」 ーL. 一一 一 一 一 一-f

2 芯

( 制御線)

RA 

制御鍍

{エアハン内

組み込み)

床吹出しグ

リル( ファン

なし)

リモコンスイッチ

十 J l 目

アンダーフロア空飼の制御システム例図 7

床吹出 Lユニット( 77ン付き)

措置型ダウンフローヱアハン

エアーポスト

図 8

告IJ 合 に対し、 P M V 値がそれに対応する範囲にあ

るか否かを判定し、範囲になければ P M V :tf，;獄を

修正することで、イ ｉ ｾ は 差 に対応した快適性の 謂 判 ｩ

を百T自12にしている 。

なお、居住者か らの申告 として床吹出しユニ ッ

トの運1伝状態を手IJJ 'IJ しており、強ノ フチに切り替

えた;場合 は告すぎる、弱ノ ッチに切り替えた場合

は寒すぎるという申告 を受 付たものとしている 。

今後、ますますオフィスのイ ンテリジ、エン トイヒ

が進むなか、 パーソナノレ空調の婆求とともに、フ

リーアクセスフロアの羽E及も li'(li ;ぷに11凶主されると

忠われる 。 この ような中にあって、ア ンタeーフロ

ア空調は今後の新空前システムとして、大きな期

待 を担うも の と考え られる 。

なお、 今回は紙而の関係で車11介で きなかったが、

ノf ーソナノレ空調機器+ として のエ アーポストや、 ロ

ーノ f ーティシ ョンに吹出し円を 設けた谷五在空間ノ干

ーテ ィショ ン、空間 tli lHifll アノレコ、、 リズムおよび実証

結 果、通信線として屯灯線を利川する行施工方ヨナ

(，11: 灯線H A方式) 、干TエオJ ギー ・弘 首 制lall シス

テム等 々について、必裂があれば! i r J ，、合わせ願い

たい。
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おわりに

c 空調機とのインタ ーロ ック、強制自白j 述転、

残業対応 等 の管理 ｬｾ ｉｊ 御

d. 床 l次出しユニ ッ トおよび各機総の運転状 態

若手の中央装置への作待問却さ

(3) パーソナ凡療境と全体環境の協鯛制御

個人がワイヤレスリモコンにより好みの風乱に

切り 替 えることで、 パーソナノν環境の快適性を図

った場合に、 全体環境ヵ可呆持できるかという il !ruffi

がある 。」二百己システムにおし 、ては、

a 床 11大出しユニットの運転J ! ¥誌により給安tHut

j支の再設定( リセ ッ ト) を行う 。

｢Ｎ ゾー ン サ ーモ の計調 ｉｊ 値 が 設定 ｩｾ Ｚ ， ｴ 皮 から大 き

く外れた場合、 床l次出しユニ ッ トを強l I ilJ的に向到j

モードに切り 替 える 。

などにより、ノ f ランスをとる llilJ笹1Iを4すーっ ている 。

(4) 環境申告による修正 P M V制 御

ーづ般に、居住者にと って最も快適な温度を泌''ff-

するために、快 適 指 綴 ( P MV 値 ー温 度、温度、

気 流、輔身 ｴ￬ 足 度、 着衣盆、活ｩｬｬＱｊｩ ｾ ｴ の Ｖ つ の ｩ ￆ Ｇｴ 普 Ａ ＡＭＧ ｾ

Ｚ おからなるＩカ勺 ｾｊ ，、られている 。 この↑ 犬通指紋は、

居住宅; の体質( 暑がり、寒がり) や部屋の使川状

況、建物の構造 に依存する パ ラメータを合 んてお

り、状況により奨なる千島際となるはずである 。 こ

こでは居住者 の申告 をもとに、↑ 丸t 直と! t l . ¥t ; じている

アンダーフロア空闘機器

品川) の納入例を図 7 に示す。

床日大出しユニ ッ トは 1 台ごとに制御音|見 通信吉11

を持ち、イ図々にはワイヤレスリモコ ンにより、 自

動 一強 一中一弱 ー停止の風詮切り 替 えが行える 。

一方、 1 台の空調機がカバーする純闘を 1 空間単

位とし、こ れを任意の 16ソずーンに分書IJ し、床l次出

しユニ ッ トそれぞれに割り付ける( l ソヂー ン当た

り平均 5 台の床吹出しユニ ットヵマ配世されている) 。

l 空調単位には M A X 8 台のゾーンサーモ の

設誼カ可I能で、 空間ソ。ー ンごと の 自重加温度tli IHifll (JiID.

畳切り替え) カぎ行える 。空調ソ手ー ンは、 図 8 に示

すように、 D DC での設定変更のみで任意にど の

ような〆ー ンにも組み替 えられる〔フリーゾー ン

システム〕としており、オフィス のレイアウト 変

更にも高い自由性を持たせている 。 なお、 ゾー ン

サーモとしてワイヤレス温度セ ンサを用いる制御

システムも対応可能である。

空商務幾に搭載した D D C は、 fi拓郎 合気温度 制移J l

をはじめとした各種空調制御を行うと同時に、床

l次出しユニ ッ トとの通信により下記tlilJ 仰を行う 。

a 床 I! 大出しユニ ッ トの述転風設を脱却してイ

ンバータ出力を決定 する風量制御

b. ゾー ンサーモ による空間〆ー ンごとのi四支

出IJq.l'1l
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建 築計 画

- 関 西ベ イ エ リ ア の新 た な 灯台

大阪湾ベイ エ リアてやは、関西国際空港の開設と連動 して、 l咲掛1(南

港地区) 、鉾行1'1(北港北地区) 、夢訓1 (北港南地区) の埋め立て地の開

発が進行している 。特に 11栄H十|に位置する広大な 160ha のエリアをも

っコスモスク エ ア地区は、大阪のミナミとキタを結ぶ南北 ｾｩｬｬｩ に対し

て束の ｏｂｐ と結ぶ東西 ｾｩｬｨ の核となる大阪の手席 ＱＱ 心 を形成するもの

である 。

大阪ワ ーノレドトレー ドセンタ ー ピノレディング ( WT C ヒツレ) に

は、世界 282都市と結ばれる貿易情報拠点となるワ ーノレドトレー ド

センタ 一大阪が入居するなど、このコスモスクエアにおいて立地的

にも機能的にも中核施設として位置づけられる 。すでにアジア太平

洋 トレー ドセンタ ー ( A T C) とは屋根のあるペデス トリアンデッキ

で結ばれているが、今後さらに隣接するホテルや国際見本市会場( イ

ンテックス大阪) とも晶続することにより、関西を先導する国| 燦ピ

ジオ、ス拠点が完成する ことにな色 。

関西ーの高さ 256mの W T C ヒツレの1間 二部に設けられた展望フ

ロアにシースルーエレベーター とエスカレータ ーを乗りついて、羽ーる

とそこからは、大阪港や大阪市街はもちろんの こと、その周囲に広

がる神戸の私自立み、さらには建設中の明石海峡大橋から淡路島、海

に浮かぶ関西国際空港、生駒の山並みなど 360。の眺望が広がってい

る。この ことは、逆にこれらの地域から W T C ヒツレが関西のシンボ、

ノレタワ ー として人々の目に|映ることを示している 。

外間は空と、その空を青 〈映し出した高性能反射ガラスのカ ーテ

ンウオ ーノレのr. 1-1て" 結品化カ、、ラス打ち込み P C版からなる白い構造柱

が垂直性を力強〈表現している 。 また、 T頁部に逆四角錐にオ ーバー

ハングしている展望フロアのシルエ ッ卜はスカイラインを特徴づけ

るとともに訪れる人に展望フロアの存在を認識させる 。 ヒツレの低層

部は三角形のパットレスを設け| 隔を広げ、 しっかり t 大地に踏ん張

らせた形状 t した。 そうすることで大型の地震や台風に対して安定

する力強いt¥' I F造となる 。

新開発の外装のカ ーテンワオ ーノレは、床から天井まで、断熱性の

高し、二重カヲスによって構成されてし、る 。畳はオフィスゾーンに明

るく自然光を取り込u ' のに対して、夜は逆にオフィスの! 被l明カ喋昔1)

を除いて、床から天井まで外部に浴れる光のタワ ー として表現され

る。夜のライトアップ。計画として高さ 256mのヘリポート のエッジ

ぞ光の水平線として光らせて、さらに展望フ ロアの下部営航空障害

灯の点滅と連動しながらピノレの生きたH予肢として感じることができ
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るよう光を変化させながら赤〈浮き立たせている 。

- 世 界 に 聞 か れ た ウ ヱ ル カ ム ゲ ー ト

ピノレの低層部は、 2 つの重要な、声将本的な大空間により構成され

る。

ATC からペデストリアンテV キてや連続するフェスパと呼ばれる

約3000m'のアトリウム空間は、商劃吉舗に固まれた活気ある l明るさ

をもっイベン卜広場である 。 フェスノ ｦ の中 心 は 星 の ｬ ｬ ｾ を干莫したシ ー

スノレーエ レベーターで、 この周囲は池 lこなっていて 2 階のレベノレよ

り水が流れ落ちきらめく光が空間に動きと、水音が人々にやすらま

を与えている 。 フロアは、七夕の星座がデザ、インモチーフとして描

かれており、ア トリワムを対角に流れるように天の川 もデザインさ

れている 。 この天の川は、色や光量を変化 させながらきらめく光フ

ァイパーを埋め込んだ黒のテラゾータイノレでつくられている 。屋根

は、 j享さ200mmの 内 謝U 二げと 一体になったアルミハニカムパオ、ノレ

で外装材としての平滑性と軽量化による施工性の向上を図った。

オフィスの玄関口となる 20m吹抜けの 2 階エ ントランスロビー

は表面的な装飾で飾りたてず、 この超高層ビノレの足元の柿造的骨格

を力強くシンプノレに表現したものである 。 シースルーの方、ラスシャ

フ トは、空間に拡がりを与え、赤 ・青 ・貰の 3 色に着色された 24台

のエ レベーター とその 24のカワンタ ー ウエイ トが上下する綾子は、

白を基調としたロビー空間に色彩の動きの楽しさを与えている。 ロ

ビー床には、黒と臼の大理石密使い、太陽や月 、星 い、った コスモ

ス( 宇宙) のエ レメン トをモチーフにデザインを施し、 WTC ピノレ

( コスモタワ ー) のアイデンティティ ーをエ レカーン卜にきわだたせ

ている 。

外部てやは、車線的な建物J に対比 して柔らかな曲線を使うことによ

2 階 床 パ タ ー ン 図



ってやさしさを感じさせるデザ、インとした。また、 l吸気搭や排気塔・

煙突など建築計@L!二必要なものをデザイン化して、 エクステリア空

間のオブジ、ェとしている 。

- 最 先 端 の 機 能性・ 快 適 性 ・安 全性 を備えた超 高 層 オフィス

超高層ヒツレの計匝|において、基準階の平面は最も重要な骨格とな

る。

オフィスとして望まれること を形態的な操作をせずに構造計画と

設備計画を整合させながら、機能的てす悦駄のないレンタブノレ比のす

ぐれた計@Iとした。

オフィスフロアは、 4パンク合計24台のエ レベーターシャフ卜と

中央の廊下を骨格としたリ ニアコアを基本として、その両側 に約

800m'の柱のないフレキシブノレな事務室を配している。事務室の天井

高は、 2. 7m ( 8  - 17階は、 2. 9m) 。カ ーペッ トのひかれた床には、

3.2m のモデューノレ毎に床テV キプレー トの厚みの中で P C版によ

るオ ープンピットを設け、メンテナンスの容易な床酒乙線システムを

採用した。廊下に面しては両側それぞれ、 1  C カー ドにより入退室

をチェックする 5 つの入口を設けた。 l フロアを最大 8 つに区画す

ることがで3 るので小規J英のテナン卜にも対応て3 る。

エ レベーターバンクは、無くなる階で‘ はその面積を、 そのまま貸

室 に イ 村ヒし、 コア内倉庫のような外光の入らな し、使いにくい部分

は発生 しない。

中央の廊下は、突当たりには窓をもうけて明るく外光を感じられ

るものとしている 。特別避雌階段の附室も 、その突当たりに設けて

いるため光に向カ‘ ってi鍛佐のて3 る安全な計画と してし、る 。設官官1-

画においても、 この廊下の天う件内を建築的チャンパー とした空調S

A . RA の大動l派として、 4 カ所にバランスよく配置された屋外機

スペースにつながる合理的な平商計岡とな った。 この 4 カ所の屋外

機スペースには、 それぞ? れ避難タラップを設けて、さらに |りぷし七の
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安全性を高めている 。オフィスワ ーカーの気分転換の場所ともなる

トイレは、外に商した横長の窓のあ る明るく気持ちの良いものとし

た。

超高層オフィスとしての W T C ピノレの最大の長所は、その広くさ

えぎるもののない街と海への眺望である 。 そのメリッ卜を最大限に

オフィス空間に生かすためカーテンウオ ーノレは、天井から床までの

全てを開口部とした。当然求められる省エオ、ノレギ- 1 : オフィスの快

適な製鋪境を守るため、窓は高性能熱線反射ガラス t フロート透明

強化カ、、ラスの現場組立 2 重万、ラスとし、腰部にはその中間に判l出中

空ポリカ ー ボヌ、イ 卜 樹脂板を配して、さらに高断熱と破ｾ安 全 性 ・

遮音性能を確保している 。 この 2 重方、ラス内の結露|坊止のため、カ、

ラス 中 間層に速なるマ リ オン ｼ 折而 内 に吸放 ￬ｻ｛ｾ 性のあるシリカゲノレを

充填し、フィノレタ ーを介して外気放湿孔 に連通させる調11多重方、ラ

スシステムをf疋用している 。

アルミ構造部材はガラス而の内側の説滋! 司製ポストに支持された水

平マリオンのみである 。 この水平マリオンで方、ラスを 2 辺支持した

2次元カ ーテンウオーノレシステムは、アルミ材の 3 次元技合部が皆

無で加工部品数の少ない極めて合理的な工法であり、コスト的にも

リーズナブノレなものとなった。
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構 造 計 画

建物はアスペク卜比( 去問主階短辺長さと高さの比) が 7のスレン

ダーなプロポーションてや、 T頁部が逆台形で、足もとを台形に広げた特

徴的なシノレエッ卜となる 。構造計画にあたっては、この高さ 256mの

スレンダーな塔を凪地震の水平力に対してし、かに安定したものに

するか、また、埋め立て地盤に対しでも同様に、いかに安定したも

のにするかが最大のテーマ t なった。

圃 上 部 架 構

基準階平面はインテリジ、エントオフィスとして使いやすく、快適

な空間となることが求められる 。上記の空間の機能性を考え、掛f J f .

計画を行った。長辺方向は外側架構と内側架構の各 2構面、ともに

柱スパンが交互に 3.2 mと9. 6mになるラーメン架構とした。外相111

加わ可は短いスパンの3，2 mで対となる柱( ペアコラム) と、中間階の

E V私財成室階ごとに 3. 2mごとに設けられた市括討主と上下の大ばり

からなるフィーレンデーノレ( ペアガーダー) により大弘明響的な構造

とした。ペアフレーム架構を採用することにより、全体剛性を高め

つつ、検連j冒のワイドな窓面を実現している 。

短辺方向は、外イｊ｛牒鼎ｾＺ｢ ｦ Ｚ境界ばりイ寸きプレ ース 架構 Ｒ 構面、内側

架捕がラ ーメン架構 8構面とした。評決構はスレンダーなフ。ロポー

ションとなる 。風，地震の水平力に対し安定した架棋とし、また、

柱.J 1!lh力を| 幅広く地盤に分散するため、 7 階以下てや外柱と内柱をとも

に外イJ ! i 1に広け、大きなトラス架構を形成した( スーノ f ートラス) 。な

お、 トラスは地下にも連続し、それと直交する厚さ 800mm- 1200

m mの地下耐力壁とあわせ、高さ 256mの超高層ビノレの基礎として

スー

B  埋立土

A 沖積粘土層

Ds 洪積砂レキ届

De 洪積粘土層

の|司IH生と耐力を石悩呆した。建物足もとに広がるスーパートラスは、

5用吹抜けの大空聞を創り出した。 ここ は中央に透明方ラスの E V

シャフ卜のみが存在する開放的なエントランスロビー となり、 これ

とi主税するオ ールウェザーノ f ークと共に、魅力あるウエノレカムゲー

ト空聞を創り出している 。

- 基 礎 構 造

建設地は、昭和40- 46年に;埋め立てられた埋立地である 。埋立土

層は庶『厚約20mであり、その下に層厚約30mの沖較粘土層が存在

し、この層は埋立による圧密沈下が進行中である 。 その下に砂喋ま

たは砂と粘土の洪積層が就く地盤となっている 。木建物の支持層は

G  L - 63m以深の洪積砂鴨居とし、杭は圧密it下や液状化に対して

安全なように外周に スリップレイヤーを塗布した鋼管巻場所打拡底

杭とした。 また、建物の重量をて3 るだけ均等に地盤に分散させる

ように計画 した。建秒バ丘j習でス ーパートラス架構とし、柱を外側へ

広げることにより建物重立を質担する面積を約 2倍にすると共に、

車Ihカを外側に広げることにより「ふんばりをつけ、地震や台風に

対して安定した骨組みとしている 。

- 耐 風 設 計

通常、建築物の高さが200mを超えてくると、地震荷重よりも風荷

重の方が大きくなり、また、風による不安定振動や、風揺れによる

居住性が問題になってくる 。本建物の設計にあた っては風洞実験を

行い、その結果に基づいて耐風設計を行った。

風速を変化させた振動実験により、設計風速の 2倍の風速までは

不安定振動がないことを確認したf也、建物上部42階以上の隅切りが

長 辺 方 向 架 構図
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』 鵠::::!J
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嘩 l
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不安定振動に対しでかなり 効果的であった こと力市街忍された。 また、

主に年数回の強風H寺を対象として、建物の揺れを軽減し、居住性を

良好にする目的でf l J lJ振装置を屋上に設置してし、る 。装置は振り 子の

原理を応用したハイブリッド方式Ｈ パ ッシブとアクティブの Ｑ ｾｪ Ｚ ｊ Ｇｦ ｊ 型Ｉ

で建物の対角に 2基設置し、各重ii 上は50tonである 。

- 制 振 装 置 の 税 明

①(止ディめスるク部ブ分レーキ)

1(動そ-かす?-部駆分動車1t ) 1:

ｾ 動外ｾ力ーな Ｗｴν 、部 ー 骨 ムl

おもり ， ＢＧｾ Ｍ、Ｎ ① 

u )  

①可塑貯る

風 洞 実 験 状 況
制 振 装 置

設 備 計 画

. WTC を サ ポ ー 卜す る 最 先 端テ ク ノ ロ ジ ー

WT C は、世界の交易情報を 241時間受信可能なインテリジ、エン卜

機能を備えた超高層貸 ビノレいづ建物の性格を十分に把控し、設備

計|菌防行った。

. 安 定 した 信 頼 性 の 高 い 空 調 熱 源 供 給

地域冷暖房より 24時間の索引原( 冷水 ・温水) の供給を受け、冷水

(往 ・返) 、温水( 往 ・返) の 4管配管方式により建物内へ葬! ぽ原を搬

送し、各空調機ごとに冷房 ・暖房の遊択を可能にしている 。配管の

ソずーニ ングは、配管内圧力により低層 ( 10k 未満) 、中層 (20k 未

満) 、高層 ( 30k 未満) 糸統に分け、さらに各系統毎に主立管を 4 系

統 (100%予備付の圧力保持弁共) に分け、安定した信頼性の高い熱

i原イ共給システムとしている 。

<> 

インテ リア外気冷房排気ファン

{排煙 ファン兼用)

インテ リ7 'JI: ( l J、外気排気 7 7 ン

屋外設置型加圧排煙兼用空調機

インテリア サプライファン

(力IJ 圧 7 7 ン兼用)

ペリメ ータサプライ 7 7 ン

)1， f:担l

① イ ンテリ アサ プライファン (加11I 7 7 ン兼! 日)

② イ ンテリ ア外気冷房 j)1 気ファン WI 'j;i¥Ii 7  7 ン米 Jl J)

③ペ リメー タサ プラ イ ファン

@ イン テリ ア ルト外気初気ファン

(1 )通 常是lf 転 II /f ② ① @  

③ 

印刷|燦 H寺

直 ｊＡ 劇団ｾ I  
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加 圧 排煙兼 用 空調機 作動 パ ター ン
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¢ l;I J {_'i' ダ ン パ防1

9.. l;IJt'i' ダ ン パ間

短 排煙 ダ ン パ

俳煙 ダ ン バ
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事 務 室

- 高 機 能 型 屋 外 設 置 基 準 階 空 調 機

基準階空調は、各階 4 つの系統に分け、各系統にインテリア用と

ペ リメータ用の主調機守併設 する 全空気方式の各階分散型空調シス

テム( 外気処理を含む) とし、基準階空i'J司:機には次の持徴がある 。

①屋外設置型( 基準階から機械室をなくし事務室有効率を上げた)

② コンパクト型( インテリア t ペリメ ータ 2 台の空調機を一体イり

⑮刑塩害仕様対応型( エアフイ ノレタ等機器各所に骨阻害仕様採用)

④加圧防煙兼用型( 空調機を加庄 ファン ・排煙ファンに兼用)

⑤ ｦ 起副主 ・ 省 エ オ、ノレギ対応型Ｈ冷水 Ｎ ￬ｊｾＧＪ のダブノレ コイ ノレ組込、外

1冷房対応、送風機li インノ f ータによる可変凪量、会熱交換器によ

る持|割目収、 CO
2
濃度による最小外気)[J(.入11，1階障を採用)

信渚力イヒ対応型( 機能分散型 DDC方式、低圧損型 ロングライフェア

フィ ノレ夕、ベルトレス モータ直結フ ァン等 を採用)

- 基 準 階 空 調 兼 用 加 圧 防 煙 シ ス テ ム

従来システムにとらわれず、建物の形状や用途に応じた安全性の

高し、合理的な排煙システムの見直しを行い、常 日頃使用している各

1精 密J号機による附室加圧 ・居室樹 醐 慨 ( 附 室 ・廊下共にm，:酬の

いづ空調兼用加圧防煙方式を適用し、建築基準法第38粂に基づく

建設大臣の認定を取得して L' ，;， 。附室加圧給気ファン、 居室排煙フ

ァンは各々各階 4 台の空調機的問し、切替 えダンバの開閉等によ

り排煙運転と空i'J司運転とのモー ド切替 えを可能に し、加圧 ・排煙共

に各| 倍毎に完結するシステムとな っている 。本システム採用により、

基準 ｼ 崎平面プランて。は Ｑｾ Ｑ ［ 煙専用機械 室 、ダク ト スペ ー ス、 ｉ ｬ ｪ［ｴ 室 給気

シャフ 卜が不要となり、スペースの有効利用 も図れた。

(山きI:. l / s m設 計 設 例

t うき … / 日迷蹴附設制計 附 附D
むら力か‘ み しのぶ/ 日建E設生計 工務部
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W TC  

施工

西川弘美/ 梅原弘記

- 工 程 計 画

総合工程表を図に示す。全体工期は50ヶ月、そのうち建設工事は

48ヶ月て、あった。工事密度の平均化を計るため、中間工期を定めた

「マイノレストーンj を設定し、前半の 18ヶ月聞が基礎、地下工事、

残りの後半をtt l L ヒ工事とした分割工程管理を行った。施工)1頂序とし

て、工事立の多 い中央高層部地下工事を先行さ せ、その後、高層部

I也上鉄骨工事と外周低層部工事を平行して施工する計画とした。

これら の工事を風が強い人工島で、いかに効率よく、安全に、さ

らに新技術を導入 した高品質な建物を、工期内に完成さ せるかがポ

イン卜となった。

. 地 下 工事 計 画

』加也l立、昭和40年代に大阪甫港を埋立 した人工島てや、若齢の軟弱

士山盟主である 。土ii tが約25万m'に及ぶ大j見A英掘削工事となるため、可

能な限り問辺 の道 路や埋設管に ｴ 淵 Ｑｾ 与えず 、杭工 事 、掘削工 事を

行うことが大きなテーマであ った。特に、山留壁内側の土が、外仰IJ

の土の自重により 押されて持ち上ってくる という“ 盤ぶくれ" に対

して最も 注意を払っ て計画した。以下にその計画と掘削断面図を示

す。

1)  111留壁周辺の地盤を法而で残すことにより、 ヒーピンクマを抑制

し、中央高層部の工事が先行できる、アイランド工法を採用した。

2  ) 外周山留壁は、ソイノレa J IJ 壁 としj rl : r有制土用に GL - 21. 5 mま

て可艮入れして、外部か らの地下水の侵入を防止する遮水工法とし

た。さらに、芯才オH鋼を @90の6ピッチてや、ノ f イブロ ハンマーにて

打ち込み GL - 43. 5m のj財員砂層附近まで岐入れをして、山留材

の先端が ヒーピンク。により移動することを防止した。

3  ) 周辺の法商残土は掘削による水位低下と 共 I: iji包燥収縮を起こし、

山留壁の側方変位防止の反力として、計算通り iこ有効な働きをし

ないことが予想された。対策として、外周部の 11街床躯体を逆打

法によって掘削前に先行構築し、リ ング状の11島起こし t して、

111留壁頭部の変形を防止することとした。また、この床は 100t ク

レーンてや作業ができるように補強をして、重機付喋 床 としても活

用し、さらに、外周部地下掘削、躯休工事し高層I也上工事の上

、作業を仕切る 堅固 な安全床 としても利用した。

4  ) 法而の土f止を多く残 し土の安定を言「る目的てや、内側に二重山留

壁を設け、 基礎を反力 t した斜切梁を架設 して、山留壁の変形防

止に努めた。

5) 外周柱列山留壁の各高芯材に、多段式傾斜計と歪言十を取付けて、

パソ コンによる 山留壁の変形、応力の集中管理計iHI陪行った。 さ

76 建築と社会 ・l 蜘 ι

らに、 そのデータをもとに有限要素法により、次工程の予測解析

ぞ行い安全を羽生認して、掘削工事を進めた。

上記の計画に基づいて工事を進めたが、予測角平析の結果が管理値

を上まわった場合は、斜切梁の追加、プレ ロー ドの増加、山留壁外

音I1の水圧低下等の声慌をナ行い、 山留壁の変形、応力を管理限界以内

に納めて、無事、 地下工事を完了す ることができた。

- 地 上 工事 計画

I也上高層部は、 71街か ら52階まてがが基準階で、 T頁部展望階はオー

バハングした逆台形を形成し、さらに足元を台形に広げ、吹抜け高

きが30mとなるス ーパ トラスて冶均支されている 。これ らの鉄骨建方

と、風の強い海岸で安全に能率よく資材を揚重する こと が認題であ

った。下記にその計画を示す。

1  ) 西日本地区では初めてとなる大型タワークレーン J C C- 900H

2基と、 J C C- 200H 2基を、j : l ! ! . _ 上の揚重機として設置 した。

2) 台形吹抜けスーパー トラス( 1 - 7階) の鉄骨建方は、斜柱の建

方時及び、建て直し時に大きな水平反力を必要とすること、また、

タワ ークレーンの フロアー クライミンク'11寺の荷重が負担て3 る仮

受け構台 (主主重量360t) を設け、反力架台 として使用した。

3) 基準階の鉄骨建方は、 15節分のJ必亙し工事となる 。 l 節当 りの

揚重計画が、全体工程に大言< 1;(縄 lするため、できる 7ご、けユニ ッ

ト化、システム化を図った。 イー信長的な工法はユニットフロアー( 最

大9. 6mX 12. 0m，22. 0t) の探用て¥仮設材、床版資材の同時錫

重が可能となり、効率イじ強風対策、および労鵡の平均化と なっ

?こ。

4) 搭屋展望階は、フやレース構造が主体となり鉄骨重量に対して部

材数が多く、複雑て守且立てが困難な状況にあ った。そのため梁や

車dJ プレースは、柱 t 共に仮受け台て'"j:m組をする計画とし、 揚重回

数や高戸斤てρ の危険作業を減らす安全な施工となった。

写 真 l 平 成 3 年 6 月 撮 影



5  Ｉ外装は、結 ミ 型 ｐ ｃ｡ 版とアノレミ ｾ Ａ ｉＮ ｆ，目の合成カ ー テンウオ ー ノレが係

用された。外壁の省エオ、ノレギ一及び、遮音、気密性能の向上を目

的とした現場ノックダウン方式による 二重方、ラス構造である 。I[X

付イヤ楽には、工程、品質、安全、制即，t策を考慮して、セノレ フク

ライミング方式による外部ユニッ ト足場 (2 階分で l 層) を全周

設けた。

6) 作業員、仕上材料等 の揚重を円i骨に進めるために、エレベータ

シャフトの工事を先行して施工し、早} 切に本設エレベータ ( EV)

に切替える計画 とした。 その結果、竣工の12ヶ月前より本設E V

の運転を開始し、同H寺に合計 8 台の本設E Vを仮設使川すること

により、揚重のスピー ドイヒを計った。主交工の 8 ヶ月前より仮設E V .

リフ トの解休を行い、通常工程のオ、ックとされている l 階のエン

総 合 工 程 表
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トラ ン ス ホ ー ノレ、 I次 抜 部 な ど の イ 土u 事 を 、 ス ム ー ス: . (:1J虻Eす る

ことカ fてやき t:. 。

鉄骨建ブ11
rll の 風 に よ る 工 事の 休 止 円 を、 当初 大 阪 港湾 局 の 気 象デ

ー タ より、 23日 間 と 見 込 ん で い た が 、 ユ ニ ッ ト 化 ・シ ス テ ム 化の 一ー

夫 もあり、 実 施 工事 て

圃 安 全 管 理

「安 全 と 施 工の 寸 本化 を 滑 り 、 全 工期現在災 害の 達 成J を 目 標 と し

て 安 全活 動 を 杭 極 的 に

、ト

写真 3 平 成 5 年 4 月撮 影

か ら 、 墜 落 、 飛 来 落 下 に よ る 重 大 災害 の 防 止 を最 重点 に お い た。 K

Y 活 動 の 充実 、 作業 員 の教 育 、 担当 別ノ f トロ ー ノレの 強 化、 不 安 全 設

備 の 即 是 正 、 イ土 上 段 階 に お け る 各 フ ロ ア 担当 者 に よ る 集 中 管 理 等 に

よ り 、 災害 発 生 要閃 の 除 ま に 努 め た。

現 場全 員 の 長期 に亘 る 努 力 の 結果 、 延 べ 労 働 時 間数 620万 時 間 無

災 害 を 記 録 し た。

( 酬 弘 美 株 式 会社 大 桝Il 大阪ワ ールド トレー ド‘ センタ一県 伊附 本 所 長 、
村 ｾ￟ｪ 弘記 株 式会社大 林 正 ｮ Ｎ 大 ｼ 坂ワ ー ノレド ト レ ー ド セ ンタ ー 共 ｼ 百 ｬ 企業体制所長 Ｏ

写 真 4 平 成 6 年 l 月 撮 影

- 建 築 概 要

. 建 築 主 株 式 会 社 ワ ールドトレード七ンタービルディング

・設 計円辿設計 ・マンンーニ・ ダッフィ ーアソシエイツ

・監 理日i j ! 設計

・施 工 者 大 林 ・鹿島 ・三井 ・鴻池 ・銭高 ・東急 ・奥村 ・西松 ・五洋 ・日本国土 ・ターナー

建設工司診も悶企業体( 建築 ・殻備一括)

. 建 設 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 北1丁目 14番16号

・地1草地区準工業地域指定容積率300%準防火地岐

再開発地区整備計画区坂許容容積率上限600%

・敷 地 面 積 20.000m'

. 建 物 規 模 地 下 3階地上55階最高高き256m

・情 造 高 層 部 ー鉄骨造 ・低層部・鉄骨鉄筋コンクリ ー ト造

. 基礎地業場所打鋼管コンクリ ー ト杭( 鉱底抗) 第二天満陥 ( SGL-63. 7m) に支持

. 基 礎 情 造 高 層 部 : 鉄骨鉄筋コンクリート造基礎深さ SGL- 14. 3m

低周部' 鉄筋コンクリート進基礎深志 SGL 12. 3m 

. 建 築 面 積 11. 000m'

・延 床 面 積 150.000m'

・用 途 超 高 層 基 準 階 展 望 台 ・展望レストラン等

商問・中l面基理事昔 。オフィス ・コンピューターフロア

低 胸 部オールウエザーパーク( フェスバ) ・庖舗

地 下 階 俊 械 室 ・駐車場 (800台) ・地域冷暖房施設 (5.000m' )

. 仕上げ概要 主要外部仕上 外壁 アノレミパ ｾＮｉ レ ・ 結品化ガラス Ｗ ｊＧ ｶ ミカーテンウオールサ γ ン

主主具 熱線反射ガラス

主 要 内 部 仕 上 事 務 室 床 カ ーベ γ トタイル

l¥! プラスターポード 下地 エマノレジョンペイント塗

￧ｾ ｪＺ＠ 岩綿吸音仮貼( ' " ステム天井)
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- 設 備 概 要

. 電 気 設 備 受 電

特高ドランス

高圧配fll

副電気室

高圧トランス

特同221<V 3回線スポー トヰ、ットワー夕方式

6.0001<V Ax  3台

コンピュータ一周は 2 m高圧母線仁よるループ配11l 1i 式

分散方式 t して各階に設置

動力m3<T3W200V 300l<V A 37 ロアに 2台

灯悶 3<T3W200V 300KV A 37 ロアに i 台

コンセント用 3<t 3 W100V 300l<V A 37 ロ7 に l 台

自家用発m設備 ディーゼルエンジン駆動発電犠 1.8751<V Ax 2台

基準階照明 埋込型40WxI ( ' " ステム天井) 設計熊度 500ルックス

中央監視盤 発変電設備監視動力 ・照明設備監視防災監視等

防災設備 自動火災報知設備 ・非常放送設備 ・無線通信設備

弱電設備 I TV 設備・情報設備( 1l ! 話交後・受付案内・POS.ヒリν運用管理・鍵管理)

駐車場内管制設備 ・3 ウェイオ ープン 7 ロアダクト

- 空調設備熱源はコスモスタエア熱供給会社からの冷 ・温水を受給

引込容量 予定冷水 5.560RT/H 温水 7.980Mcal/h

空調方式 個別空調方式

制御方式 中央 ・スケジュール発停

基準階空調 方式各階分散 ・各階4系統分散方式

形式インテリア ・ペ? メ ータ一一体昆外殻位形式

機能可変風窓制御 ・外気冷房

iniil 白水怖 ・m力給水方式

局所給湯 (11 l 気貯湯式湯沸器)

. 衛 生 設 備 給 水 設 備

給湯設備

消火設備
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学 生 の 頁 関西建築学生企画 (d五〕

対 談 [da] 関 西 卒 業 設 計 の 宴 は オ モ ロ か っ た の か ?

3月18 日、安治川べ りの倉庫で「宴」は催された。ひと

り3 枚ずつ手渡されたシールを作品のそばに貼るニ

とてす支 票 とし 、 来 場 者が良いと思う作品を ｩ 茎 ｩ ｾ ことか

ら「宴」は始ま った。投票率は約 6割だった。

d: この結果に [d正] はがっかりしている。良いと思える

作品数が 3 に満たない、あるいは O という人がいたの

かもしれないけ E、厳しく尉削っても、そんなにレ

ベルの低い作品ばかりで. はなかったはずだ。fごから、

端から投票する気 もなしただ鑑賞するだけで立ち去

っていった人が多かったい、うのが烏F目fごと思うんだ。

a ・そんなところだろうけど、そんなに問題かな。

d:  )1阪に説明するとね、 今回の企画の出発点には、 これ

までの卒業椋|震( 以下、卒言|展) に対する不満があ

った/ した、。

正 きれいに展示された卒業7訴 1- ( 以下、卒計) の作品

訴の中からゲス トの偉い先生が何点か選んてo コメン

卜する、っていうようなやつだね。で‘ もあれも結す芯お

もしろいときがあると思うけど。

d  :  t_:、けど、それはすばらしい作品があったり、本当の

怠l床での 「先生」がいたりするときだけfごろう? そう

い っ たイ｛ｾ ｛ 人 のタレン トカ弔在するかしないか以前の、

牛計j裂自体の欠陥を改良できた ら、よ りオモロイこと

がやれるんじゃないかと [d正] は考えたんだ。

d  そんな欠陥があるのかな。

d  あったんだ。 しかもそれは第一因企画の内藤康氏

との対談会における欠陥でもあった。あの企画で致命

的だったのは、学生を対談者/ 観客の二程! J J l に、完全

に分 ｾｩｬ ｊ してしま っ たことだ 。 その ＱＱ ＣＮ ＰＱＺ｜で「 学 生 ｛ ｭ の寸、

ヅ 卜ワークを形成」い、う [da] の前提は建前へと大

きく f灸i且してしま った。

a: そういう努: 悶気にな ってしま っていたね。

d: 同様の二分割が、作者/ 鑑賞者い、う形て、、今まで

のZf:1l -1燥にも存在していて、そしてその分割が双方を

過剰に守るシェノレタ ーになり、それが卒言「展をオモロ

ナイものにしていると思うんfご。

正: シェノレターっていうI : _ ?

d: そう L 、う A にカッチリと二分割されている限り両

者の1mに対話は生まれにくい。作者の{ J l IJは、作品を展

示 した時点てすべての翻売を果たしたかのような気

分にな っ℃、後l. i 自分の未熟な苦[1分を「先生」に指摘

しても らうのを待つだけ。鑑賞者の方も、 この作品が

何 t なく好きだとか、あの先生はわかつてない t か、

'11['間内でワ夕、ウタ言い合う砲丸いくらなんでも車鰍

の質ヵ可止すまないか? これじ ゃ、卒昔|ーと、卒言十展が、

あまりにもも っ ｴｾ いないと思うんだ 。

d ・卒計って作Iなんだろうね。

d 少 なくともいえるのは、卒計は作者以外の人間仁

見せることを前提としてつくられているという こ と

た〉 にも関わらず、さ っき 言ったシェノレターが、司守1-

を介したコミュニケーションを不完全なものにして

いるのではないか。Tごったらシェノレターを少しでも切

りn)I して、その隙[ : ¥1 から作者/ 鑑賞者双方の足元を問

い直すことができないか。 そういう狙いて、具f本的な

仕掛け t して設定したのが、投惑であり、その後の「競

りJ 1 : 名づけた、公開審査だったんだ。

a : つ まりあの投票は、あの場tこいた人間jが、作品 t 関

わろうとする第一歩になるはずだったという こと か。

d: だから、総校禁数が少ないということは問題なんだ。
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こういった仕掛けカワ庖されていても、自分をコミュニ

ケーションの網の中にさらそうとしない来場者が多数

いたい、うことになるのだから。「宴」の中では観客な

んでいう立場はあり待ない。来場した人がこの「宴」

をオモロナイと感じたな ら、それはその人のせいて. も

あるしもしオモロイと感じたなら、それはその人の

おかげて、もある、というふうに [必1は考えているんだ。

6 ・でも 実際は傍観を決め込んだ人がたくさんいたと 。

そしてこれは僕らの世代の学生気!l'1. の典型だよね。

d  うれしくない結果だけ E、これも現時点での関西

の主I ! : 築学生の状況をあらわしているんだ t 見なせば、

今回の企画の趣旨に添っているい、えなくもない。

a : ヘタすると展示内容よりも如実に状況を浮き彫り

にしているかもしれへんな侠) 。

夕方 5時に投票 は打ち切ら札「競 り」にかける作品を

選出するために集計カず行われた。特徴 として豪華なプ

レゼン技法を使った作品に票が集 まる傾向が見ら札

その一方で、非常によ く練 られた内容を持っているに

も関わらず、不当ともいえる ぐらい票が少ない作品が

い くつかあった。そして、それらはいずれも凝っ たフ.

レゼン技j去を用いていない作品だった。

d プレゼンに用いられている技術を寺qi 価すること自

体は至極当然のことだろう 。

d  そうなんだりど、今回の「宴」の場合は、大学 によ

って製作剣牛がかなり災なると L 、うことを、頭に入れ

ておいて欲しかったんだ。卒言1- 1こ功会7できる Jm問ひと

つを t っても、長いところで10カ月近〈、 短 い方では

震災のＩｾ縛もあって実質 Ｒ 迎聞なんでいう ｴ こ ろも

あった い づ 具合だからね。 それにそんな事怖を抜き

にしても、この結果は問題だろう 。 これ州列えば、街

角で不特定の人からアンケートを採った結果だとい

うのな ら納得てきるけど、会場にいたのはほは全員建

築系の学生だったんだから、 mを傾げざるを待ない。

Ef:f副守には、すべてにじ っ くり目を通すのもしんどく

なかったと思う 。内容を読みとろうとする気がなかっ

たのか、それとも内容を読みとる力がなかったのか。

d: コンペ入選至上主義とても呼ペるようなf副Eの底l . i WJ

がこの根木にある気がする。 まず目を号| かなきゃダメ

なんだ、という仰I値観がt色対的になりつつあるだろう?

a : い〈 ら内容が良くても表きjむ併去がマス。けりゃ仕方が

ないというのは当然だとは思うけど、表現がうまいと

いうのと目立つというのとは全然違うこと だよね。

d: それだけじ ゃない。 このコンペ入選至上主義ってや

つは内容の質的低下をも招いている 気がして仕方が

ない。作者l阜、諸学品の好みをl呪みながら、対益説法的

にコンセプトをひねり出す。 そして人選してコメント

が添えられたりしない限り、作品の内の|問題点がJ尉商

されたりすることもない。これじ ゃ表現力が仇上する

こと があっても内容に関しては進歩ナシ、だよね。

a : ここ で、も対話なんて成立 していないということか。

内容や思考過程、立脚点が| 明い直されることはあり得

ない 。ーヲ ｅ のアイデ、イアとちょ っ とした造 Ｑｾ センス、

ゴ、ー ジ、ヤスなプレセツテクさえそろえば入選してしま

うんfごからね。まるで失点の大喜利みTよいやなあ侠) 。

d  そして「作品のみで滞る」なんて L、うl児文とともに

コミュニケーション不全症は強化されていく 。1座布団

ｴ られる心配すらｾＡ｜ｆ，いんやから侠Ｉ 。 自分の作品の内

容を問い直す訓練を積んでいないのなら、他人の作品

の内容を読みとるカがなくても不思議じゃない。

正: でもそんな状況だとわかっていながら、 [da] はわ

ざわざ人気投票みたいなことをやったんだね。

d: 誤解されているかもしれないから、念を押してお

きたいんた' Ht 、作品に俊明の矧目iを下そうなんて意

図は全くなかった。 [d叫が問題にしたかったのは作品

の優劣ではなくて、作者も鑑仏者も合めて、学生がど

ういう切り口で、 E こに車111足をおいて建築を寺刊面して

いる のか、と いうことだった。 そして、それを投票の

後の「競り」て明 らかにできればと考えていたんだ。

a : ところ力士 「競り」の頃にはかなりの人がすでに帰

ってしま っていた。なんか空振 りするのが [d泊 の お

家芸み ｴｾ いになってきてるんちゃうの侠Ｉ。

結局、「競 り」にはスタ ッフ、出品者を含めてとはいえ、

約50人が参加した。初めての試みとしては上出来なの

かもしれない。 しかしやはり発言していたのはひと握

りの人間のみで、我4 学生の議論ベタも相変わらずだ

った。

正: ヘタというよりは回避い、ったほうがいい。僕らの

世代の鈍《のひ t つにこの手際制司遊い、うのがあって、

上の世代別目当イライラさせているみたいやね侠) 。

d 話し合いの持つ穆陶しさに対する妹恐感もわかる

んだけど、それでもそろそろ守滋命い、う方法が復権し

てい、いんじゃないか。建築系学生の|聞にくや らL 、はね。

￡ Ｚ 言 ｾにできない魅力い、うのもあるんじゃないか 。



d  もちろんそう思う 。だけど、建築は、改めて言う ま a: この作品は一回目の投票で、は10位だったけど、そ

でもないとは思うりど、言1iili r，性というものからも、広 れが議論を経ることで ここまで順位を上げた理由は

い ｊｾｉ 床での政治性というものからも逃れることはで いったい何なんたちうか。

きない。そんな 中でいいモノを作ろうと思ったら、語 d : 具体的機能に| 到するコメン卜など、 言葉による説

り得る部分は語り尽くしきって、その後、ある種の飛 明をほとん E しようとしないという姿勢が、か λ って

ｾｉｪｬｾ ヶ発生させるこ ｴ によって、 言 葉を越えた魅力を生 この作品を読むための手がかりを多くの人に与えた

み出していくしかないんじゃないかな。 んじゃないか。すばらい、花信犯だった。

正: そうだとしても' 1:誕百命してなんになるんだ」ってい a: 多くの学生が信じ込んでいる建築の枠組みから軽

う空気はそう簡単には消えないだろうね。良い惑いは やかに脱出していると ころに、突き抜けた爽快! 誌を感

別として、それが僕らの !止代なんだ。 じた。「卒計なんだから今までにないものを作ろうと

d: 上の世代に対する反動なんかもあると JE、うんだけ した」という戸をよく耳にした力士その試みの$ < が

ど、だからこそ、僕らはもっとク ールに、単純な思考 ffω 長ある桝図から抜り出る ことなく終わっていただ

支援ツ ーノレのひとつとして議論というものを使 λl ま けに、この作品の人気の高さは必然い、えるだろう 。

いいんじゃないかな。うまく使えば、書滋命ももっとオモ d: そしてこの{供品と好対照だったのが、 l 位になった

ロイ技術になるはずだ。[da] の言 う「学生聞のオ、ット rThe  Terminal  Wi th The Romant ic  Engi nes→附子船

ワーク」だって基本的には会話なんた当たり前やけど、 による観北施設ーJ ( 清水秀人 ・京者日工 芸 樹It大学) 。

文iili とか、困問反回す、っていうわけゃないで侠)0 a : あらゆる意味での笑現可能性を感じさせるほどの

上位10作品及び「競り」の参加者が推した作品につい 級密な構想力て高いテンションの線を積み重ねてい

て議論が交わさn . . 最後にもう一度投票が行われた。 くそのカiii; が他を圧倒してし、た。

d : 紙阪の者11合もあるから、最制支菜で上位 51立にな d :  r現実にあり待そうなテ。ザインでは卒計としては

った作品ぞ紹介しながら、どんな号厳命が「殺り」にお おもしろくないので、は」い、う質問に、作者は ｾ ｉｴ 然 ｴ

u てなされたのか報告しよう 。

a : まずは 5位になった rpROJ ECT'M- 穿蹴磁波の

非人たちへJ (山木妬治 ・京都次学) から。

d : なによりもまず、この作者は議論がうまかった。

「こ の建築物自体が環境を破線しているんじゃない

で、すか」なんでいうやや短絡的な質問に対しても冷静

に答えていた。そんなことは氷知の上でこの作品に取

り組んでいたんだろうね。他の多くが問題意識を持つ

t ころまでで息切れしていたのに対して、彼l. i 自らの

問題15: 識の内の問題点まで、はっきり自覚していた。作

品に対して怠l床のある批評が成り立ちやすかったと

いう点て¥オナニーに終始しがちな卒計の作品計から

一歩ぬきんでL:社会性的弱与していたい、 λ るだろう 。

a :  4位になったのは「とむらいー現代の両基jlJ lJ J (比

談結子・奈良女子大学) 。 これはもっ t も誠命的盛り上

がった作品の|人j のひとつTごね。

d:  ｭ，ｾ命が縦 ｬ ｊ したといっても い い俣Ｉ 。 死いづ重

いテー＿を扱っていたた Ｂ ｈ に、長 田 で被災した学 ｾ ｉ ー か

ら 「こ の作者はr"Eをなめてるんじゃないで、すか」 とま

で言 われたりもしていた。書道志命の際には疑問視する怠

見が多かったにも関わらず、 t[説冬(I'J にこれだけの祭を

I! l 摘したとし、うことを E う解釈すればいいのかな。

a : 墓に|具lする民俗学的知識に星野1ちされた、死に対す

る彼女の考え方に説得力を感じた人が、 f覇軍命には参加

しないながらも多かった t いうこと fごろう 。 それとも

多くの学生が死をなめているい、う ことなのだろうか?

d 社会問題的な ことをテーマに据 λ て建築で答えよ

うい、う作品は今では少数派になりつつあるから、以

上 2作品のl順位は興l劇祭い。 そしてある窓l床て W9i 成

主流のタ イプなのが 3位になった「造二のかたち J (問中

恵美子 ・大阪芸事f'd古学) 。これは音楽を合めた音に対す

るl集い思索しそれが建築的なPi にうまく翻野沢されて

いた点力雫1司iII iされて いたようだ。

正今回の「宴」の中で‘ は[如lタ村I'J だったフ。レセ、、ン手法を

差しヲ ｼ いても、なお残る ｾ Ａｍ 守の魅力があったから、議

論を経た後でも これだけの栗を集めたのだろう 。彼女

l.i r音と建築しどちらにより興味がありますか」と

いう IUj いに「音です」と 即答していたね。

d : その}?J!. い切りの良さがこの作品の魅力の理由を説明

しているように思う 。そして思い切1りの良さは 21立に

なった rGLASS 田 GH WAYJ ( 作切断IJ佳 ・京剖賄事

大学) にも感じられた。

して「私は設計がやりたくて この道を選んだ」と答え

ていたのだが、その徹底ぶりには目を見張るものがあ

った。 2位の rGLASS 田 GH WAYJ が建築の中将Eみ

を1i lM訪凶句 lこ無視しているのだ t すれば、 この作品は

建築の枠組みを疑う ことなく目一杯使いきって作ら

れている t いえるのではないか。

a :  2位に大差をつけての 1位だったが、その一方で

「すごいと は思うけど魅力を感じない」と しづ 戸 が 最

後まで残った作品て‘もあった 。 結果 Ｈ ｉｾｊ に、「卒百 十 と はな

にか、建築的な夢と はなにか」 い、う問いを、僕ら学

生に投げかけることになったようだね。

d: 以上で、: l I : 1 J 冬投票の結果上位 51立になった作品と、

その作品に| 刻するZ指命をさ、っ t 振り返ったんだ、けど、

ここでは取り上げられなかった作品及びそれについ

ての作者のコメン ト、それに統< Wl 詰命の中にもいろい

ろおもしろいものがあった ことも、つけ力日 λ ておきたし、。

a: さすがに こういう企画にわざわざ出品しよう t す

る人たちだりの ことはあるなあ、 t 思わされたね。

d: これで、ざっ c_ r宴」の経過を報告したわけだりど、

トータノレで この「宴」はオモロかった t いえるのかな。

a : 最終的には興財ZEい結果が出せたといってし、いん

じゃないかな。普段異なる環境にいる人間が、同じテ

ーマを持って一堂に会するた" Hて、も 価値があったし。

d: さらに、 作品だけじゃなく 作 る姿勢をも垣間見る

ことができたと同時に、見るfJl IJ の姿勢もわすe かながら

l切らかになった。 それによって、僕ら学生の多くがい

かに無自覚' にいろいろなものの束縛を受けているの

かが笑Ａｾちてきたんじゃないかな 。

正: そういう声は多かった。大学: ごとのカラ ーの違い

がやっぱりあるんだな、ってね。

d : それだけでも、学生聞のオ、ットワ ーク形成という

目標は間違っていない。自分の足元を問い直すために

は、自分の立場を相対的に見なければいけない。 その

ために有効な道具のひとつがオ、ッ トワークだからね。

正:こ れから臼正] は何をやっていくのかな。

d: とりあえず、何かしら固まった主義のための品雌哉

とfごりは誤解されたくな い。いろいろな人の頭の中に

あるオ モロイこ とを具体化するための「場」を作 る道

具のひとつとして [d正] を捉えてもらいた いんだ。 そ

ういえば、「宴」引 l寺に、初対面の人間同士ワイン片手

に感り上がっている連中がいただろう 。

正 [da] がやってる鳴り 」なんか無視してな侠) 。

d  あいつらが「なんやねん、あの司会、つまらん話ば

っかりしゃがって」なんて話をしてたとしても全くか

まへん侠) 。そういう連中がいる間は旬a] にも希望

がある 。無言のブーイングって丸、う真綿で首を絞めら

れてし、く方がよほど恐ろしい。

a : どんなかたちであれ、波紋が広がっていけば [d詞

にも有在意義があると 。

､Ｚ 小 さな波て‘も Ｊｊｾ りて起 こ せばピックヲェ ー ヴにな

るかも、つてな。

「宴」開催に当た っては、非常に多 くの方々のご理解

とこ協力を頂きました。ニニに心より御礼申し上げま

す。ことに作品出展あるいは投票というかたちで「宴」

に 「参加」してくれた皆さんには、本当に感謝してい

ます。皆さんの積徳的な意志ゐずなければ、我々は今こ

うして文章を書 くことすらできなかったでしょう 。

なお、あらためて展示することになっていた上位 5作

品は、都合により今後の本誌誌上 、、ギャラリー [ daJ 。

に「展示」することと致します。何卒ご容赦下さい。

(文12. 笠置勇星大阪大寺挫築工学キヰ)
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[ お知らせ]
n f o r ma t i o n  

まちづくりシンポジウムく芦屋の再生に向けて〉

A Aネッ トワーク (Alive Ashiya Network，略称 AAN、

代表・建築家 ・山崎泰孝氏) は、芦屋て育ち、居住し、

またそこに関心を持つ建築家、フランナ一、アーチス

卜が阪神大震災を契機に、芦屋の再生に向けて結成し

たボランテ ィア車E織で、新しい芦屋のイメージを求め

て、下記のシンポ ジウムを開催する。

圃 Part 1  r芦屋の再生への脳i aj - AANの提案と 住民

との意見交換

日時 1995年 7 月15日ω 14  :  ｏｏｾ＠ 17 :  00 

会場 芦屋市商工会館

定員 100名

内 容 芦 屋 市震災復興本笥玲旦当官、山崎泰孝、小林| 亘

( 建築家) 、宮本佳明( 建築家) 、天藤公夫( 建築

家) 、佐々木葉ニ( ランドスケープ Arよ 安 井 多

津子( 医師) 、; 可崎晃一 ( アーテイスト) 、大島哲

蔵( 建築評論家) 、久隆浩( 大阪大学) 氏らを

パネラーに予定。

• Part 2  r再生の集い」 軽食と音楽による朝見会

ル・コルビ、ユジ、工『色彩の鍵盤』

ル・コルヒ'ュジエは、 1932年と 1959年に壁紙のデザイ

ンをしている。これはスイスの壁紙メーカ一、ザルブ

ラ社から発表されているが、そのデザインには彼の色

彩に対する紫ト心な追求ぶ りが表れている。ル ・コルビ

ユジエはこの壁紙カタログに 『色彩の鍵盤j とタイト

ルを付けている。

今回の展覧会は、ル ・コルビュ ジエの追求した建築彩

色を紹介しながら、これらの壁紙カタログを初公開す

るものである。入場無料。

会 期 1995年 6 月 5 日伺ト 8 月10日

10: ＰＰｾＱＷ ・ ＰＰ 土日は休み

会 場 ギ ャ ル リ ー ・タイセイ( 新宿センタービル)

東京都新宿区西新宿卜25-1

TEL03- 5381- 5510 

展 示 ・ザルブラ社壁紙カタログ I 、11

・ル ・コルヒ.ユジエの白Zの変遷一一建築作

品の写真、各種資料、油彩作品、水彩、 ド

ローイ ンク瀬、建築模型、色彩を語る文献

. 参考資ギト一一デ ・ステ イルなどの色彩E雪崩

ル・コルピュジエ r... ルセイユのユニテJ ( 1952) 
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日時 1995年 7 月15日出 ＱＶ ・ ＰＰｾＲＰ :∞ 

会場芦屋中央地区公光公園仮設テント

対象 Part 1の参加者、地元およひ芦屋市内の住民

内容野外での飲食パーテ ィー、市民と A Aネット ワ

ークの懇親会。コーデイネーターは写真家 ・高橋

糊司氏。

• Part 3  r芸祢諸日市 ・芦屋をめさ. してJ 一知事 ・市長

を交えてのシンポジウム

日時 1995年 7 月16日(日) 1  4  :  ｏｏｾ＠ 17 :  00 

会場芦屋市商工会館芦屋市公光町4-28

定員 100名

内容員原俊民( 兵庫県知事) 、溜水義久( 兵庫県副知

事) 、北村春江( 芦屋市長) 、北村陸夫( 建築家) 、

三好庸隆( プランナー)、 元永定正( アーテイス

卜) 、鈴木祐司( ジャーナリス ト)、 山田崇雄 (G

デザイナー) 、 山崎泰孝( 建築家) 氏らを予定。

一部変更の可能性もあり。

参加問い合わせは AAN事務局 TEL0797- 34-6701へ。

ART BOX NAGOY A'95 

竹中工務庖名古屋支j苫主催の rART BOX NAGOYA'95J、

6 回目を迎える今年のテーマは、「気J。

「寄託j は宇宙エネルギー。ホ金王' は天体を表し、、米e は

八方に広がるかたちを示す。‘ 新しい時代が求める「モ

ノj づくりの秘訣は 「気j にあり かの意気込みのもと、

竹中工務広社員有志が日頃の建築の仕事を離れて、ア

ートに取り組む。

日 時 1995年 7 月18剛 ト22日出

9  :  ＵＰｾ＠ 1  9  :  00 ( 最終日は 16 : 00 開場)

場 所 A T ピル BI F ( 名古屋ヒルトンホテル真向か

い) 名古屋市中区錦ト 18-22

入 場 料 無 料

空間をプ口テ、ユースする画廊

京都市美術館の近くに、アートオフィス「キ'ャラリー

はねうさぎj がオープンした。

京都府綴喜郡井手町の建築空間に置かれた、石の娃か

などを制作した造形作家 ・巽育子さんは、空間に彫刻

や立体アートを置くことによってその空間カ往きてく

ることを広〈知らせるため、また若い作家を世に送り

出したいという熱意で、寺やショールーム、あるいは

ピルの一室を借りてモニユメン卜や造形作品の作品展

を開いてきたが、さらに作家とのかかわりを求めて、

6 月6 日の開設に漕ぎつけたもの。今後は、環境と融

合した美の空間、人間的な表情豊かな空間のプロテ'ユ

ースと、ギャラリーで開く現代美術についての作家自

身によるレクチャーに力を注ぎたし、と語る。

作品のリースや環境に合わせた作品制作も受け付けて

いる。通絡はギャラリー TEL075- 752- 0304へ。

「建築N巴xt Phas巴研究会J

建築の多くの分野で、今、大きな変化が起こっている。

この変革期の後に訪れるであろう局面を Next Phase  

( 次の局面) と名付け、その儒売を試みるための「建

築 Next Phase研究会J ( 代表: 市陸予透( 建築ジャ ーナ

リスト ) 氏〉が設立された。

研究会は、 建築、都市、インテリアの設計、企画に携

わる専門家に開放された会で、東京デザインセンター

に事務局を置き、この 7 月から月 1 ｾＲ 回のベースで

公開セミ ナーを開催していく 。定員は未定。

・第 | 回「オーヴアラ ッフ1舌用術ー欧州最大のエン

ジニア リング集団の素彦副

設E寅 ジョン ・ノてチェ ラ氏( オーヴアラ y プアンド

パートナーズ ジャパン リミテ y ド取締役 ・東京

支庖長)

日時 1995年 7 月 7 日幽 18 :  ＳＰｾＲＰＺ＠ 30 

場 所 東 京 デ ザインセン タ一、地下 2 階ガレリア

東京都品川区東五反田 5- 25- 19

初日費 1000円( 完敗見会は当日 8 ・30から開催、制見会参

加者は2000円)

申込参加希望者は、氏名 ・草蹄先 ・f主所 ・電話番号 ・

FAX 番号を記入 して、 FAX で東京デザインセン

ター ・建築 Next Phase研究会公開セ ミナー係

(FAX03- 3445- 1  12広 TEL03-3445- 1121 )へ。

・第 2 回「メディア空間のプログラム→山台メディア

テークコ ンペ惜敗案の分析」

一一号幾崎新氏が審査委員長を務めた仙台メディアテー

クコンペは、最終的には、建築的に優れていた伊東豊

雄案が最優秀になったが、プログラム的には古谷誠意

案が優れていると評された。この古谷案を分析し、建

築とプログラムのあり方を探る。

詩，寅 古谷誠意氏( スタジオ ・ナス力、早稲田大学助教授)

日時 1995年 8 月 2 日制 18 :  ＳＰｾＲＰＺ＠ 30 

場所東京デザインセンタ ー

初日費 1000円( 朝見会参加者は 2000円)

申 込 第 l 回セミナーに同じ。

アイ力現代建築セミナー

テーマ 「建築家はテクノロジ をどのように使うかJ

講 師 ニコラス・ グリムショウ氏( 建築家)

日時 ＱＹＹＵ 年 Ｗ 月 ＲＱ 日 ω ＱＸ ・ ＳＰｾＲＰＺ 30 

会 場 御 堂 会 館 大 ホール

大阪市中央区久太郎町4- 卜11

定 員 906名

参加賀入場無料

主催アイカ現代建築セミナ一実行委員会

申 込 往 復 ハカ・キに所要事項を明記し( ノ、ガキ |枚

に| 名)、 6 月30日まて'に倣漸建築社「アイカ

現代建築セミナーj 係 ( 干 113 東京都文京区

湯島2-3 1- 2、電話03-381 卜7101) へ。
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被爆50周年記念事業ひろしま2045ピース8 クリ工イト 『テ、ザ‘インワークショップ'(2)j 第 5回「松井源吾賞J 決まる

広島市は被爆50周年を機に、西暦2045年に向けて質の

高い都市づくりを進めていくために、記念事業、ひろ

しま 2045ピース& クリエイドを展開している。

5 月に行われた開幕シンポジウムから 12月のファイ

ナルシンポジウムまで、毎月、建築 ・土木 ・ランドス

ケーフ等をテーマにシンポジウム、誌寅会などが予定

されており、秋には建築家サンチァゴ ・カラトラパ氏

の特別講演会も企画されている。

. デザイン ・ワークショ ッフ'"( 2ト「都市へどうかかわ

るかj ーシヒ. ツク ・デザイン編ー

日時 ＱＹＹＵ 年 Ｗ 月 ＱＱ 日 凶 ＱＳ ・ ＳＰｾＱＶ ・ ＳＰ

会場広島国際会議場、ダリア砂

広島市中区中島町| ー5 平和記念公圏内

内 容 ・5託寅

篠原 修氏( 東京大学専対受)

中里子恒明氏( アプル総合計画事務所)

大野美代子氏 ( M& Mデザイン事務所)

・座談会ー上言白書忘寅者によるー

定 員 150名( 当日先着順)

入 場 料 無 料

間合先広島市都市愛備局都市計画部都市デザイン室

TEL082-245-21 1  1  

「松井源吾賞」は、 1991年、早稲田大学教授であり、

+ 翫隼設計の向上発展に大きく貢献した松井源吾氏の退

職を記念して創設された貨で、優れた建築+ あ缶詰十を

行った楠髭問者に対し、その功績をたたえ贈るもの。

1995年第 5 回の受賞者には、中国捷夫氏と故ピー タ

ー・ライ ス氏が選ばれた。選考委員は、菊竹清訓氏、

青 木 繁 氏、内井昭蔵氏、川口 衛氏、田中瀬誇雄氏。

・中田捷夫氏( なかたかつお王寺町専士、術革法)

194()年大阪府に生まれる

1978年坪井善勝研究室取締役

1991年中国捷対暗室賠責

主な作品 TSP太陽本社ビル/ 小国町立小国中学ヰ剤事育館ほか

・ピーター ・ライス氏 ( 王立英国建築家協会名誉会員)

~建築と設備のトータルな調和を求めて~コンペにアイデアを

1935年アイルランドに生まれる

1956年 オ ヴ・アラップ&パートナーズ入社

1977年 レンゾ ・ピアノとも初動

新しいアイデアによる環境デザイン計画で、建築 ・都

市機能の方向性の提案を求める、東京ガス側主催の第

9 回建築環境デザイン コンペティションが「パブ リッ

ク・サービス ・プレイス」をテーマに開催される。

登 録 1995年 9 月29日悩までに、官製ハガキに所要

事項を記入し、登録。

応 募 1995年 11 月6 日伺締切。応募作品裏面に登録

票を貼付して、株噺建築社「建築環境デザイ

ンコンペティション係J( 〒 113 東京都文京区

湯島2-31-2 TEL03-381 ト71 日1) へ持参また

は郵送。なお、登録申込みも同所へ。

提出図面平面図、配置図、断面図、設備システム図と

その基本的考え方の、透視図もしくは模型写

真、その他詳細図なと議博図を表現する図

面、あるいは簡単な説明文。縮尺は自由。中

半IJ ケント紙あるいはそれに類する厚紙| 枚

(600mmX  840mm) に図面を収める。

青焼き、鉛筆、墨入れ、着色、写真貼付など

るマルチメディア時代の受発信の基地である

と同時に、公共 ・民間がーイ本となった、さま

さ3 な社会的活動の根拠地である。いってみ

れば、まちと社会の新しい昭如こ向かつての

再構築の先兵の役割を、このパブリツク ・サ

1992年 10月25日ロンドンで死去

主なイ乍品 シドニ ・オペラ・ハウス/ ; f ，ンピドーセンターほか

京都市都市景観賞作昂募集

「京都市都市景観賞」では、京都市内で過去 5 年以内

ービス・ プレイスは担っていくべきものであ (  1990年 7 月| 日以降) に完成し、下記の要件を満た

る。 またそうした役割を十分に果たし得る設 している建造物等の自薦 ・他薦を募っている。

備約機能についての考案も求めたい。次の世 ( 1)周囲の自然景観や町並み景観に調和しているもの。

紀を見据え、専門家としての予見を生かした (2)京都らしさ、京都の歴史 ・伝統 ・文化に対するI ! 1拝

「パフ>" ) ツク ・サーピス ・プレイス」のある と自由君、がなされているもの。

ベき姿を提案してもらいたい。草紙文よリ銀枠 (3)デザインカ刊憂れ、技f梢守にもレベルが高〈、京都に

審査員 内井昭蔵氏( 京都大学事対受) おける将来の都市景観をリードするもの。

香山 誇夫氏( 東京大学事匁受) (4)その地域における建築物等の関係法令に適合してい

田中 俊六氏( 東海大学事対受) るもの。

内蔵 徹男氏( 日本言宣言十社長) 応募朝間 ＱＹＹＵ 年 Ｗ 月 Ｕ 日 ｾＷ 月 ＲＱ 日

長谷川逸子氏( 長谷川逸子 ・建築計画工房) 応募方法 カラー写真 2枚( 遠景 ・近景) とそのポジ

松尾 陽氏( 東京大学事対受) フィルム、および立直図を添えて、必要事

鈴木正之氏( 東京ガス) 項を記入のうえ、京都市都市計画局都市景

は自由。 台 金 最 優 秀 賞 | 点 150万円
観課( 干604 中京区寺町御池 TEL075- 222

-3474) へ。問い合わせも同所へ。
課 題 「ノマブリック ・サービス・フレイス」は、そ 優秀賞 3点各30万円

の地域におけるパブ リック ・サービスに関す 総額で530万円

タキロン・国際デザインコンペ、 6 月から公募中

第 7 回タキロン ・国際デザインコンペティション '95の 作 品 A I ケン卜出氏あるいはそれに類するもの |

テーマは「都市のつぼj 。従来の思考にとらわれないア 枚。青焼、鉛筆、墨入れ、着色写真、説明

プローチで「都市のつぼ」を探し当て、そこへの仕掛 文等の詩見は自由。

けを通して都市を活性化させる提案を募集している。 締 七 刀 郵 送- 1 995年 10月30日開当日消印有効。

課 題 「都市のつt;fJ Urban Acupuncture ; 毎外 10月30日必着。

大阪都市景観建築賞作昂募集

景重見上優れた建物やまちなみを表彰する「大阪都市景

観建築賞( 大阪まちなみ賞)J では、昨年 7 月末までに

完成した大防存域内の建物、まちなみの推薦を募って

いる。主催は大劇存 ・大阪市 ・(紛大蜘存建築士会。後

援は建設省ほか。協賛は(初日本建築協会ほか。

対象建物 ＯＱＹＹＰ 年 Ｘ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｗ 月末完成

一一都市を人体にたとえれば、そこには必ず 持参ー| 日月 30日正午まで。 まちなみ/ 1994年 7 月末完成

「つ( まj がある。その「つ( ; f J を巧みに刺激 審査員高松伸氏( 高松伸建築設計事務開t 表) 推薦推薦用ハガキに、推薦物件名、所在地、完成時

することによって、都市活性化の効果が得ら 賞 金 |等 1名 100万円、 2等| 名 50万円、 3等 5名 期、推薦理由、推薦者名 ，f主所 ・電話番号を記

れないだろうか。 各 10万円、入選川名各 5万円。 入して、大阪都市景観建築賞運営委員会( 干540

応募対象 日本国内、 J静岡建築諒十事務所や建設封土 閉会せタキロン側広報部内 大阪市中央区農人橋2- 卜 10 大阪府建築士会内

のE宣言十官広建築系の学生。 タキロンデザインコンペティション事務局 TEL06- 947 - 1961)へ。推薦資格問わず。複数の

登録官製ハガキで、 1995年 10月 11 日制までに登録 干54 1大阪市中央区安土町2-3ー13 推薦可。

申し込み要。 TEL06-267- 2694 受付 ＱＹＹＵ 年 Ｗ 月 Ａ 日 ｾＷ 月 ＳＱ 日
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「兵庫県南部地震における病院の被災状況に関する研究会J 開催

(初日本医療福祉建築協会は、国立医療 ・病院管理研究 港区芝5- 26- 20 ｆ ａｘＰＳＭＳＴＵＳＭＷＵＷｾ へ 。

所ほかと兵庫県南部地震によ る医療施設の被害を調査 プログラム

中であるが、病院の機能破壊をテーマに研究会を関心 ( 1淘司査体制と調査活動/ 河口 豊氏 (国立医療 ・病院管

日時 1995年 7 月31 日(月) 13 :  ＳＰｾ＠ 1  6  :  30  理研究所)

会場 建築会館ホール( 東京都港区芝5-26-20) (2漣 築 ・設備の被災状況および翻寮活動の状況/ 中里子

定員 180名( 定員になり次第締切り) 明氏 (京都女子大学)、佐々木厚司氏 (京都工芸繊維大学)

参加 一般 15000円、会員 10000円( 当日会場支払い) (3)シンポジウム・災害時における病院機能の忠告オ寺

申込所要事項を記入した参加申込書を、郵送または 司会一中山茂樹氏 (千葉大学)、箆淳夫氏 (国立医療・ 病

FAX でT初日本医療福祉建築協会( 干 108 東京都 院管理研究所) 一、講師 3名( 建築 ・設備ほか)

復建協95を設立、参加者を募る

5 月 7 日に、阪神大震災被災地の分譲マンション智里 ーや復旧工事 ・建て替えをテーマにした交流会が中心

組合が集まって、「分譲マンシヨン復旧 ・建て替え推進 となり、管野且合の要請があればコンサルタン卜業務

協議会( 略称 ・復建協95)J カ〈設立された。 や専門家による具体的な支援( 有料) も行う 。

これは、復旧工事や建て替え事業をスムーズに推進さ 智割合役員、また分譲マンションの防組に精通し

せるため、行政支援の要請や専門家グループの支援体 た支援専門家の、復建協95への参加を募っている。

制を整備する目的で結成さ れた樹哉で、平成 10年 4 月 初日申込は、復建協95事務局( 干541大阪市中央区瓦

「リビングアート・コンペティションJ

生活空間を彩るアー トを創る楽しさ、そのアー トを飾

る潤いのある生活を提案する「 リピンク' アート ・コン

ペティションJ カミ東京ガスの主催で行われる。

第 4 回コンペでも、テーマ、素材は自由。居住空間を

彩るアー ト、暮らしを楽しむ素敵な発想を、国籍、年

齢、プロ ・アマを問わず、広〈募集している。

作品仕様 B  3 半IJ サイズ以内の平面作品。縦横自由。

厚さ IOcm以内。重さ 5kg以内。

絵画、版画、イラスト、写真、 C Gなど表

現方法は自由。額袋不可。こわれもの不可。

応募点数ひとり 2 点以内

出 品 料 |点につき 2000円

応 募 方 法 ハ ガ キ ( 〒・ 住所 ・氏名 ・TEL 記入) で、

リピンク'アー 卜事務局( 干 105東京都港区

海岸 1-5-20 東京ガス本社ピル内 TEL03-

3434- 5652) に応募要項を請求すること 。

イ乍F品帝切 1995年8 月22日伏)消印有吉力

には解散する予定の短期的プロジェク卜である。 町4-3- 9-303 マンシヨン問題研究会内 TEL06- 202- 賞 リピンクe アー卜大賞| 名 ・賞金 100万円

審査員賞 5名 ・20万円、入選30名。正しい知識や情報交換の場として、その活動はセミナ 7630、FAX06- 202- 7648) へ。
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na。

屋 根 を 創 る

屋 根 を 守 る

屋根を活かす

金 属 屋 根 工 事 ・ 防 水 工 事 ・ 塗 装 工 事 ・ 建 材

全 国 に 広 が る 販 売 網 と 施 工 体 制

⑤三男金属工業株式会社

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 9  - 2 第 1 ぬ り 彦 ビ j レ 干104 ｾ Ｐ ＳＨＳＵ Ｖ ＷＩ Ｓ Ｓ ＵＱ 附

東京 ｾ ＰＳＨＳＲＹＷＩＵ Ｑ Ｘ Ｑ ＭＭＲ 横 浜宮 045( 681) 1235- - 7 名古 屋 ｾ Ｐ ＵＲＨ Ｕ ＸＲＩ Ｐ Ｓ ＱＱ 附Ｉ

大阪 ｾ 06( 231) 8571 問 中 国宮 082( 264) 7881 例) 九州 ｾ ＰＹＲＨ ＴＴＱ ＩＳＵ ＵＱ 附Ｉ

北 海 道官 例 代 726) 3551 附) 東北 ｾ ＰＲＲＨＲＲＵＩＷＵＹ Ｑ ｾｾＩ＠ 北 陸宮 0762( 23) 4980- - 2

営 業 所 : 釧 路 - 帯 広 ・ 函 館 ・ 旭川 ・ 北 見 ・郡 山 ・い わ き ・盛 岡 ・青 森 ・秋 田 ・ 山 形 ・ 富 山 ・福井 ・

干 葉 ・ 君 津 - 大 宮 - 甲 府 - 八 王 子 - 宇 都 宮 - 水 戸 - 土 浦 - 前 橋 ・新 潟 ・ 長 野 ・ 組 本 ・厚木 ・

静 岡 ・浜 松 ・三 重 ・三 河 ・岐 車 ・ 大 津 ・ 福 知 山 ・ 神 戸 ・東 南 - 奈 良 - 高 松 - 松 山 ・ 岡 山 -

徳 山 - 北 九 州 ・ 長 崎 ・熊 本 ・大 分 ・ 佐 賀 ・鹿 児 島 ・沖 縄 ・呉 ・戸 畑

製 作 所 : 深 酋 ・長 田 野 - 愛 東 - 江 副



理 事 会

第 l 固定仔IJ ! 里事会

ＲＶ 日 ・ Ｔ 時 ｾＴ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 三 品 副 会 長 ほ か 19名

験 事 ( 1) 1 里事の会務分掌及び常イ壬理事選任の{ 牛

(2)平 成 7 年度各委員会委員委E属の件

(3)他団体役員引き継ぎの件

(4)定仔IJ ! 里事会及び常任理事会日程の件

(5脇 賛 ・後援名義使用承認の件

(6)入選会者承認の件

(7冶員増強に関する件

(8)/¥反神大震災に関する件

(9) i 葬祭報告

編 集 委 員 会

第 l 回計画系ーインテリア ・住宅一分科会

Ｓ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉ 日時 ＲＰ 介 ・ 於本会会智睦

出席者

z識 韓 泰 平 成 7 年 7 月号本介科会特集内容の検言討寸

第 l 回会員企函小委員会

Ｔ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 3 名

検 事 ( l ) r建築と社会J (シ リーズもの) の報告と掲

載予定

(2}.事庁しい企画案について

第 l 回広告企画小委員会

Ｕ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 3 名

検 事 ( 1) 4 月号「トイレからみた都市文イヒJ 特 集 広

告途中経過報告

(2) 5 月号「 トイレ空間」特集広告途中車五島報

告

(3) 6 月号「接合J ( 仮称) 特集・r WT CJ 特 集 広

告途中経過報告

(4) 7 月号「ユニバーサルテ'サ'インJ 特 集・「暑

中見舞いJ 広告途中経過報告

(5)1 ' 乍品作風報告

(6限 支 状 況 報 告

第| 回構造介科会

ＱＲ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出席者長; 頼幹事ほか 3 名

殺 事 ( 1) 7 年度キ紛重介科会構成

(2) 10月号+ 均童特集の企函

(3)  rfぬ宣の頁J の企画

第 l 回編集委員会( 総会)

ＱＳ 日 ・ Ｓ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か は 名

検 事 ( 1) 1尖拶

(2編集委員長の挨拶

(3}各小委員会副委員長 ・各介科会幹事の選出

と各委員の挨拶

(4淵集委員会の構成と「建築と社会」誌の繍

についての説明

(5)報告$. t頁

月 間 の 動 き
【平成7年4月分】

第| 固設備分科会 ＱＲ 日 ・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半・絵本会会 議 室

ＱＹ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 Ｑ Ｕ 分 ・ 於本会会議室 出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 川 名

出 席 者 回 ノ 畑 委 員 ほ か 7 名 蛾 事 ( 1漆員長の互選、委員の委嘱

議 事 ( 1編集委員会幸郎置の説明 (2熔 談 会 テ ー マ 「阪神 ・淡路大震災に直

(2踊濡集委員会総会の報告 面して」

(3) 5 月号「トイレ空間j 特集の車五邑報告 (3)今後の検討建材

(4)  r設備の頁J の企画

(5) 11 月 号 設 備 憾 の 企 画 |  出 版 委 員 会

第 l 回計画分科会ー建築系ー 第 l 回出版委員会

ＲＵ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉ 日時半 ・ 於本会会設室 ＲＰ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 方錯 綜 学芸出版社会 議 室

出 席 者 山 本 委 員 ほ か 6 名 出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 平 成 7 年 9 月号の本介科会特集のテーマの検 検 事 ( 1)3f-成 7 年度正 ・副委員長の選出

討 (2K プロのノウハウ> とキ鵠妄本の来五島報告

第 l 回作品作風小委員会 (3)今後のテー? と執筆者選定

27日 . Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室 (4)  rプ口のノウハウ J 講座シリーズ

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1揃 回 編 鰻 員 会 の 報 告 |  教 育 委 員 会

(2) 1 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告 第 l 回 教育委員会

(3) 1 乍品の選定 ＲＱ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時半・絵本会会議室

(4)  rGal l eryJ 掲載報告・予定 出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 9 名

(5)  r S KE T CH B OOK 欄 J の掲載予定 E殺 事 ( 1)平成 7 年度教育委員会正 ・副委員長及ひ斡

lまの選出

事 業 委 員 会 I  (2購 習 会 ・工高生紋育両小委員会の本年度の

第 l 回若い会員の集い小委員会 事業企画

ＱＲ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時半・ 方士アサヒヒアハウス ・ 梅新

出 席 者 ゲ ス 卜 部 想IJ 氏 ( 日 麗 掛 |  見 学 会

杉本副委員長ほかは名 手書室見学会

議 事 ( 1嗣 日委員の紹介 ・挨 拶 大徳寺 ・緊光院の茶室と真瑚奄の庭王軒

(2瀞庁年度の副委員長 ・幹事の互選 22日 ・ l 時 ｾＳ 時半 ・ 参加者 ＵＰ 名

(3崩回事業委員総会の報告

ω)実施報告 |  建 築 ク ラ ブ

(5)今後の予定について 第 276回朝食会

第 l 回広報小委員会 ＱＱ 日 ・ Ｘ 時 ｾＹ 時半 ・ 於大阪グランドホテル

ＱＲ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室 演 題 「私の絃営訓 12条 ー雲上蒼天ー」

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 9 名 講 師 吉 武 孝 祐 氏 ( 東 海 学 園 大 学 学 長 )

議 事 ( 1漸委員就任樹事

(2漸年度の副委員長 ・幹事の互選 |  入 会 者 団 側 )

(3溌庁年度の介科会について

(4獄図事業委員総会の報告

(5)第 l ・第 2 介手控からの報告と検討

第 l 回見学会小委員会

ＱＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時半 ・ 於アサヒピアハウス ・ 梅新

出 席 者 南 副委員長ほか 9 名

議 事 ( 1漸旧委員の紹介 ・挨 拶

(2漸年度の副委員長 ・幹事の互選

(3崩回事業委員総会の報告

(4 ):実施報告

(5)今後の予定及び候補につ L 、て

(6 ).見学会アンケー卜の内容について

(7湾斤年度の分科会の構成につ L 、て

第| 団事業委員会

ＱＹ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 Ｎ ｪｪ 合本会会諮陸

出 席 者 多 井委員長ほか 3 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

〔団体会員 3 ヰ1)

大蜘存建設産業協会

サンセイ側 名古屋支后

〔個人会員同名〕

カ Ｇ ムスタｾ 紛

井 上 1導允 浅 野 吉 信 加 藤 敏 明

(エイ アール ・エス世肘) ( 日本ゼオン) Ｈアーキフｾト ｋａ ｔ ｏＩ

j及(大国目串土政木廃}  

賞( 皿屋エ岨寓刷福問)

陳 ｻ凱巨ｊＺ ｾ村 ｚ 岨 林問}

西{ 酉強蝿腔久肘樹車輯嗣}

〔准会員 2 名〕

下(東中副大掌裕} 史

倉(l周宣野岨俊肱}一

;宰(井木材開敏発}郎

張{ 中前エ担増圃問吉}  

吉田( ライブ尚}道

【東堀京デ井ザイナ高ー広掌院}

小 西 郁 吉

( 小西姐! A 1 i 計事解輔 所 }

高田 党

( 川崎副酷}

i章〉工 富 美 郎

( . J 江壇高畠甫l U十事事所}

渡 辺 幸 夫

( 大白本土木}

(6体年度の編集のあり方および本年度収支目 |  建 材 委 員 会

標について 第 l 回建材委員会
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内 装 不 燃 材

ネ土

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 7 トクピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北 区西天満2丁目 6番8号 (堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話8Jl - 36JO)

A 、

ヱ三
室 谷 商 事 株 式

本 社

支 底

倉 庫

奥山化工業械式さ社

本 社 東京都中央区銀座8- 4-9 奥山ピル T E L03(3571 )2703附 F A X03(3571 ) 0264  

大阪事務所 TEL06(391) 1081 - IFAX 06(395)1109 名古屋出張所 TEL051(811) 3660 

情操宮製所 TEL045(310)4831 FAX045(310)4765 庫 本 出 張 所 TEL0461(11) 1761  FAX0461 (13).1341 

1奇王宮集所 TEL048(774)1845  王 械 出 張 所 TELOI91(18)0878同 XOI91(18)1614

テトカッパー防水
カッパー防水帯 ー コーパータイトオクロン防水待目

資料をご- * 下さい。

新しし、時代の、新しし、扉をひらきたい。

τ 告 ｾ ｻ＿ ｓｨｵｴｴ･ｲ

〒540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1Q(T Sビj レ)

T E し (0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 げて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/ 名古屋/富山/大;章/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

キ土本

東洋シャッター株式会社

大 阪市 内区 西 本 町 l の13の33

T E L. 06- 532- 0 4  6 1  ({"l: A  

PA X. 06- 535- 5 18 1  

う吃埋 市 丹 波 市 新 開T 4  9  

あ 干

らナ 556

ゆ _ 3

7.. _ 一 阪 7  

1. 門 官 ア
i ;  T 7 出合 y

似 ζ - i量 7

工.B. j 区 ス

; 訴長支

f!J 式E77

a山之』 二七七

日 " A 番 四 四

社 三一五
号 六 四

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干 547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T EL  06 (792)  5858 F AX  06 (792)  2810  

情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本

Ｍｾｾ＠
-
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商昂は宇気ですo ¥! r  
掴 掴 熱 と 空 気 の 工 ン ジ 二 戸 川 一 一

〉ー〈J 5 f t
・宮

空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

A 朝日工業社

東京都港区浜松田] ト25- 7 電話03 (3432)  5711 

大阪市淀川 区加島ト58- 59 電話 06 (302)  2270 

北海道/ 東北/ 北|拘束/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

本社 ・本庖

大 阪 支 社

支 J;!i

空 気 調 和 t ど竺L 搬送機設備

給排水衛生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づく り

第一工灘横式怠祉

干 530 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

干 ＱＰＰ 東京都千イＧｾ 田 区 丸 の内 Ｓ 丁目 Ｓ 番 Ｑ 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 (代表)

大 阪支庖

ヰ土本

「止 ｾ ｴｪｮ 世削 ｊ ，Ｇ， 郎作 Ｑ ＱＯ ［ Ｇ k .fl l¥.  J刈111

'r;illt 
川

崎

2

i

，

 

附

叶

凶
岬

副

大

w
m
 

肝

崎

H

E

山

氏

4

 

リ

叫

刷

出

時

間

山

川

卜

州

1

4

L

 

M

仰

h

パ

山

L
m

山

明

北

徳出 張 所

海 外 支 庖

技 楠研 究 所

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主設機器特約底

大晃設備株式会社
。
本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 'i t[ 06- 466ー2268

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  m0720- 49- 2128 

/ ' X ' ¥ 産 業 設 備

1 /吉¥1 ノ'J< 処 f型 施 設

マー- v 環 境 胞 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 三 田村 嘉 也

大 阪 支 底 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06(202)  3071  (代表)

本社・東京本庖 東京都千代間区有楽町1- 4- ] 電話03(3502) 6111  ( 大代)

支 唐 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・東北 ・北陸 ・神戸 ・四国

空気調和設備

給 Ｑｪｾ /J く設備

電 気 設 備

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工
給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

三建設備工業株ま奮社
φ  

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 紅 梅 11I T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

東 京 都中央区日本将純明朗拠'T 2 - 2 2  電 話 ( 3667) 3431  ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横浜

大阪支 庖

本 社

支 社

大 阪市 北区 中W 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3628番

支 ｬ 苫 ・ 活 安ｾ斤福岡 ・ 京者 Ｑ Ｑ ・ 天理 ・ 川 西 ・ キ Ｇ Ｑ Ｇ 戸

⑨日本管工業株式会社

設 計並 施 工
空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

空
。

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 ili 雨 区 商 九 条 12 問 11I T 2  0 番 地 の i

'[tt 話一(681) 5  1  0  1  - Ｕ ・ 夜 Ａ 日｝平 Ｇ ｈｾｊ ( 691) 10 4 5  

大阪市北区天満1- 5- 20 屯話 ( 06) 352- 3501刊

津 市 栄 IlI T 2 - 1 1 1 ' ; G; 話( 0592) 26- 3610附

匹| 日 市 市 西 末 広 11I j' ';1J:話 ( 0593) 53- 7431間

大 津 市 中 央2丁目 4- 28 '; 1J: 話 ( 0775) 22- 9738附

大 阪 支 庖

三 重 支 j苫

四 日市 営 業 所

滋 賀 営 業 所

調

本 H  k 阪rlj lll 央医械見 2 nl l  ifi61 '，; ツイン21MID;タワー '; [!: 話 06-949- 1371

ｾｴ ｽ ｪ ｬ Ｚ 本 ｬ 山 京点目11新市| 豆阿新 u，新 1;1 11 友 ビノレ' ，[!: 話03-3344- 1911

大阪本Jli 大 阪市北 12<: jllj 天満 3 r  LI Ｑ Ｓ 砕 ＲＰ リ ｮｾ ｾ 占 ＰＶ Ｍ ＳＶＳ Ｍ Ｑ ＳＷＱ

支 山 fl li 台 ・椴浜 ・名i1i ｊｴｾ ・ ＩｪＨ ｲＮｊ ￭Ｇ ;.'I 'r; ・jぷ! ，:) ' li ，illill

';託 業 所 札 幌 ・大 宮 千 葉 山 究 ! .  r.';'; )1 和 歌 山 松 江 . i
rl
'
縦

H'. ';1，、 所 Ｗｦ 森 ・ 干Ｊ Ｑ ＱＱ ・ ｾ ｪ ｬ 拒 ｊ＼Ｑ ［ Ｑ '  J lI-1.i .  ;;;';UI .  ，C¥J 収・ Imllll '  ｾＧ Ｚｪ 松 ・ 下 ｼ則

熊本 ・底的 ・鹿児lb

晃

-・・

・"‘

-回・・
持式会社

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

1・よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

O K U J U  

邑 箆vh自白容もた島b長三諒錨拶窃還

「大規模天井無足場工法J

電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

e > > ヲイヲ; : . ，株武会社

* ' " ・大幅志社 干 550 大 阪 市 内 [;'(HriJ M， 1  r  119昨25サ Ｎ ｩｻｴ ， ｉ ， ｾ Ｈ ＰＶ Ｉ ＴＴＱ＠ 8231 

東 京 本 社 干 102 JUJj ・r. IJf 代 川 I>(i ;( 1は2 J  1115得10サ 世 ，11; (03)3261純2:il

支 社 1片山 W _  kl ，J 'J 

主 底 札 刷 れ11;'; 析 jLJ . k); ' :  

広 刈 尚 料、 開- 1'

世 蝿 所 肝 Iム 出 航 ，'， tな 肱 川

ti ，i J l : .  Ｈｾｉｉｊ 松 ｴｬｴ " ・6知l

I i l ! 川 制 品 川 崎 怯 ;1

ノノ ガポール ホ ン コ 〆

干 日4 Jaf ｈ Ｇ ，ｾ人ＡＺＱ Ｑｭ［ ，ん町大i ' jヒ' ; .11拍0昨地 '/ I1，{f，(OM'I 2l5H 1511 
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本 社

大 阪 市 北 区 西 天 満5丁目 3番 7号 干530

T E L (06)312-4131 FAX (06)312-7998 

東京・九州横浜名古屋仙台白宮崎 ι 京都

内外装創作パネル ・システム天井 ー間仕切

刷会社オクジュー

H. k阪市中央区瓦屋町 2丁目 11骨16号( オートセノ 7 ービ ル1 .  2階1

ｾｱ［Ｑ 必需 号 ＵＴＲ "也話 大 阪 ( 06) 768- 5  0 3 1  代 表

ノノテナ'/ 7，部 屯 υ市 ) ，[ Vi ( 0 6 )  7 6 8 ー 1  6  5  1  11: N. 

ｾｾ京ム Ｚ Ｑ［｜［ 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

掛; 便番号112 電 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表
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何時もあなたの街で

お会いしている
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市阪大切5

 

一
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+ム干本

、 ず

ｾ＠

良轟詰ま桑雲霊

人と都市の快適な環境をつくります

- 空調・ 給排水・衛生設備

空 気 闘和

エ繍配菅

水些理

コーンェ エネレーシ ョン

ク リーンJ レーム

・プラン ト

プラ ン ト肘轟

ンステムエ ノン ニアリ ング

ー一位、n 6デJ エイティフ"，〓

y 些 一 一 日 荷 主 ¥

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2222Z12221摂主主!;; zm3Zi;!?

- 情報通信 役備

情帽通惜ネ ッ トワー ク

情報処理

通情 システム

並道ンステム

・電力;荷 量役備

費 宜電

架空送配電

地 中道配電

宮 集 橿目 設 計 ・絡工・監理

・電気 段備

畳宜電・幹雄

動力 制骨轟置

電話、抽送、インターホン

防 犯、 防 l);

中失. . 捜嗣劃

システふ肘甚

語I

工

聞

【

裕

開

敏

計

一

一

一

井

設

土

事

賞

受

工

A

Z

w

m

気

茸

河

電

織

化

。

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピ j レ5 階)

電 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 (代)

東京都中央区日本橋 茅 捗 ｾ ｉ Ｂ ｲ 2 丁目 1 7番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代 )

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土

庖

本

支

営 業 所

設計施工

l朝 陽 電 気 株 式 会 社 E

⑤ 
電気設備

電気位備 ・昔十装制御E宜備・ 空鯛役備・ クリー ンルーム設備・ プラン ト設備

給排水衛生設備・エネ ルギー集中監視 システム 役計施工

三宝電機櫛式会社

F
，
，

一
守

司

・
・
町
内
‘

.

H

H

dw

-b

m

 

:1:: 

本 社 〒 ＵＳ Ｐ 大 ｾ反 市北区 ＧＱ Ｇ 之 ｲＮ Ｍ ｊ 三 ｲ fI 2  - 4  Ｈ判 ｉ ｾ ピノレＩ '; G: 話06 (385) 1361(flj 

大阪営業所 干564 I次日 I di 霊ノk 町. 3 丁 目 34 - 6  Ｇ ［ｉＡＺ ｾ ￬［ＰＶ＠ (385) 1  361( fll 

京都営業所 干615 京 都 iti ｾ￯＠ ｽ ［ￎｾ 区 内 Ｉｪ｜ 極む肝 ｾｔ 21 ［ＱＡＺ ｾ ￬ ， ＰＷＵＨＳＱＱＩ＠ 1185刊

神戸営業所 干650 神戸市中央区浪花開f59 ( 神戸朝 FI ビJレ) ';11話078(333) 7756附

ｩ ｾ＠オミLL! 代 表 取 締 役

革 担 干5却大阪市北区西天盟Eーら8<: !tピM TEL 由(3倒)1471・FAX !li (3臼)5533

車 京亙柱 干 Ｑ 伍車京書隠区新 世 ＱＲ ＭＱＶ にユ一 新圃 ピ ｉｾＩ TELa( ぉω023H AX 閃(5例)0268

呂吉a m 干462 呂百置制限壷焔 12-14 TEL052( 矧 )513H AXO包(914)7日5

同戸 豆E 干657 神戸市量区岩量咋崎1-2-9( 工ピスピM TELOI8( 飴05571.FAX0I8(871)6261 

m研究所 有 田 大甑府郡市三宝町じ]"3田 TELOn2( 27) 8制 FAX0n 2(27) 1似

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

取 締 役 支 社 長 馬 田 栄

特殊壁装材製造販売 和室に最適

町一fJ: プ!?)(株)i Ii ! J : J : J !J O: 

大 阪 市中央区高腿 橋4丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東北・ } Lノ内・ 新宿・神 奈 川 ・東 関 東 ・中部 ・九州

場

一

二

工

第

第

「 寸

E盟臨画歯車語圏

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

稼 式 会 主 土 工 ヌ I ムヒ" 一

線 式 会 社 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 

大阪支庖 大阪市中央区北浜3-2-23({君愛ピル)

T  E  L06-202-3294 

-・11

11

。 Ｎ￞Ｑ｟ ｜｜ｩｾＧＭ 勝代の断熱用シｾ人
1象予庁. - ， ..... J -d{. み

目n/¥"' イナ11ーシート P

わせ技術て積 層した，二重 構隼の断熱兼用二重防水シー

目豆電線株式曾祉 制 問 刊 図 区脚 内Ｒｔｅｬ ｬＮＲｾ Ｈ 干代田ピ ルＩ

⑧議議酋融式会組

行

T E L ( 06)351- 5428({勺

F A X( 06)351- 5299 

孝藤

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

代表取締役社長 依

88 



デンカC S Aファミリー製品

. 7: ，ニ. In C S A (膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・子二Ｎｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ ク ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二. 10 司F: J - 子-J ' I ，友 情喜一? ? ? ) コ ン ク リ ー 卜 躯 体 の 漏 水 補 修 に

- Tニ. In E S(土質安定用意、硬材) 地 盤 補 強 用 薬 注 入

・安二. Ior I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハ イ モ メ ン ト 製 造 用 に

ネ土

A

Q

玄式株業産

同 士 市

フl '浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 T EL 本 社 ・ 京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式株産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

T EL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T EL  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

T E L 人1坂 ( 0 6)  

洋光

lf I J I !J 9  Jl 歩9J l
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( ETC- F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト (u N  L)  

色 彩 豊 富長 尺 物

ロ

ロロ

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技術史ンつフテーケヲユデ

シl、}皮 ・S大波 ・Vi 皮・ポ y クス波 . wジャンポ波 ・V デ ッ キ

SV ジャンボI皮 ・ボル トレ スルーフ BL ' ｾＢ［ の Ｈ也

平板・波板・棟包・雨押類・奇樋・竪樋・軒樋

各種換気装置( モニターベ ンチレータ ームーパーエキ ゾスタ ー(強制))

ボーロイド( 断熱材) D. G ※ カタログをこ'約ボ卜 ふ、。

社

社

社

后

場

支

支

本

本

y

日

日

ゐ

続

出

滝

本

東

西

支

工

Tl IJ I レヲ Jl 歩ゆJl 掠式会祖

〒335 埼玉県蕨市塚越 5- 12- 2  TEL (048) 442-3111 

〒335 崎玉県政市塚越 5- 12- 2  TEL (048) 442-3115  

干660 兵庫県尼崎市長洲中通 3- 24- 35 TEL (06) 487-2121 

関東、東北、大阪、名古屋、広島、九州

熊 谷 ・東 条 ・姫 路

i制反規格

途用

関西国際空港エネルギー センター景観壁工事
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都市の景観を僑成する建物の表情は時代の変容とともに、つねに変化しています。

それは、建物の機能力、その時代のニーズに対応しつづけているからと言えます。

Y K K  A Pは、そんな建物の表情を情成する関口部のアルミサッシやカーテンウオールなど、

完成度の高い建築パーツをトータルなシステムて建築に融合させること、

つまり、現代建築が求める時代のニーズに[デザイン& テクノロジー] の

設計対応でお応えすることを企業テーマに掲げています。

精度の高い製作・施工はもちろんのこと、その建物の設計コンセプトを、

鋭いデザイン力と高度なエンジニアリングで解決・具現化しています。

定 皇霊

価 置問

1  ｾ雇

i 器産
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R S5 
消平めイ ?

宇〈長主

揖 l 収 番
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Y K“  
a p  

ｾｙｋｋ ア・キテクチユラルブロタクツ株式会社

書量誌 03379- 6  


